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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ









　僕は唾つばを呑のみこんだ。

「……だ、駄目だってば……」

　僕にぴったりとしがみつく柔やわらかい身体からだ。温かい、というか熱い。僕の背に回された腕の圧が柔らかに、だがしっかりと感じられる。

「こ、こんなことしちゃ……だって僕等らは……」

　そう言いながらも、僕の目は彼女の唇くちびるに釘くぎ付づけだ。ふっくらとしたピンク色の裂け目から白い歯がチラリとのぞく。それはとても近かった。そう、舌を伸ばせば、まさぐれそうな程に。

「……なんで？」

　彼女の口から不思議そうに放たれたその言葉は、僕の唇にかかった。それは熱い吐息だった。桃のような甘い香り。なぜか満ち足りた幸福感が僕の脳をくすぐる。

「なんで、しちゃいけないの……？」

　僕の背中にあった腕が、僕のうなじにすっと伸びてきた。そして、彼女の背伸び。

　僕の目は、いよいよ近付いた彼女の唇から離せなくなる。

「いいじゃない……兄妹きようだいじゃあるまいし」

「で、でも……」

　口を塞ふさがれた。柔やわらかい何かで。

　僕は目を見開いて、目の前の、閉じられた彼女の瞼まぶたを凝視する。

　そして、頭の天てつ辺ぺんから下腹の辺りまで、きゅっと締め付けられるような衝撃が貫いていくのを感じた。僕はぎゅっと目を閉じた。

　熱くてぬるぬるとした感触が口の中に忍び込んでいたからだ。

　視界を閉ざしたお陰で、鋭えい敏びんになる。彼女の僅わずかな息の音。それが僕の上うわ唇くちびるをそっと撫なでていく。鼻び孔こうに広がる彼女の桃の香り。その全すべてが僕を溶かしていくみたいだ。

　脱力して、甘かん美びな眠りにでも落ちそうな快感。

　だが、その熱くてぬるぬるした物が口の中をかき回した時、僕の腰は跳ねてしまった。

　僕の歯の裏を渡り歩く彼女の舌を感じた時、僕の脱力した身体からだに電気が走る。僕の身体は無理やり、ある種の喜びに目覚めさせられた。生きているのを主張するように、身体が跳ねるのを止められない。

　我慢できなかった。

　彼女の熱くてぬるぬるしたものに、僕も舌を這はわせる。

　粘膜と粘膜がぬるぬると練り合わされる。

「……ん……」

　彼女のくぐもった呻うめきが漏れ聞こえてきた。

　その声をもっと聞きたくて、その声をもっと上げさせたくて、僕は更に舌を絡ませる。

「……んちゅ……ぬちゅっ、んむ、れろ……っ！」

　明らかに、彼女の身体から力が抜けて行く。今度は僕が彼女を抱きかかえる。

　彼女の舌を吸い、それから彼女の中へ熱くてぬるぬるした物を刺し込んだ。乱暴に。

「んんっ！　んンん……じゅるるっ、んじゅる、ちゅく……んっ、ふぅ……」

　彼女の身体が僅かに痙けい攣れんした。

　僕は思う様、彼女の中を味わった。彼女の小さな、そして綺き麗れいな歯並びを舌先で感じ、彼女の舌を転がした。その度に彼女は艶つややかな呻きを漏らし、身体を震ふるわせていた。

　どれだけの時間が過ぎたろう。互いに口を吸い合う音が何度も繰り返され……そして、唇が離された。僕はまだ全然足りない気持ちでいっぱいだったのだけれど、

「……ついにしちゃったね、わたし達……」

　彼女は言った。

「ずっと、こうなりたかった」

　彼女は頬ほおを紅潮させ、悪戯いたずらに微笑ほほえんでいた。それは共犯者の微笑。

　僕は彼女と心が一つになったと感じた。だから、言う。

「僕も……僕も本当はずっと……」






　　　第１章









「わあああっ!?」

　僕は汗びっしょりになって跳ね起きた。眠気は一切なく、完全に目が覚めていた。

　な、なんだ、今の!?

　物もの凄すごく生々しい感覚。僕は、唇くちびるをなぞる。

　そして、物凄い罪悪感。僕は、黙もく然ぜんと胸の奥を探る。

　なぜ、僕はそんなものを感じているのか。

　ていうか、あんな……あんなエッチな……！　あんな気持ち良いキスがなんて……あれ？　あの相手は誰だったんだろう？

　そうやって、さっきのキス、夢の中のキスの事を反はん芻すうしてしまう。

　……猛もう烈れつな恥ずかしさが襲ってきた。

　女の子にあんなキスをする夢を見るなんて、僕は欲求不満なんだろうか。大体キスっていうのは、あんないやらしい感じじゃなくて──そう、精神的な絆きずなの証あかしっていうか、もっと清らかなものであるべきじゃないのか。それをどうして舌と舌で繋つながるなんて……。

　うん、いやらしいキスの夢を見た、というのが罪の意識に繋がっているんだな、きっと。

「ふう……」

　いつの間にか夜になっていた。ふと眠り込んでしまっていたみたいだ。でも、この時間なら予定通り、試す事ができるかも。

「ちょっと、在あり人と。うなされてたけど大丈夫？」

「変な夢を見ちゃってさ……って、まひる!?　また勝手に入り込んで！」

　僕は目を剥むいた。薄暗い僕の部屋、僕のベッドの枕まくら元もとで、幼おさな馴な染じみが腰に手を当てて僕を見下ろしていたからだ。

「しかもまたそんな格かつ好こうで！」

「うん？　いいじゃない、別に。いつもの事でしょ？」

　ウェストまでの短いキャミソでへそ丸出しの彼女、新にい月づきまひるに僕は苦言を呈ていする。

「パンツまで丸出しで！　下着姿で隣の家の二階へベランダ越しに入り込んでくるのがいつもの事っておかしくない？」

「またまたあ。わたしと在人の仲じゃん。姉弟きようだいみたいなものでしょ？　なんで今更そんな事気にするわけ？」

　小さい頃からの仲だからって、節度は保って欲しい。むしろ、だらしない格好でうろついてたら家族は注意すると思う。

「僕らだってもう高校生なんだよ？　少しは気にした方が……」












「ええー？　わたし達、家族みたいなものなんだから今更格かつ好こうつけられないよ。変な在あり人と。ていうか何？　なんでまたそんな事気にしてるの？　在人、おかしくない？」

　まひるは肩を竦すくめて、口を尖とがらせた。

「お、おかしいって何が？」

「……最近、わたしの事避けようとしてない？　やたら女とか男とか気にしてさ。わたしは女の子で自分は男の子だって、区別つけたがってる。何なの？」

「避けてなんか無いよ!?　ぼ、僕はただ男らしくなりたくて……」

「……なにそれ？　今の在人のままじゃいたくないって事？」

「そりゃ、僕も変わらなきゃ……」

「……まるでわたしと家族みたいな関係でいるのが嫌みたいに聞こえるんだけど……ふん、だ！　そんなこと言うなら帰るけど！　折せつ角かくおすそ分けにアイス持ってきてやったのに、いらないんだね？」

「あ、いいな、そのアイス！」

「でも、あげないっ！　おやすみっ！」

　結局アイスをくれないまま、まひるは窓から出て行ってしまった。

　僕は大きく息を吐いた。

　開け放たれた窓から入り込む初夏の夜の空気はひんやりして気持ちいい。頭が冷える。

　……まひるって全然僕の事を男として意識してないんだよな、ああいう態度とか見てると。まったく……最近の僕はこんなにも男らしさに溢あふれているというのに……！　と、僕は鏡に映った自分を見る。

　鏡の中の僕はレスラーのようなたくましい身体からだを……まあ、全然してないかもしれないけど、シュッとした切れ長の男らしいイケメン顔……とは全く逆の女顔だけど、やっぱり人間って中身だよ！

　僕の隠そうとしても隠しきれない内面の男らしさは、鏡の中の僕に如実に表れている。見たらわかる。少なくとも僕はわかる。……まあ、見えなくても、肌で感じ取れるだろう。ただ、大抵の人にそれを感じ取ってもらえないのは辛つらいところだ。

　僕が初対面でよく言われる感想は、女の子かと思った、だ。で、そう言われると、僕は物珍しいペットか愛あい玩がん動物みたいな目で見られているようで、居心地の悪い気分になってしまう。……そういうの、まひるにだけはわかっていて欲しいんだけどなあ。

　結局、僕はまひるにとっては小さい頃のまま、なのだ。僕は守るべき姉弟きようだい、いや、妹みたいに見られてる。いつもお姉さんぶって……。男として見てくれてはいない。

　でも、いつまでもそれじゃいけない。僕は男なんだから、ちゃんと男としてまひるや周りの人達に認められるようにならなくちゃ……！　そして、まひるを守れるくらいの立場になる……！　いつもいつも心配されてばかりいる、僕はそういうのから脱却したいんだ。

　……実は、前にもこんな風に決心して、僕の中の男らしさを引き出そうと努力してみた事はあったんだけど。と、僕は思い返す。

　強くなれば男らしくなれるかと思って、中学の頃武術を習ってみたっけ。

　僕の学んだ武術（正直、胡う散さん臭くさい流派だった）は実戦的なものだった。正せい流りゆう合あい気き柔じゆう拳けん法ぽうというなんだか色んな物をごちゃまぜにしたもので、海外で軍事教官をしてたとかいうちょっと眉まゆ唾つばな経歴の親しん戚せきの叔お父じさんが手ほどきしてくれた。

　少ない力で相手を制圧・無力化する技術、という事であんまり体格的に恵まれていない僕にぴったりだと思ったのだ。叔父さんは、今では廃れた幻の戦場術だとか言っていた。

「……心構えとかどうでもいい……。どうしたら人を壊……無力化できるかは教えてやる……だが、俺に出来るのはそれだけだ……」

　そう言う叔父さんはいつも虚うつろな目をしていた。……今考えると、何かかなり危ない事をしていた気がする。

　その叔父さんも、途中で再び海外へ渡航してしまった。だから結局、僕はその武術から心の鍛たん錬れんというか「男らしさ」のような心に関かかわるものを学べず仕舞いになっている。

　というか、強さと男らしさは同じ物じゃ無かったみたいだ。僕が強さを身につけたとしても、それでまひるが僕の事を一人の男として見てくれるようになるかと言えばそうでもない。さっきの態度を見れば、明らかだ。

　うーん、やり方を間違っていたか……。ここは男らしく失敗を認めよう。

　でも、今回は違う。

　と、僕は机の上に目を向ける。そこにあるのは古ぼけた一冊の本。これを使えば……僕は誰もが認める男らしい男になれる。らしい。今日たまたま奇妙な縁から手に入れた本だ。

　僕は窓から月を確認する。

「確か……夜中にこのページを開いて念じれば願いが叶かなう、って話だったっけ……」

　そう、本には書かれていた。僕はそれを読んだ時の事を振り返る。





　　　◆






　今日の学校からの帰り道の事だ。僕は異国情緒溢あふれる街並みの中に居た。僕の住む地方都市に古くから存在する外国人街。その片隅に古本屋がある。いや、古本屋というよりは古書店か。見上げんばかりの本棚から溢れた古書が、通路にうずたかく積み上げられている、そんな本屋だ。たぶん、地震が来たら崩壊する。でも、僕はその雰囲気が気に入っていて、よく出入りしていた。そして、今日も何か面白い本を、特に男らしさを磨くのに役立ちそうな本でもないかと立ち寄ってみたのだ。

　でも、今日はあんまり運が良くなかった。いつも店番をしているお婆ばあさんじゃなくて、むすっとした顔の男の店員が店の奥に陣取っていたからだ。

　えへんえへん、とわざとらしい咳せき払ばらいをして、僕を睨にらんでくる。この店員は僕のような子供が店に入ってくる事を好まないみたいだった。じろじろと疑うような視線は、万引きするに違いない、と決めつけられているみたいで落ち着かない。僕は早々に切り上げるつもりで店内を見て回り、

「……ん？」

　妙に気になる本を見つけたのだった。

『実践ビジネス魔術　スキの望みを叶える魔法～着脱式男らしさ～』

　古い洋書のようなどっしりした質感の本なのに、背表紙に書かれたタイトルはあまりに安っぽく胡う散さん臭くさい。けど……何が書いてあるのか気になって、僕はその本を取り出そうとした。うずたかく積み重ねられた本の塔の最下部付近から。

　本の山の下の部分から本を抜きだそうとするのはひどく困難だ。びくともしないか、雪崩なだれが起きるか。僕は二度ほど雪崩を起こしかけて、一人では手に負えないと判断した。

「……あの、すみません。あそこの下にある本を取りたいんですけど……」

「は？　駄目だよ」

　店員は素っ気なく言った。

「子供のくせに、こういう店に来るなんて十年早い。もう本に触るな。まったく、子供は家帰ってマンガでも読んでればいいんだよ」

　この対応に僕は言葉を失ってしまう。諦あきらめて帰ろうとした時、

「へえ～、本の山だ！　こういうのなんか懐かしい～！」

　と、女の子の声が聞こえてきた。見れば、中学生くらいのまだ幼さの残る子が本の山をしげしげと品定めしている。髪形がツインテールなので幼く見えるのかもしれない。その割に、妙に派手な服を着ていて、そのアンバランスさが人目を引く。本の山の上から順番にタイトル名を読んでいるようだ。

「『武装ＳＳ完全バイブル』『ヘイトイーター～憎しみを糧かてとする精神生命体～』『リンゴとミカンはどっちがバナナ？』『マザーグースに学ぶ女の子の構成要素』……」

「おい、そこの！　べたべた触るんじゃあない！」

　店員がそれに噛かみつく。親の仇かたきでも見つけたかのように険しい顔。

「どうせ買う気もないんだろ？　子供の遊び場じゃないんだ！」

　言われた少女はちらりと店員を一いち瞥べつし、

「ん～？　まあ、偶然入っただけだから買う気なかったけど……気が変わったかな～？」

　そう言いながら悪戯いたずらに笑う。そして、

「……この本、気に入ったかも！　えーと、ネコノ……ミコロン……？　……なんかにゃーにゃー可愛かわいいじゃん！　いっくらっかな～!?」

　少女は本の山の中程をぐい、と押した。そして、本を一冊抜き出し、裏表紙にある値札を確認しようとする。だが、そうすると当然本の山はバランスを崩し、

「おい馬鹿！　なにして……！」

　本が雪崩なだれを起こした。どさどさと落ちる本。それらの本が更に本の山を崩し、連鎖する。

　店員が悲鳴を上げ、濛もう々もうと埃ほこりが舞い上がる。地響きすらした。

「げ、この本、たっかい……！　やっぱ、い～らないっと！」

　少女は手にした手書きらしい小冊子をぽーいと放ほうり捨て、

「じゃ～ね～」

「お、おい、待て！　店を滅め茶ちや苦く茶ちやにしておいて……コラ！」

　咳せき込こみながら店員が制止するも、少女はすぐさま店外へと飛び出していってしまった。

　なんだったんだ、あの子？　と、僕は突然の大崩壊に目を白黒させながらも、

「……あ」

　まるで仕組まれたかのように、僕の足元に本が転がっていた。先程僕が気になっていた実践ビジネス魔術とやらいう本だ。男らしさを着脱できるという魔法の本……なのか？　思わず、手に取る。だが、値札が付いていない。

「なんてこった！　貴重な古書が……！　これだから子供は……！」

　そう言いながら頭を抱えている店員に、僕は尋ねようとする。

「あの、これおいくら……」

「うるさい！　お前もさっさと出て行け！　ぶん殴るぞ！」

「わ、わ、危ない！　ちょっと……！」

　腕を振り回し、それから手当たり次第に貴重な古書とやらを投げつけてくる店員の剣けん幕まくに押されて、僕はそのまま古書店の外へと追い出される。僕の言う事など聞く耳持たないという態度。まるで、僕がさっきの女の子とグルだったとでも言わんばかりだ。

　そして、僕は追い出された街路で気付く。僕の手の中に先程拾った古ぼけた一冊の本が握られたままであった事に。

　どうしよう、お金払わないで持って来ちゃった……返しに行きたいけど殴られそうだし……。と、逡しゆん巡じゆんしつつ中身を確認する。だが、そこにあったのはどこの国の言葉ともわからない文字の羅列だった。ちんぷんかんぷん。何だこの文字化けみたいな字？

　そうしてペラペラめくっていく内に、ようやく日本語で描かれたページに辿たどり着つく。そこは見開きになったページで大きく一面に奇妙な魔法陣が描かれていた。その下にある僅わずかな、そして片言で怪しげな日本語だけが僕に理解できた箇か所しよだ。

『このジーペを全く開き、あなたワタシ自分のスキの望みを念じてください。すると叶かなうます。夜の月のあるの内に行う事よろしい。どんなスキ願うでも叶う真しん髄ずい入手。完了』

　それ以外の箇所は意味不明な文字と図形が並ぶのみ。だが、それが逆に変な信しん憑ぴよう性せいを与えていた。これは、ただの本じゃないんじゃないか……？

　僕はその怪しげな本にすっかり心くすぐられていた。

　……返しに行くのは、一度試してからでもいいよね？　今行ってもあの店員に追い返されるだけだろうし……。

　僕はそう思うと、そっとその本を自分のカバンの奥に忍ばせていた。





　　　◆






　こうして今は僕の部屋にある古ぼけた本、それを改めて手に取る。そして、書かれていたように魔法陣の描かれたページを開いた。

　これは本当に願いを叶えてくれる魔法の本かもしれない。そう期待して僕の胸は高鳴る。魔法に頼るなんて男らしくないかもだけど……いや、だからこそ！　男らしくなる為ためだ！

　本の中の魔法陣を見開きにし、僕は目を瞑つぶりながら願った。

　──僕の願いは……男らしくなる事！　男らしくしてください！

　……？　……何も、起きない……？

　僕は拍子抜けして目を開き……そして、目を見張る事になる。

　本が燃えていた。いや、違う。魔法陣だ。魔法陣から煙が噴ふき出し始めたのだ。魔法陣自体も緑色に発光しだす。更に、ぶーん、と何かが振動しているような低い音。

　明らかに何かが起こっていた。日常ではあり得ない何かが。

　はっ、はっ、はっ、と耳みみ障ざわりな音がして、息苦しい。と、思ったら息を吸い続けたまま吐くのを忘れていた。過呼吸になりかけだ。実際の怪奇現象を前にして、僕は身の危険を感じている。もしかして……僕はマズイ事に手を出したんじゃ……？

　僕の目はその大元であろう魔法陣に釘くぎ付づけだ。これから何が僕の身に起きるのか……。不安と期待がないまぜになり、僕の鼓動は早鐘を打つ。そして、

「……くくく……ふはははっ！」

　誰かが笑いだした。

「ついに出て来られたぞ！　バカな人間め！　欲にかられて破滅を求めるか！　我が野望の為ための生いけ贄にえとなるが良い！」

　魔法陣からにゅっと出てきたものがある。手だ。辺りをまさぐり、魔法陣の縁に両手をかけ、それからぐっと顔が現れた。そして、ぎろりと僕に目を向けてくる。

「礼を言うぞ、呼び出してくれて。……くくく……その報酬として……お主には死よりも暗い苦しみを与えてやろう！」

　僕はあまりの事に一瞬言葉が出て来ない。だから我に返ってから、言った。

「あ、はい……ええと……そう、ですか」

　僕は魔術書の魔法陣から出てきた、その大きさに相応ふさわしい小さな女の子になんとなく敬語を使ってしまった。どん引きした時、人はよく敬語を使う。

　その手のひらサイズの女の子は大きさからして明らかに人外の存在だが、見た目はただの可愛かわいい幼女だ。どことなく中東とか地中海をイメージさせる。というのも、ちょっと暑そうな地域で着ていそうな服装で、まあ、有り体に言うとひらひら、かつ露出度が高い。

「妾わらわは神だ！」

　幼女は明らかに頭の悪い事を言った。

「はあ……それはすごい、ですね……」

　幼女は僕の顔を睨にらみつけ、ぷくっと頬ほおを膨ふくらませる。

「あっ！　お主、バカにしてるな!?　妾の力を信じてないな!?」

　と、そこで取とり繕つくろうように澄まし顔になり、それからにやりと笑った。

「……くくく……妾の外見に囚とらわれて実力も測れぬか……愚かな人間よ……」

　そう言われて、僕はもう一度この幼女の様子を見なおした。

　……言動はおかしいけれど……確かに魔法陣の中から出てきたわけだし、何よりその小ささは尋常ではない。だからきっと、人ならざる力は持っているのだろう。

　だとしたら……本当に願いを叶かなえる力を持っているのだとしたら……。

「……君が本当に神様だって言うなら……願いを叶えてくれ！」

「ほう？　いいだろう……誰とキスがしたいのだ？」

「キス？　いや、そうじゃなくて……僕は願ったはずだよ。男らしくなりたいって。僕を男らしくしてくれ！」

　幼女は明らかにしかめっ面になり、

「妾わらわはキスの神だぞ？　キス神がみ様だ。その妾に、そんなこと頼んでもお門違いだ！」

「ええっ!?　なにそれ!?　なんでも願いを叶かなえてくれるっていう話じゃなかったの？」

「うっさいわ！　そんなの妾の知った事か！　……しかし、そんなに男らしくなりたいのか……お主は自分の事を男らしい男と皆に認めて欲しいわけだな？」

「う、うん、まあ、そうだね。僕の内面から滲にじみ出る男らしさをまひるとか学校の皆にわかってもらいたいっていうか……」

「くくく……ならば話は簡単……っ！　自分の口で自分は男らしいとか言っちゃう、そんなお主の内面が男らしいだなんて寝言は無視するとしても、だ」

「酷ひどい事を言うね!?」

「まあ、聞くが良い。お主が皆から男らしいとちやほやされる方法を教えてやろう……。いいか？　男らしい男は女を良く知っているものだ。故に、お主も女の子を知れば、自然、周囲から男らしいと認められようぞ」

「そうなの!?　ていうか、女を知るって……な、なんでそれで男らしくなれるの!?」

「考えてもみよ！　男らしいと言われる男には普通、それに相応ふさわしい彼女がいるものだ。なぜなら、男らしい男とはモテるものだろう？」

「うん、まあ、確かに」

「そういう男は女の子をよく理解しているからこそモテるのだ！　だからもう一度言うぞ、女を知れ、と。そういう男を、人は男らしいと感じる……即すなわち男らしさとはモテる事！」

「そ、そうかなぁ？　男らしくても彼女の居ない人だっていっぱいいると思うけど……」

「それは男にもてるタイプの男らしさを醸かもし出してるのかもなー。ホモなんじゃない？」

「更に酷い事を言うね!?」

「そんな事はどうでもいい！　とにかく！　人として、いや動物として、メスを知る事はオスにとって大切な事なのだ！　例えばクジャクだ。あれだってメスの気を上う手まく引くために羽根を進化させるくらい根性入ってるだろうが！　メスの為ために肉体を進化させるなんて相当なド根性だ！　で、メスの好みをよく知ろうと努力したオスだけが子孫を残せるという厳しい生存競争の中を生きている……。これを男らしいと言わずしてなんとする！」

「で、でも、そんな女の子の気を引く為に努力するって、なんかチャラいっていうか男らしいとは言わないんじゃ……」

「じゃあ何か？　女の子に目もくれない、女の子に興味のない男の方が男らしいのか？」

「うん、まあ、硬派な感じはするかな？」

「……それってホモじゃね？　お主の言う男らしさでは、おネエ系の人ほど男らしいという事になってしまうがそれでいいか？」

「いや、それはちょっと違うんじゃないかな!?　僕はそういう事を言った訳じゃ……」

「なんにせよだ。女の子を知る事で真の男らしさとはどういう物であるか……その輪りん郭かくを掴つかめるであろう。お主が男らしくあろうとするなら、知っておいて損にはなるまい」

　う、うーん……まあ、男らしいと言われる男の人が女の人から好かれるのは確かだし……この自称神様が言う事にも一理ある……のかな？

「でも……女の子の事を知れって……そんなのどうすれば……」

「そこで、キスだ！」

　ばーん！　といった感じでキス神がみは僕に指を突き付けて迫ってきた。

「キスだ！　キスをしろ！　女の子とキスして女の子の想おもいや感情やその他いろいろを知れ！　そうすれば男らしくなれる！　絶対なれるから！　妾わらわを信じろ！」

「い、いやいや、色々おかしいよ！　話がぶっ飛び過ぎだし!?　なんでキスしたら女の子の事を知った事になるの!?　ていうか、キス？　無理だよ、そんなの！」

「いいからしろって！　妾はキスの神だって言っただろ？　妾を呼び出したお主はこの世にキスの素晴らしさを広めていく預言者となるのだ！」

「なんでそんなキスさせたがるんだよ!?」

「人間がキスすればするほど妾は嬉うれしくて美お味いしくてパワー得られて万々歳だからだ！」

「はあ？」

「人と人がキスするの見ると、Ｆｏｏｏｏｏフウーーーー！って感じで妾は楽しくなって元気になるの！　妾はそうやってどんどんパワーを溜ため、そのパワーを使ってこの世で確かな存在となっていく！　キスの神としての力を振るえるようにもなるからな！　そして、いずれはこの世界をキスで満たすのだ！　それこそがキスの神としての使命！」

　なんだ、こいつ自分の為ためか！

「僕の願いとか関係なく、ただキスさせたいだけじゃないか！」

「お主、妾を呼ぶだけ呼んでおいてそんな態度を取るなら、妾にも考えがあるぞ？　キスしないと言うなら呪のろいだ、呪いをかけてやる！」

「の、呪い!?」

「そうだ！　お主が好むと好まざるとに関かかわりなく、キスしなきゃいけなくなるような呪い……そうだな、五人だ！　五人とキスしなければならない呪いをかけてやろう！」

「は？」

「知っているか？　女の子は五つの要素で構成されているという」

「え、突然何の話……？」

「女の子はな、愛いとしさといじらしさとしとやかさ、それに艶なまめかしさと気き紛まぐれでできているのだ。その五つの要素を全すべて知るには少なくとも五人の女の子とキスする必要があるだろう。故に、五人だ！　五人の女の子とキスをしろ！　さもないと……お主は女の子になる！　そういう呪のろいをかけてやる！」

「な、なに言って……」

　くわっ、と目を見開き、幼女は唱えた。

「のろいあれー」

　えぇっ!?　すっごいシンプルな呪いのかけ方！

　キラキラキラ、と発光体が彼女の手から振りまかれ、

「……う……っ!?」

　僕は奇妙な違和感を覚えた。身体からだの中に何かが入り込んだような感覚。悪寒を感じる。

　明らかにまずい。直感的に分かった。これは……本物だ。本能で悟ったというべきか、このキス神がみは確かに僕に呪いをかけた。女の子五人とキスをしなければ……きっと本当に僕は女の子になってしまう……！

「そんな……バカな……」

　頭では、こんなバカげた呪いなんてあり得ない！　と否定しているのに、身体は理解してしまっている。

「……くくく、神である妾わらわに逆らい疑った罰をその身で受けるが良い」

「も、元に戻して！　困るよ、こんな！」

「妾は慈じ悲ひ深いぞ？　妾が神だと信じ崇あがめ奉たてまつるか？　そしたら……」

「いいから戻しなさい！」

　僕は幼女を捕えようと素早く手を伸ばした。だが幼女は姿を消し、僕の背後に現れた。

「あぶねっ……！　く、くくく……神を捕えようなど、無益な事を……」

「このっ！」

　僕は部屋の中をどったんばったん、幼女を追いかけ回す。が、どうしても捉とらえきれない。

　捕まえて力尽くで言う事を聞かせられるとも思えないけどこうでもせずにはいられない。

「……くくく……無益とわかったか？」

　汗だくになり、肩で息を吐つきながら、キス神はニヤリとした。

「くそうくそう……あともう少しなのに」

「そんなことないぞ！　無益だぞ！　諦あきらめろ！」

「どうしてくれるんだ……本当に女の子になっちゃう呪いだなんて……」

　僕はがっくりと肩を落とした。これが現実とは信じられない、信じたくない。

「男らしくなれるっていうからこの本を試したのに……」

「だが、お主に不都合な事ばかりではないぞ、妾の呪いは。ご褒美もある」

「ご褒美？」

「お主がキスした相手は、お主とのキスで非常に大きな快楽を得るようになる。つまり、何度でもお主とキスしたくなるのだ。向こうからキスしてくれって迫ってくる。お主、キスしまくれるぞ？　よかったな！　これぞ、この世界をキスで満たす革新的呪のろいだ！」

「それ、ご褒美なの!?　本当にどうなるんだ……五人とキスしないと女の子になるって、どのくらいで女の子になっちゃうの？」

「三日……いや、一週間もあれば……まあ、一か月はかからんだろう……」

　幼女はどこかよそを向いてぼそぼそ呟つぶやいた。と、急に僕を睨にらみつけ、

「ともかく、お主が女の子になってしまうのは確かな話なのだ。どうだ、困ったか？」

　そりゃ困るさ。どうしよう……。と、僕は頭を抱える。

　けれど、いつまでも悩んではいられない。

「……わかった。……君がキスの神様だっていうなら、それでいい。で？」

「で？　とは？」

「だから、キスしろって言われたって……本当に困るんだよ……」

「キスする相手とかおらんのか」

「そんな相手おるか！」

「じゃあ無む理り矢や理りでもいいぞ」

「捕まるわ！」

「それはお主の問題だし、創意工夫で頑張れ。女の子になりたくなければな」

　うう……キスしなきゃ女の子にされるだとか……。と、そこで僕は、はたと気づく。

「……よし、これは夢だな」

　僕は寝る事にした。寝て目覚めたら、何事も無くまた一日が始まる。そうに違いない。僕は寝床にごそごそ横たわる。

　その僕の鼻の先にキスの神様が飛んで来た。

「これが夢の中だとしたら、夢の中でまた寝ようというのか！　そんな二重螺ら旋せんの内側に入り込むと二度と起き出せぬぞ！　寝るな！　寝てはならぬ！」

「もう疲れたよ……」

　そうして薄れゆく意識の中で、僕は思っていた。

　……でも、本当にキスしないといけないんだとしたら、誰でもいいわけじゃない。キスみたいな大事な事は、好きな人とするべきだ。……好きな人……。

　僕の胸にふと、最近気になっていた女の子の表情が浮かぶ。……あの子なら……。





　　　▽






　翌朝。

　僕は爽さわやかな目覚めと共に、目の前をうろうろするキス神がみを目にした。物珍しげに僕の部屋の中を物色している。僕はこれまでの事が夢でなかった事を知る。

　むしろ、夢はこれからなのだ。

　悪夢が始まる。




　抱えきれないような秘密を抱え込んでしまった時、人はどうするか？

　やっぱりがっつり抱え込んで、でもそれを小出しにするのだ。

「あの、ちょっと相談いいかな？」

　僕がこの困難な事態に直面して、頼ったのはまひるだった。

「ん？　なに？」

　昨日の一件など無かったかのようにケロリとした顔。気にしてないのかな……？

「ええと、今、ちょっと悩み事があって……」

　僕とまひるはさわやかな朝日を浴びながら、坂道をてくてく歩いている。

　いつもの朝の通学風景だ。僕とまひるの通う高校は、僕等らの家から歩いて行ける距離にある。家から近いのが、この学校を選んだ理由の一つだ。

「……あー……あれでしょ？　男らしくなりたいっていう例のアレ」

　まひるは顎あごに人差し指を添えるようにして、上を見た。実は、その視線の先にキスの神様が浮いている。だが、まひるには見えていない。見えていたら、「ねえ、あの浮いてる女の子、パンツ見えそうなんだけど？」とか言ってくるはずだからだ。いや、まあ、つっこむべき所はそれ以前の所だろうけど。

「妾わらわの姿はお主以外には見えておらんぞ」

　キスの神様はニヤリとした。

　これで『ねえ、まひる。僕、神様に言われて誰か女の子とキスしなきゃいけないんだけど、どうしたらいいと思う？』なんて相談の仕方は不可能になった。絶対信じて貰もらえない。

　まあ、そういう相談してもいいけど、病院に連れて行かれる。それが支払うべき対価だ。

　全部打ち明けるわけにはいかない。これでは相談しようにもどう話したらいいのか……。

「……あれ？　違った？」

　不意にまひるが僕の顔を覗のぞき込んできて僕は僅わずかに仰のけ反ぞった。ちょっと顔が近かった。

「急に黙りこんだから……悩みって昨日も言ってた男らしくなりたいって事じゃない？」

「うん……その事なんだけど」

「わたしもね、昨日、帰ってから考えたんだよ……」

　まひる、今度は俯うつむいて道みち端ばたの雑草でも観察しているかのよう。

「……確かに、ね。在あり人ともそろそろわたしから離れてもやっていけるようにならなきゃ」

　ん？　なんかそれって……。

　それからまひるは僕に顔を向けた。眉まゆをハの字に、にっこり笑い、

「在あり人とも……わたし離れしないとこれから先困る事あるものね！」

「え、僕がまひるにくっついてるっていうの？」

　まひるが僕にくっついてるんじゃなく？

　まひるはそんな僕の思いに気付いた様子もない。自分を納得させるように呟つぶやいていた。

「……それが大人になるって事なんだろうね。大人にならなきゃいけないんだよね……」

「あの、まひるさん？」

「だから、在人が男らしくなりたいっていうなら、協力するよ。……お姉ちゃんとして！　姉として弟の成長を応援するのは当然だし！」

　そう言われて、僕は少し複雑だ。

　また、お姉さんぶって！　とも思う。まひるはいつもそうなのだ。小さい頃から僕の心配ばっかりして、少しは僕の事を男として認めてくれてもいいんじゃない？　心配されなくても大丈夫だって言いたい。……でも、今回みたいにやっぱりまひるに相談してしまっている自分が居る訳で……。そんな思いが、つい混ぜっ返すような言葉を紡いでしまう。

「……ていうか、僕の方が兄だと思うんだけど」

「っ!?　いやいや、わたしの方が上でしょう!?」

「だって、生まれた日は僕の方が早いし」

「言葉喋しやべったのはわたしの方が先だったって、お母さん達言ってたもん！」

「……いや違うんだ、そんなことを張り合いたいわけじゃないんだ。相談だよ相談」

　僕は不毛になりそうな話題を打ち切って、本題を話そうとする。

　とにかく、このままだと僕は女の子になってしまうのだ。誰かとキスしなければならない。しかし、誰でもいいっていう訳じゃない。キスは大事なものだ。特に初めてだし……。やっぱり好きな人とキスしたい。ちゃんと告白して、気持ちを伝えてからのキスを。

　……好きな人、か……。

　まひるに全すべての事情を明かす事はできないけれど、こういう事なら相談できる。まさか、僕が女の子に告白したいと相談して病院に連れて行かれる事は無いだろう。僕は深呼吸し、

「その……実は好きな人がいて……その子に告白するって……どうすればいいと思う？」

「……は!?」

　まひるは半口開けて凝固した。

「……男らしくって……そういう事!?　だ、誰っ!?　誰に告白!?　そんな相手いたの!?　それ、夏の夜に見た夢まぼろしじゃなくて!?　実体のある相手!?」

「ちゃ、ちゃんとした女の子だよ！　同じ学校の……」

「あ、アニメとかの話？　もしかして熱があるんじゃ……？　病院行く!?」

　まひるは僕の額に額を合わせて熱を計ろうとして激突。鈍い音と共に、互いに蹲うずくまる。

「……ったぁぁ……ううう、な、なんだよ、折せつ角かく勇気出して相談しようと思ったのに、その反応。僕が告白するのってそんなにおかしい事？　ちょっと傷付くなー」

「いてて……あ、ううん、ち、違うよ!?　ちょ、ちょっとびっくりしただけだって！　お、応援するよ！　当たり前でしょ!?」

　まひるは額をさすりながら、早口で言った。それから一いつ旦たん言葉を切り、

「……で、誰なの……？」

　恐る恐る、声を囁ささやきレベルにまで下げて尋ねてきた。

「まひるも知ってるかな……Ｄ組の水みず生おさん」

「水生、さん……？　あ！　加か瀬せちゃんと仲のいい子だ、確か。水生メルちゃん！」

　水生さんは物静かで落ち着いた女の子だ。長い黒髪がすっとしていて、実に清せい楚そな感じがする。加瀬ちゃん……って、確かまひると同じソフト部の子だったと思うけれど、へえ、水生さんと仲がいいのか。

「へ、へえー。……へええー」

　妙に感心したように、まひるは嘆息した。

「そうなんだ……在あり人と、ああいう大人しそうな子が好きなんだね……」

「うん、あの人はいい人だよ。僕の外見を見ても笑ったり騒いだりしないでくれたんだ」

「……い、いいんじゃない？　うん、あんまりよく知らないけど、あの子優しい子だと思うし。目立つような子じゃないけど確かに綺き麗れいだよね。誰にでも親切で、加瀬ちゃんもあの子と昔から仲良しみたいだから悪い子のはずないよ」

　僕は彼女、水生さんの姿を思い浮かべて、心安らぐ。控え目で優しい微笑ほほえみ。他に誰もいない図書室で、ほんの短い間の邂かい逅こうだったけれど、彼女は僕の事を……。

「で、でも、水生さんの事、どこで知ったの？　ど、どうして好きになったの？」

　まひるの声に、僕は思い出から立ちかえる。

　まひるも女の子なんだな、恋バナに食い付きがいい。

「水生さんはさ、言ってくれたんだよ。僕と一緒に居ると落ち着くって」

「ふ、ふーん……」

「たまたま、だったんだ。彼女と会ったのは。三年の先輩達に見つかりそうになって、たまたま図書室に隠れようとしたら、そこにいた水生さんと目が合ってさ」

「あー……またあの先輩達に追いかけ回されてたの？」

　僕の容姿を物珍しがって、ちょっかいをかけてくる人達はたまにいた。そして、僕が通う高校にもそんな人達がいたという事だ。元々がお嬢様系の中高一貫学校で、最近高校が共学化して男子が珍しいというのもあるのかもしれない。が、どういう事情があるにせよ、僕は女の子みたいで可愛かわいいだとかいじられるのには辟へき易えきしていたので、最初からトラブルを避けるべく身を隠そうとしたのだ。

「……で、図書室って言ってもそんな隠れるところ無いし、後ろからはきゃいきゃい先輩達の騒ぐ声が聞こえてくるし、どうしようかと思ってたら……」

「おろおろしてたんだ？」

「……水みず生おさんがそっと手招きしてくれて。図書準備室の奥に匿かくまってくれたんだよ」

「水生さん、図書委員か何かなの？」

「さあ、たぶん……鍵かぎ持ってたし」

　その後、図書室にやってきた先輩達に水生さんは僕の事を隠し通してくれた。

「……それで、僕、彼女に聞いたんだ。なんで助けてくれたのかって。そしたら、彼女、首を傾かしげてさ、それで、すっごく控え目に、でもすっごく可愛かわいく笑ったんだよ。どうしてでしょうね？　って自分でもよくわかんなかったみたいで」

「やっぱり元から学校に居る内部生はお嬢様っぽいね……そういうとこがよかったの？」

「いや、確かに水生さんは綺き麗れいだなとは思ったけど……でも、やっぱりあの笑顔なんだよ。あの笑顔で僕の事を一緒に居ても安心できる人だって言ってくれたんだ。だから助けたんだと思うって、そう言ってくれたんだ」

「……在あり人との事をそんな風に……」

「それを聞いて、僕、嬉うれしくてさ。今まで笑われたり騒がれたりはあっても、安心できるなんて言われたの初めてだったから」

「……そうなんだ」

「一緒に居て安心できる人、これってつまり僕が頼りになる人だって感じてくれたって事だと思わない？　ようやく、僕を男らしいと思ってくれる子が現れたんだよ」

「……そう、かもね……」

「……」

「……」

　互いに無言で歩みを進める。

　まひるが前を向いたまま、

「で……好きになっちゃったわけ？」

「う、うん、まあ……」

　そこでまひるが急に自分で自分の頬ほおをぱんと張ったので、僕は驚いた。

「な、なんだ、どうしたの!?」

「よーし、わかった！　わたしに任せて！」

　結構力を入れて叩たたいたのか、まひるの頬が僅わずかに赤らんでいる。

「在人が初めて女の子に告白するんだもんね……！　うまくいくように、わたしも協力するよ！　在人は大船に乗ったつもりで待ってて！」

　と、まひるは突然駆け出した。

「え、え、ちょ、ちょっとなに急に……」

「ちょっと先に学校行ってるから！　……ゆっくり来て！」

　振り返りもせず、そのまま行ってしまった。僕は目を瞬しばたたいて、その背を見送るしかない。

　そんな僕の目の前に、キス神がみが漂ただよってきた。

「なあ、お主よ。そんな告白とか面倒くさいことせんでも、さっきの子ならちょっとキスさせてって頼めばさせてくれるんじゃないか？」

「き、気持ち悪いこと言うな!?　まひるだぞ!?」

「可愛かわいいじゃないか。恵まれてるぞ」

「で、できないし！　まひるだって、僕がそんなこと頼んだら助走つけてぶん殴ってくるよ！　家族でキスとかしないだろ！」

「いや、むしろ、家族とかなら気軽にキスさせてくれるんじゃないのか？」

「君は何を言ってるんだ!?　ここは日本です！　日本では家族でキスなんてしません！」

「そうなのか？　まあ、いい。お主が誰とキスしようが重要じゃない。ともかくキスする事だけが重要なのだ。お主が好きに相手を選べばいいさ」

　キス神はニヤリと笑った。





　　　▽






「へえ！　君がメルに告白するの？」

　昼休み。出会い頭にそう問われて、僕は食べかけの卵焼きをぽろりと落としてしまった。

「え……ど、どうしてそんな……」

　箸はしを震ふるわせてしまう。食事中、いきなり僕の目の前の席によく知らない少女が座ってきた。それだけでも、誰？　なに？　なんなの？　となるのに、なんでそんなこと知ってるんだ!?　僕が水みず生おさんに告白するって、もしかして傍はたから見てるとばればれなのか!?

　見知らぬ少女は僕の顔をまじまじと見つめて、それからぱっと明るく笑った。

「噂うわさでは聞いてたけど、本当にかわいいんだね！　いいな、うらやましい！」

　その表情に合わせるかのように、彼女の束ねられた髪が楽しげに揺れる。どこからか、微かすかにミントのさわやかな香りがした。

「き、君、誰だっけ？」

「あ、はじめまして！　Ｄ組の加か瀬せだよ！　加瀬緋ひ奈な美み！　よろしくっ！」

「加瀬……あ、ソフト部の？」

「まひるから聞いてる？　そう、まひると同じソフト部の一年！」

　何がおかしいのか、また白い歯を零こぼしながら加瀬さんは元気よく答えてくる。

　という事は、












「……まひる、もしかして、加か瀬せさんに話したの？」

　加瀬さんの後から遅れてやってきたまひるに僕は問いかけた。まひるはぎくっとして、

「ま、まあねー。将を射んと欲すればまず友達から味方につけて手伝ってもらうのがいいって、昔の偉いお坊さんも言っているとかいないとか……？」

「ええー……」

　こんなデリケートな話を他人に話すなんて……恥ずかしいじゃないか。まひるに話すのだって勇気がいったのに、僕の知らないところでその話が広がってるなんて……。

　まひるは、ごめん！　と謝るように両手を合わせて、

「で、でも、本当に加瀬ちゃんは水みず生おさんと仲が良くてよく知ってるから、色々教えてもらえると思ったんだよ」

「あ、ごめん！　あたしが無理に事情を聞いちゃったんだ！　まひるは悪くないの！」

　加瀬さんも慌てて頭を下げてきた。

「これまでメルにそんな話って一度も無かったから、どんな人がメルに目をつけたのか、確かめなきゃと思ってさ！　ほら、悪い奴やつだったらメルに近付けさせるわけにはいかないし……あの、本当にごめんね？　気、悪くしたよね……」

　さっきまでの笑顔はどこへやら。加瀬さんは肩を落としていた。

「い、いや、そんな怒ってるわけじゃなくて、その、ちょっと恥ずかしくて……」

「許してくれるの？」

「許すも何も……問題無いよ」

「……そっか！　ありがとう！　なんだ、まひる！　棚たな畠ばたくんって、いい人じゃん！」

　破顔して、加か瀬せさんはまひるに言った。

「これなら、まひるが応援するっていうのもわかる気がするよ」

　そして、改めて僕に向き直り、

「……うん、顔とか外見だけの適当な奴やつだったらどうしようかと思ってたんだけど、棚畠くんはオーケーだね！」

「そうでしょ！　在あり人とは外見が可愛かわいいだけじゃなくて、すっごくいい子なんだから！」

　まひるが何な故ぜか誇ほこらしげに胸を反らす。

「これなら、あたしもメルと棚畠くんがうまくいくように協力できるよ！　棚畠くん、メルの事よろしくね！　きっと……きっとお似合いのカップルにしてあげる！」

「そ……そうそう。加瀬ちゃんが協力してくれれば……在人とメルちゃんも、うまくいく……うん、うまくいくよ……」

　まひるが何故か力無げに肩を落とす。

「ちょ、ちょっと待って。あの、僕の事応援してくれるっていうけど……どうして？」

「まひるにそう頼まれたし、今の棚畠くんを見て大丈夫だなって思ったから！　あたしが考え無しに棚畠くんの告白の事聞きだしちゃったのに、怒らないで許してくれたでしょ？　心が広いよ！　そういう棚畠くんなら……きっとメルの事、大事にしてくれるもの！」

「応援してくれるのは有難いけれど……」

「遠慮しない遠慮しない！　これって、メルにとっても良い事なんだから！」

　加瀬さんは弾はじけそうな笑顔を僕に向けてきた。

「まひるから聞いたんだけど、メルが棚畠くんの事助けたんだってね？　それっていい傾向だと思うんだ」

「ん？　いい傾向って、どういう事？」

「メルって確かに誰にでも優しいし親切だけど、本当は男の子の事、怖がってる。うちのクラスの男子にもどこか腰が引けてるの、わかるもん」

「え!?　そうなの!?」

　じゃあ、僕の事も本当は怖いのか？

「……なんか僕、怖がらせるような事しでかしてたかな……？」

　つい、独り言のように呟つぶやいてしまった。それを聞きつけ加瀬さん、慌てて両手をぶんぶん交差させるように振る。そのせいで、彼女のポニーテールも左右に揺れた。

「あ、違う違う！　棚畠くんや今のクラスの子達が何かしたんじゃなくて、あの、メルってすっごい昔なんだけど、男子にいじめられてて、それを今でも引ひき摺ずってる所があるっぽいんだよね。そのメルが棚たな畠ばたくんとは普通に話できてたみたいだし、もしかしてこれを機会に昔の嫌な思い出を乗り越えられるんじゃないかって思ったら嬉うれしくて……あっ！」

　加か瀬せさんは、言葉を抑えこもうとでもするかのように、口に手を当てた。

「やっちゃった！　あわわ……あたし、余計な事を……」

　水みず生おさんの、いじめられてた、みたいな事情を勝手に口にしてしまった事を悔いている。そんな加瀬さんの表情はみるみる曇っていった。眉み間けんに皺しわが寄り、眉まゆ尻じりが情けなく下がる。

　そのしょげっぷりに、僕は罪悪感を覚える。彼女が口を滑らせたのは、僕が余計な独り言を呟つぶやいてしまったからだ。

「加瀬さんは悪くないよ！　僕が変なこと聞いたから……」

「……でも……」

　口を結んで俯うつむいて、固く目を閉じ頭抱える。今度は目が×みたいな表情になっていた。

「……加瀬さんて、すごく表情が豊かだね」

　僕はなんとなく思った事を口にした。

「笑ったり落ち込んだり、目まぐるしく変わって見てて飽あきない」

「うー、棚畠くんにまで言われたー。……あたし、思ってる事全部顔に出ちゃう性た質ちみたい。恥ずかしいなあ……」

「そこが加瀬ちゃんのいいとこでもあるんだよ。正直っていうか真まっ直すぐっていうか」

　まひるが加瀬さんの肩に手を置いて言った。

「……あれ？　あたし褒められてるの？」

「褒めてるよ？　褒めてる褒めてる」

「……ならば、よし！」

　それで気を取り直したのか、加瀬さんは顔を赤らめて一つ咳せき払ばらい。それから、

「と、とにかく！　棚畠くんは合格！　メルとの仲を進めるために、早速今日の放課後から行動開始だよ！　棚畠くん、放課後時間空けといて！　それとも何か予定とかある？」

「別に差し迫った予定は無いけど……」

　キスしないと女の子になるという差し迫った事情はあるけど。

「よっし！　じゃあ、今日の放課後、メルと二人になれるようにセッティングしてあげる！　メルに体育館裏まで来てもらうから、棚畠くんもそこに来て。実際には、あたし達はその場には行かないで、二人きりにしてあげるから！」

「ふ、二人きり!?」

「そう！　後は棚畠くんの本気と真心でアタックアタック！　大丈夫、メルは……棚畠くんみたいな優しい男の子になら絶対心を許せると思うから！」

「そうだよ、在あり人と！　ちゃんと告白するんだよ！　男らしくなりたいんでしょう？　それで……その、当たって砕けちゃったら、ざ、残念だけど……」

「大丈夫大丈夫！　まひるは心配性だね！　棚たな畠ばたくん、断られたら……なんて考えないで正直に自分の気持ちを伝えてあげて。メルはきっと真剣な想おもいには応こたえてくれるから」

　そういってから、加か瀬せさんはポケットからキャンディの包みを取り出した。その中身を口の中に放ほうり込む。そして、

「棚畠ふんも食へる？」

　と一包み分けてくれた。

「あ、ありがとう……」

　それはミントの香りのするキャンディだった。

　こうして、僕の放課後の予定は決定したのだった。午後の授業の間中、僕は急きゆう遽きよ決まった重大イベントに気を取られて上の空。どうしよう、こんなことになって。

「……お主、少しは落ち着いたらどうだ？」

　隣で浮遊しているキス神がみは無視して、僕は更に考え込んでしまう。

　……ていうか、告白の場を人にセッティングしてもらうって男らしくないんじゃないか……？　こういうのは全部自分でやるべき事なんじゃ……。

「んなことはどうでもいいのだ。キスするかしないかだけが問題なのだ。お主が男らしくなくても一向に構わん！　なんなら、泣きながら土下座してキスさせてくれよおー、て頼み倒してキスしても、キスできたんなら勝ち！　あらゆるキスの価値は等しいのだ！　キスに貴き賎せんなし！」

　横の小さいの、うるさい。





　　　▽






　とか何とかやっている内に、遂ついに放課後がやってきてしまった。

　クラスの皆がこれからの部活や寄り道や今日の番組の事を思い浮かべているであろう中、僕だけは告白について考えていた。席に座ったまま、もんもんと。

　それから、まひる達に言われていた通り体育館裏へと向かう。と、

「あ！　可愛かわいい物センサーに反応！　アーリーちゃん見っけ～！」

「さすが夕ゆう陽ひ、愛の力だね」

「わあ、今日もかわいい！　今日こそナデナデしたい！」

　途中の廊下で、かなりキラキラした、モデルみたいな格かつ好こうの先輩連中に見つかってしまった。いつも僕をマスコットか何かみたいにいじってくる人達だ。僕はこの学校に入学してすぐこの人達にアーリーちゃんなどと呼ばれ、「っ!?」となったものだ。それ以降、出会う度に遊ばれている。

　まずい、こんなところで……。僕は曖あい昧まいに微笑ほほえむと、

「あ、あの……し、失礼します……」

　と小声で一礼してその場から退散しようとした。

「おやおや、棚たな畠ばた君、照れてるようだよ？」

「やだ！　照れてるところがまたかわいい！」

「アーリーちゃん、今日こそ私達に付き合ってよ～！　可愛かわいい服着せてあげるから～！」

　せんぱいたちにまわりこまれてしまった！　にげられない！

「あわわ……こ、こういう風に騒がれると困ります……」

「ふふ……棚畠君、怯おびえる事は無いよ。私達は可愛い物を愛めでたいだけなんだ」

　と、先輩達の中のショートの先輩が訳知り顔に頷うなずきながら、僕に優しげに手を差さし伸のべ、

「ほら、怖くない、怖くない……」

　何か期待するように僕を見つめる。そして、指先を更に僕に近付け、

「……噛かんでいいよ？」

「は!?」

「怯えた君が私の指を噛む。すると私が大丈夫、怯えていただけなんだよね……？　と言う。それで君がデレる。完かん璧ぺきな作戦だ！」

「ずる～い！　じゃあ、私も噛んでいいよ～！」

　と言いつつ、胸元をはだけだす巨乳の先輩。どこを噛めというのか。この人は隙すきあらば僕に過か剰じような接触を試みる先輩で、一番印象に残っている。グラビアアイドルみたいな夕ゆう陽ひ先輩だ。その夕陽先輩、いよいよボタンを外し、たゆんと胸を揺らした。なんか零こぼれそう。

　と、そんな僕の様子を窺うかがっていた夕陽先輩、やにわに僕に向き直り、

「……と見せかけて～、噛みに来たところをキュッと捕まえてナデナデ～！」

　別に噛みに行ってないのに、キュッてしてきた！　僕はボリュームのある胸に顔を埋うずめさせられる。で、自分でやっておきながら、夕陽先輩は恥ずかしげに身み悶もだえし、

「あん、駄目だよアーリーちゃん、もっと優しく噛んでくれないと……大丈夫、怖くない、怖くないよ？　……むしろ私の方が怖いんだよ？　優しくしてくれなきゃ……」

　いや、噛んでないよ!?　さすがにこれはマズイ！　僕、何されちゃうの!?

「う、うわわ！」

　僕は跳びのいて先輩達の囲みから脱する。そのまま後ろも見ずに駆け出した。

「あ～、ちょっと、冗談だよ、アーリーちゃん！　ごめ～ん！　だから待って～！」

　そんな先輩達の声を背中に、何とか彼女達を撒まく事に成功した。

　そうした苦労の末、辿たどり着ついた体育館裏は人ひと気けの無い場所だ。木々や茂みが多く、物陰も多い。と、辺りを見回し、僕の胸が大きく脈打つ。

　長い黒髪の少女が手にした文庫本に目を落としながら、体育館の壁を背に立っていた。白くてすらりとした指が本を支えている。ページを繰る僅わずかな音さえ聞こえてきそうだ。

　いた。水みず生おメルさんだ。きちんと着こなした制服姿は落ち着いていて控え目。見た瞬間に鮮烈な印象を与える事はないが、自然と溶け込んでいる美しさ。

　僕の胸が変な脈動を叩たたき出だし始め、自分でもなんだか分からなくなりそう。頭がぼうっとする。乾いた唇くちびるを何度も舌で舐なめてしまった。

　ふと、何かを感じたのか──水生さんは文庫本から顔を上げ、周囲を窺うかがった。

　……やばい。気付かれた。こっちを見ている。

　男の事を怖がっているという水生さんにとって、こんな人ひと気けの無い場所で僕と鉢合わせするのはたぶん恐怖だろう。だが、

「棚たな畠ばたくん、ごきげんよう」

「ご、ごきげん、よう」

　水生さんは微笑ほほえんだ。あれ？　僕と二人きりでも怖くないのかな？

「えっと、水生さん、一人？」

「友達と待ち合わせているんですけれど……なかなか来なくて」

「僕が言うのもなんだけど……どうしてこんな場所で待ち合わせなんだろうね」

　水生さんは言われて小首を傾かしげ、

「そう言われればそうですね。プレゼントがあるそうなんですが……なら教室で渡してくれてもよいですよね？」












　また微かすかに微笑ほほえんでくれた。舞い上がりそうだ。と、キス神がみの囁ささやきが聞こえる。

「ん？　どうしたお主、キスさせてくれって男らしく土下座するんじゃなかったのか？」

　それ違う！　男らしくするのは告白！　土下座じゃない！

「告白も土下座も、最終的にはキスする事が目的なんだから同じだ同じ」

　全然違う！　その違いを、今見せつけてくれるわ！

「あ、あの……っ！」

　僕は改まって声を上げた。裏返っていた。

「はい？」

　男らしく告白、男らしく告白！

「君が好きですっ！　……あー……」

　それだけ言ったら真っ白になった。何かもっと言うべき事を付け加えようと思ったのだが何も浮かばない。何言おう、何言おう、というフレーズがグルグル繰り返されるばかり。

　男らしいっていうのは、後先考えずにとりあえず行動しちゃう事とは違うんだな、やっぱり。今回の僕のは、事前に入念に準備する事を怠おこたって失敗した時の言い訳としての「男らしい」だ。変な小細工せず当たって砕けろ！　それが男らしいことだ！　みたいなのを本気にして真ま似ねしちゃ駄目なのだ。

　水みず生おさんはちょっと目を見開いて、僕をまじまじと見ている。それから、

「……はい……」

　小さく答えた。が、それは告白を受け入れるという「はい」なのか、それともただの相あい槌づちの「はい」なのか……わからない。

「……あの……」

　水生さんのその表情を僕は忘れない。困ったような不思議そうな……どこか要領を得ていない、納得のいっていない顔。口くち許もとを僅わずかに結び、眉まゆの間が寄っていた。告白された恥ずかしさで顔が赤らむという事はなく、何度か瞬まばたき。そして、

「……どうして……？」

「す、好きだから告白したんだけど……と、唐突過ぎたかな」

　そりゃそうだよね。あんまりよく知らない男子から、突然人ひと気けの無いところで二人きりになって告白されるとか、怖いよね。

　もっと知り合いになってから、段階踏んで告白するべきだった……！

「……私の事を、好き？　そう、なんですか……？」

　考え込むように首を傾かしげる水生さん。まるで、僕の言葉を理解できないみたいだ……。

　これは完全に告白失敗か？　なんだか黒い穴の中に吸い込まれていくような気分だ。足元が無くなって、立っている実感が消える。立ちくらみを起こして倒れそう。

　水生さんの声が、くらくらしている僕の耳の中に入ってくる。

「好きだと言ってくれたのは嬉うれしい……です」

　あれ？　嬉しいの？　……でも、何な故ぜ最後自信なさそうなの？

「……この嬉しいって、なんなのかしら……」

　水みず生おさんの独り言めいた言葉。

　そこへ場違いな騒がしさが近付いてくるのが聞こえた。

「私の可愛かわいいセンサーがびんびん反応してる～！　こっちにアーリーちゃんいるはず～」

「棚たな畠ばたくーん、美お味いしいお芋があるよ、出ておいで」

「ふふ、一人怯おびえて隠れているのかい、棚畠君。怖くない、怖くないよ！」

　きゃいきゃいと姦かしましい。

　あの人達だ。僕を可愛い扱いする、さっきの先輩達。思えば、僕が初めて水生さんと出会えたのも彼女達に追われてだった。……こんなところでまで関係してこないでほしい。

　がさがさと茂みが揺れる音までしてきた。近い。告白という凄すごく個人的な場面を見られてしまう……。そんな風に人の目を意識したら急に恥ずかしさがこみあげてきて、

「あ、あの……ちょっと、ごめん！　この話はまたいつか、後で……！」

「え、あの……」

　何か言いたげな水生さん。だが、僕は頬ほおに熱を感じつつ、その場を立ち去ろうとした。

「おいおいおいっ！　お主、キスしないで帰るつもりか!?　何の為ための告白だよ!?　チャンスだから、今ぶちゅうっとやっとけ！」

　横からはキス神がみの囁ささやきだ。

「逃げるのか？　相手の返事を聞きたくないから？　お主、それは男らしくないだろ？　逃げずにキスだよ！　無理やりキス！　それで強引な恋の始まりだ！　漫画で見た！　たぶんエロ漫画！」

　くっ、確かに言っている事は正論だけど、結局キスさせたいだけか！　人前でキスなんかできないよ！

　僕は姦しい声とは反対側に走った。

「わ……わ……！　こっち来た……！」

　とか、なんかどこかから声が聞こえた。

　体育館に沿って曲がる。目の前に体育用具小屋があった。丁度扉が開いている。

　あそこに隠れてやり過ごそう！　と、僕は転びそうになりながらも、コンクリートブロックでできた体育用具小屋へ飛び込……ちょ、ちょっと!?　扉が閉まろうとしている!?

　僕は駆け込み乗車みたいに飛び込む。勢い余って止まれない。

　明るい所から暗い所へ。視界が効かない。

　だから僕は、扉の陰で、わわわ、と声を上げている誰かとぶつかってしまった。

　鈍い音と衝撃。僕は走り込んだ勢いのまま、足をもつれさせて転倒する。

　僕を抱きかかえるようにして共に倒れ込んだ人影とくんずほぐれつ。

　そして、地面に後頭部を打ちつけ目から火花が散ったところに、むにゅる。

　僕の唇くちびるに、柔やわらかくて熱い物が重なっていた。

　息が詰まる。

　重くて耳みみ障ざわりな響きと共に、小屋の中が一層薄暗くなる。扉が閉まったようだった。

「閉めたよ。ちょっと大丈夫……？」

　上から聞こえてくる、聞き慣れた声。

　だが、そんなことはどうでもよかった。

　──目が合っていた。

　僕のすぐ目の前で、大きく見開かれた黒い瞳ひとみが僅わずかに光を反射して艶つやめいている。

　その瞳の中に映り込んでいる僕自身の瞳。

　ほのかなミントの香り。それは僕の唇に重なっている熱い物から立ち上っていた。

　何か丸い物が、僕の口の中にぽろりと入り込んでくる。

　ミントの味が僕の口の中に広がった。

「……う……うう……？　う……」

　目の前の彼女、加か瀬せさんが呻うめき声ごえを上げようとした時、僕はぞくぞくしてしまう。

　僕の唇の上にある柔らかく熱い物が蠢うごめいたからだ。湿った感触が僕の唇を刺激していく。












　理解は同時だったと思う。僕と加か瀬せさんはほぼ同時に気付いた。

　今、僕等らの唇くちびるを塞ふさいでいるのは……。

　僕は、ごくり、と唾つばを呑のみこんだ。既に小さくなっていたミントキャンディをその拍子に飲みこんでしまう。さっきまで、彼女の口の中にあったキャンディ……。

　加瀬さんの唾だ液えきもまた、僕の喉のどを通過していく。

　甘かった。

　加瀬さんの大きく見開かれた目。それが、次第に潤うるみ……なんだか蕩とろけていく。

　眠りに落ち込みかけているかのように、とろんとした焦点の合わぬ目になっていた。瞳ひとみの光がぼやけ、失われている。変な話だけど、彼女の瞳がハートの形に変わって見え……。

　そして、彼女の方からだった。秘めやかな音を立てて、甘い唇が僕の口を吸う。

「ちゅぅぅぅぅっ、ぢゅるっ、ぬちゅ……んん……っはぁ……ん……っ」

　その途中に挟まれる加瀬さんの微かすかな吐息。それはまるで堪こらえ切れずに漏れ出る蜜みつのよう。彼女の方から僕を求め、僕も呼応する。耳をくすぐる湿った音に煽あおられ、負けじと僕も彼女の唇を確かめる。柔やわらかく、ミントなそれを。

　どちらがどちらの唇なのか最も早はやわからない。そして、今度はどちらが先だったのか。僕と加瀬さんの舌は互いに相手の中にぬめりこんでいた。互いに絡まり、もつれる。背筋を蛇の舌で嬲なぶられているかのようなゾクゾクが僕の身体からだを貫いた。

　今。僕と加瀬さんは舌で繋つながり、しっかり抱き合っていた。互いの身体の熱さを知る。もう手がつけられない。もっと身体を寄せあい、決して離れぬよう押し付け合う。

「……んう……」

　僕にはなぜかわかった。加瀬さんは僕を望んでいる……。

　僕はお腹なかの中に熱を持った何かが溜たまっていく感覚にめくるめく。加瀬さんも同じだったみたいだ。ぴったりと身体を、腰を、唇を密着させ、互いを貪むさぼる。僕の身体の中の熱は出口を求めて暴れ出し、それはどんどん高まって行き……。

「……え……ええっ!?　ちょっと……なにこれ……!?」

　横たわっている僕等の上の方から聞こえる声。その声──まひるの声は裏返っていた。

「在あり人と……何してんの……っ？」

　暗くら闇やみに目が慣れて、僕等の状況に気付いたのだろう。

　はっとしたように、再び加瀬さんの目が大きく見開かれた。慌てて、彼女は身を起こす。

　半分開いた加瀬さんの唇が、僕の目の前で離れていく。

　糸が引いていた。キャンディの糖分で粘度を増したのか、僕等の顔が離れても、糸はまだ別れを惜しむように繋がっている。

　ちゅる、と湿った音を立てて、その繋がりが加瀬さんの口の中に吸い込まれていった。

「い、今、二人、キス……してたよね……？」

　震ふるえ声だった。まひるは僕等らを見下ろしながら、戦慄わなないている。

「おーけーっっ!!　しゅうーりょおーっ！」

　僕の耳元でキス神がみが叫んだ。

「キス達成おめでとー！　よかったぞ、お主！　キスしてたと気づいた時のお主らの感情の揺らぎ、実に美お味いしかった！　そして、良いニュースだ！　お主がキスした事で解かい呪じゆに一歩近付いた！　即効で女の子にならんで済んだぞ！　今だけだけど！　やっふぃー！」

　こっちはそれどころじゃないよ!?　と、僕はまひるの視線に貫かれながら震える。でも、キス神のテンションの高さは維持されたまま、

「そして更に良いお知らせ！　前にも言ったようにお主とキスした相手はお主とのキスに深い快楽を覚える。……くくく、この加か瀬せとかいう娘も既にお主の毒どく牙がにかかっておる！　よかったな！　この娘はもうお主のキスの虜とりこ……これでいっぱいキスできるぞ！」

　僕は恐る恐る、加瀬さんの様子を窺うかがった。彼女は顔を赤らめ、自らの肩を抱き、蹲うずくまっている。そして、ちらりと僕を見た。その瞳ひとみは先程一瞬見せた、眠りに落ちかけているような、とろんとしたものだ。

「も、もうっ！」

　その叫びに、僕ははっとしてその声の主を再び見上げた。

　まひるが口を横一文字に結び、目を三角にしていた。憤ふん懣まんやる方なし！　といった顔。

「何してるの？　何しちゃってるの在あり人と!?　なんで加瀬ちゃんにキスしたの!?」

「ち、違う、き、キスじゃない！　ぶつかって、たまたま、その、事故だよ！」

　これは本当だ。キスしようなんて僕は少しも思っていなかった。体育用具小屋に隠れようとしたら扉が閉まりかけて、慌てて飛び込んだから勢い余ってその陰にいた加瀬さんにぶつかってしまい……。

「……というか、なんでまひる達がここにいるんだ？」

「ふぇっ!?」

　まひるが変な声を上げて、後あと退ずさりした。

「た、たまたま、よ。たまたま」

「……なんでたまたま、僕が水みず生おさんに告白する体育館裏の、そのすぐ傍そばにある体育用具小屋にいたんだ？　そして、なんで扉を閉めようとしてた？　まるで、隠れるみたいに」

「そ、それは……」

「……覗のぞいてただろ？　僕が水生さんとキスするところ」

「き、キスなんて水生さんとしてないじゃない！　あ」

「まひるって簡単だな……。やっぱり見てたのか！」

「だ、だって、結果を見届けなきゃって……加瀬ちゃんだって賛成してくれたし……」

「人の告白を面白がって見物なんて……いくら家族同然でもそういうのは駄目だと思うよ!?　そういうところは身内でもプライバシーを尊重しようよ！」

「お、面白がってなんかじゃないよ！　心配だからに決まってるでしょ！」

　心配？　またお姉ちゃんぶって、僕が振られて傷付くのを心配してたって事？　でも、僕はまだ振られたわけじゃ……。

「その……残念だったね、在あり人と」

「な、なんか第三者から冷静に慰められるのが一番傷付く！」

「……えーと、あのね？　そんなに落ち込むこと無いよ？　最初から見てたけど……」

「最初から!?」

「……うん、最初から見てたけど、やっぱり急過ぎて水みず生おさんも戸惑っちゃったんだと思うな。わたしもクラスの猿えん遠どうくんから急に告白された時、まごまごしちゃったし」

「は!?　今、なんて!?　まひる、猿遠に告白されたの!?」

「え!?　ち、違うよ!?　すぐ断ったし！　他に気になる人が……とかそうじゃないのっ！　そんな話はどうでもいいでしょ!?」

　まひるは顔を赤らめ言い放つと、一いつ旦たん言葉を切って息を吸い、ふう……と呼吸を整えた。

「……その、水生さんは在人の事まだよく知らないから……在人のいいところとかわからないから、ああいう結果になっただけ、って言いたいの。在人の事を良く知ってれば全然違った結果になるだろうし、別に、えっと、み、水生さんじゃなくてもよくない？　……在人の事、ちゃんとわかってる子はいるんだから、そういう子の方が、その、うまくいくんじゃないかな……？」

　でも、僕はそんなまひるの慰めなんて耳に入らない。それより、水生さんに告白した所を見られていた事の方がショックだ。恥ずかしい……。

「最初から、ここに隠れて僕等らの事を見張ってたのか……」

「……えーっと……ちょっと違うよ。最初は水生さんの近くの茂みに隠れてたんだけど、先輩達の声がして在人がこっちに逃げ出してきたから、わたし達も慌ててこの体育用具小屋に隠れようとして、その、あんな事に……」

　と、まひるは未いまだ蹲うずくまっている加か瀬せさんの方に目をやった。

　放心したような様子。彼女達も慌ててここに隠れようなんてしなければ、さっきみたいな、その、アクシデントには見舞われなかったわけで……。

　まひるはそんな加瀬さんの肩に手を置き、

「……こんな目に遭って災難だったね……ショックだったでしょ？」

「……僕だって今日一日で、色々ショックな事が多過ぎるよ……」

　でも一番のショックはこの後まだあった。

　まひるに助けられるように立ち上がった加瀬さん。その加瀬さんがさっきから変だった。

　僕の方を直接見ようとせず、ちらちらと窺うかがう上目遣づかい。顔は赤い。

　……まあ、事故とはいえ、あんな事になってしまって気まずいんだろう。僕もそうだし。

　すると、加か瀬せさんは大きく息を吸い、吐いた。

　それから、口を結び、目を少し見開いて、僕に立ち向かうように視線を合わせてくる。

「あの！　あ、在あり人と、くん！」

「は、はい？」

　名前で呼ばれた。

「あ、あたしの家って、実は結構大きな旧家で……し、しきたりとか厳しいんだ」

「え？　そ、そうなんだ……？」

　加瀬さん、実は箱入り娘だったのか。

「うちでは、おばあ様の言う事は絶対で……だから……」

　そう言ってから、加瀬さんはぎゅっと目をつぶり、深々と頭を下げ、

「あたしと、け、結婚して下さい！」

　……は？　僕は口を「は」の形に開けたまま彫像と化した。






　　　第２章









「在人くん！　一緒にお昼を食べよう！」

　午前の授業終了のチャイムと共に、加瀬さんが言った。

「……あの、加瀬さん」

「緋ひ奈な美みでいいよ？　あたしも名前で呼んでるし」

「……加瀬さん」

「もうっ！　名字にさん付けなんて他人行儀だなー。……もうあたし達は家族も同然なんだよ？　籍を入れるっていう形式的な手続きがまだなだけで……」

　加瀬さんに好奇の視線が集中していたところに、この発言だった。

　それまで談笑していた周囲のざわめきが一瞬で失うせた。

「ちょ、ちょっと、その話は置いといて！　その、色々聞きたい事があるんだけど！」

　僕は泡を食って、加瀬さんのそれ以上の言葉を遮った。

「加瀬さん、Ｄ組だよね？　どうやってチャイムと同時にＡ組に入ってこられたの？」

「ダッシュしてきた！」

「……それを持って……？」

　僕は彼女が手にしている、古風な風呂敷の包みを指差した。中にはおせち料理の時くらいにしか見た事の無い重箱が重ねられている。結構かさばる代しろ物ものだ。

「そう！　お昼！」

　加か瀬せさんはその包みを勢い良く振り上げて、僕の目の前にでんと置いた。

　大きくほころんだ口から白い歯が零こぼれる。

「一緒に食べよう！」

「……どうしたの、それ？　お祝い事でもあったの？」

「そりゃーもちろん、あたし達が結ばれた記念に丹精込めて……」

　あ、だめだ！　ここで話してると、ますますのっぴきならない事になる！

「と、とにかく、えーと、な、中庭にでも行こう、か？」

「いいね！　天気もいいし、あたしが食べさせてあげるね！」





　　　▽






「うそ～、ぐちゃぐちゃ……」

　……まあ、あんなに元気よく振り回してたらこうなるだろうな……。

　加瀬さんは半分涙目になりながら肩を落としていた。手にした箸はしにも力が無い。さっきまで、褒められるのを期待する子犬みたいに僕の方をにこにこ見上げていたのに、重箱の蓋ふたを開けた途端に萎しおれた花みたいになってしまった。

　彼女がぐすっとしゃくりあげる。食欲をそそる匂においがしているだけに、この見た目の惨状は残念だった。……なんか可哀かわい想そうになってきた。

「……いや、こういうの、見た目はどうでも、味だからさ！」

　僕はそう言って、煮物みたいに汁だくだくの揚げ物を口に入れた途端、

「……う、うん……」

　言葉に詰まった。でも、沈黙が続くのを回避するために、

「……うまいよ？」

「……うそでしょ？」

　泣き出す寸前に口くち許もとをきつく結んで震ふるえ声。加瀬さんのそんな姿を目にして、僕は無言で応こたえる。箸を動かし、混ざってしまったおかず達を次々口に運んだ。

「え……い、いいよ！　無理しなくて!?」

　無理じゃない！　僕は無言のまま食べ続け、完食。手を合わせ、御ご馳ち走そう様さまと頭を下げる。

「お、美お味いしかった……の？」

　腫はれ物にでも触れるみたいに加瀬さんは尋ねてきた。

「うん、美味しかった」

　喉のど元もと過ぎれば。

「よかった！　じゃあ、もう一つあるんだけど……」

　僕はむせた。

「うそうそ！　うそだって！」

　加か瀬せさんは笑いながら僕の背中をさすってくれる。

「あはは、嬉うれしいな！　食べてくれたのは本当に嬉しい！　……優しいね、在あり人とくんは」

　僕の背中を撫なでていく彼女の手を、僕は肌で意識した。

　彼女からはいつもミントの香りがするんだな……。

「……無理させちゃったね、あーあ、駄目だあ、あたし……。せっかくおばあ様に指導してもらって作ってきたのに……」

「……あのさ」

　落ち着いてきた。それにここ、学校の中庭の芝生には、丁度僕等らの他に人影は無い。

　僕はこれまで疑問に感じていた事を口にするチャンスだと感じた。

「なんで……その、僕と結婚、なの……？」

　水みず生おさんとの仲を応援してくれていたのに。その加瀬さんがなんで？

「……キスって結婚する人としかしてはいけないんだよ」

　彼女は僕から離れ、改まって座り直した。

「キスって、相手と一生を添い遂げる約束……そういう大事なものなの」

「う……」

　そう言われると、僕は自分のしでかした事に責任を感じる。確かに、彼女の唇くちびるを奪ってしまったのは事実だ。でも……、

「あんな事故みたいなキスで結婚相手を決めたりしていいの？　ぶつかった弾みでのキスで、一生の問題にもなるような事を決めちゃうの？」

「だって、それがおばあ様の言いつけなんだもん」

「言いつけ？」

「うちではおばあ様の言う事は絶対だから。あたしはずっとそう言われてきたの」

　キスした相手と結婚する、というのは彼女の祖母の教えなのか。

　でも、それっておかしくないだろうか？

「……そんな、例えば事故でたまたまキスしちゃった相手に恋人が居たり、妻帯者だったらどうするの？　その恋人とか奥さんと別れさせて結婚するの？」

「うん？」

「それに、キスした相手が嫌な奴やつだったら？　そんな奴が無理やり力ずくでキスしてきても、キスされたから好きになって結婚するの？」

「在人くんは誰かと結婚を約束でもしているの？」

「ええっ？　い、いや、してないけど……」

「……メルもそういうんじゃないよね？　昨日、断られてたし」

　くっ……！　……ま、まだ断られてないし……！　試合終了の笛はまだ……！

「それに、在あり人とくんは人を暴力で従わせようとしたりいじめたりするような嫌な奴やつ？」

「まさか！」

　そんな事できないし、つもりもない。加か瀬せさんは、そこで自信ありげな大きな笑み。

「ね？　違うでしょ？　あたしの見立てに間違いは無かったって事！　問題なし！」

「い、いや、僕の事は置いといて……」

　あれ？　なんか加瀬さんの眼まな差ざしが変わってきたよ？

　ぴと、と僕の肩に寄り添ってきた。頭を預けてくる。それだけの事なのに、僕はぞくぞくと震ふるえあがった。僕はそんな本心を隠すように、口を開く。

「い、いや、でも、ほら、やっぱり、加瀬さんも納得してキスしたわけじゃなくて、あんな風に僕がぶつかった弾みでああなっちゃった訳で、なのに、加瀬さんに僕の結婚相手になってもらうとかなんか悪いっていうか……」

「……偶然、たまたまのキスだったから気にしてるの……？　あれって、ただの間違いだったかもって？　……最初はそうだったかもしれないけど……でも間違いじゃないよ？　あれが間違いだったなんて事、絶対にない……だって、今、あたし何だかふわふわして、すっごく幸せな感じ……こうしてるだけで、何だか嬉うれしい」

　加瀬さんの顎あごが、くっ、と上がった。僕の顔のすぐ傍そばだ。近い。桜色の唇くちびる。熱い眼まな差ざしが僕の心を貫くかのようだ。彼女の身体からだの熱を肌で感じる。

　あの時の事が思い出されてきた。口の中にミントが蘇よみがえる。と、加瀬さんが、

「……ねえ、本当のキス、しようか？」

「え？」

「たまたまじゃなく……本当に、お互いが納得してのキスなら……どう？」

　僕は目を丸くする。加瀬さんがこんな事を……。と、何だか彼女の様子がおかしい。

「……あたし、おかしいのかも……また在人君としたいなって……今、そう意識したら何だか身体が熱くなってきちゃった……」

　加瀬さんの息が乱れていた。それは、だが、何だか苦しそうな息いき遣づかいで、

「……どうしよう……あたし……息が……」

　はあ、はあ、という呼吸音。僕を見つめる加瀬さんがいた。なんだか、彼女の瞳ひとみがまたハートマークになったような……。僕の心の中で何かが警告する。何だかよくわからない。よくわからないけど、彼女を助けなくちゃいけない。そして、彼女を助けるには。

　加瀬さんはぎゅっと目を閉じ、つ、と首を伸ばしてきた。僕も同様にする。

　自然と唇が触れ合う。

　ただそれだけの行為なのに、僕は痺しびれた。彼女の唇くちびるの感触、それはまるで焼き立てのパンみたいにふんわりと、そして温かい。生気に満ちた弾力だ。唇同士が触れ合うとこんなに柔やわらかさが意識されるなんて、初めての時には全然気付けなかった。

　加か瀬せさんの唇からは、またミントの味がする。たぶん、僕はミントの香りを嗅かぐ度にこの感覚を思い出すようになってしまうだろう。

　今回のキスはたまたまぶつかってしたキスではなく、本当のキス。でも、だからこそなのか、舌で相手をまさぐるような事は無く、僕等らの唇は離れた。

　お互い、額を合わせて、上目遣づかいになる。すぐ目の前に加瀬さんの真まっ直すぐな目があった。彼女の息遣いを荒く感じるのは、彼女の高こう揚ようを感じ取れるからだろうか。

　彼女の眼まな差ざしが再び切なげに揺らいだ。目で訴えかけてくる。その困ったような表情を満ち足りた物にしてあげたくて……僕はもう一度繋つながった。

「……あ……ん……っ、んんっ、ちゅくちゅっ、んれろっ、ぢゅるるっ！」

　今度はさっきよりも長く、そして彼女の中を味わった。

　言葉ではなく、行動で示すべき。そう思ったから、愛いとしさを大事な大事なキスで注ぎ込んだ。その最中、加瀬さんはぴくん、ぴくん、と身動みじろぎし、

「んんっ、ちゅるっぢゅっ、ありとくぅん……ぬちゅっ、ちゅっ、じゅるるっ、れろっ」

　僕にされるがまま……僕のキスに身を委ゆだねていた。まるで彼女の芯しんが蕩とろけてしまったかのように。僕の舌の動きに合わせて、次第にぴくんぴくんが速まって行く。喘あえぎ声ごえを上げ、吐息の熱さが高まり、そして、遂ついに、

「ん、んんんんーっ！」

　急に身をぎゅっと縮めた。かと思うと、一転両腕で僕に抱きつき、僕から離れまいとする。熱烈な抱ほう擁よう。それから一いつ旦たん身体からだを少し離し、

「……好き……」

　僕の耳をくすぐるような吐息はそう聞こえた。

　満ち足りて、僕は思わず加瀬さんの肩を抱く。今は、彼女の存在を手放したくない……。

「……キスした相手が在あり人とくんで良かった」

　加瀬さんの囁ささやきが耳に届く。

「……そうじゃなかったら……おばあ様の言いつけ守れなかったかもしれないから……」

　……。僕で、良かった？　……本当に？　どうして？

　僕の何が加瀬さんにそう思わせたんだろう。……見た目とか？　女の子みたいなこんな僕を？　そうなのかな……。

　でも、僕は。

　僕は男らしくなって、その男らしさを認めて欲しいんだ。そうじゃない部分を好きになって貰もらって、認めてもらえても、やっぱり、その、違うんだと思う。

　と、加か瀬せさんはもじもじと身を捩よじらせた。

「……おかしいな……わたし、こんな子じゃないと思ってたんだけど……でも、在あり人とくんとのキスの事考えると……お腹なかの奥がキュンとして切なくなっちゃうんだよね」

　僕は、はっとする。ある事に気付いたからだ。背筋がざわついた。これは、良くない事をしているのではないか。男らしくない事をしている。そんな思いに取りつかれ、

「あ、あの……そ、そろそろ授業も始まるから、教室に帰ろう！　うん、帰ろう！」

「え？　そ、そう？」

　きょとんとしたように、加瀬さんは少し目を見開いて、僕をまじまじと見つめてくる。僕は思わず、その真まっ直すぐな瞳ひとみから目を逸そらしてしまった。

「そ、その……お昼ありがとう！　美お味いしかったよ、その、真心が」

「あはは、真心だけかー。……うん！　……えへへ、じゃあ、また明日も作ってくるよ！　今度はちゃんと味で勝負するから！」

　太陽のような笑顔とウィンクで加瀬さんは僕に応こたえてくれた。





　　　▽






　帰宅後、僕はまひるの見舞いに行く事にした。

　昨夜からまひるは具合が悪いらしく部屋から出て来なかったらしい。学校も休んでいた。

　ほんとは良くない事だけど、何だか心配だし……仕方ない、たまには僕からまひるの部屋に行くとしよう。まひるがいつも来るみたいにベランダ越しに。

　隣の家とは本当に目と鼻の先という感じだ。

　まひるの部屋はカーテンが引かれていたが、鍵かぎはかかっていなかった。ノックしつつ、

「おーい、まひる。具合どう？」

「……！　なんで来たの!?」

　薄暗い室内のベッドが、もぞもぞ蠢うごめいた。

「なんでって……お見舞いに……」

　毛布にくるまっていたまひるが、ひょこ、と顔を出した。瞼まぶたが少し腫はれぼったいみたいだ。花粉症か何かのアレルギー症状だろうか。

　まひるはじっと僕を見み据すえて、

「……そんなことしてる暇あるの？」

「ん？　うーんと、別に今急いでやらなければいけない事はないけど……」

「その……加瀬ちゃんと一緒にいなくていいの？」

「ああ、加瀬さんも心配してたよ。今日は部活だからお見舞い行けないって言ってた」

「……その……在人は加瀬ちゃんの事よりもわたしの方を優先してくれたって事……？」

「優先っていうか、半裸でウロウロしてても風邪引かないまひるが体調悪いって言うからよっぽどの事だと思って心配だったんだけど……結構余裕ありそうだね」

　ベッドから身を乗り出してきたまひるの表情を見て、僕は言った。

「そっか……ま、まあ、加か瀬せちゃんも昨日はあんな事があって、びっくりして混乱してただけなんだろうね。今日は、加瀬ちゃん、元通りだった？」

「？　元通りって？」

「だからー、結婚がどうとか言ったりしなかった？」

「……実は……」

　僕は今日学校であった事をまひるに打ち明けた。キスの事は恥ずかしくて伏せたけど。

「……という感じで、加瀬さんは未いまだに僕と結婚するとか言ってるんだ」

「……うん……そっか……」

　まひるは急にお腹なかでも痛くなったみたいに沈ちん痛つうな面持ちだ。僕は続ける。

「昨日の話からすると、たぶん、加瀬さんは僕の事が好きで結婚して欲しいとか言ってるんじゃないんだと思う。家のしきたりで、たまたまキスした相手が僕だったってだけで、さ。で、彼女がそれでも結婚してもいいかな？　と思った理由っていうのがきっと……」

「女の子みたいで優しくて可愛かわいいから？」

「……これって僕の事を、男として、結婚相手として見てるんじゃなくて、ペットとかお人形みたいな感覚で一緒にいてもいいって考えてるって事だと思うんだ。やっぱり、僕、男として見てもらえてないんだなって……」

「……それ、本気で言ってるの？」

「え？」

「……察しなよ！　本当に好きでなくちゃ、いくら言いつけでも、結婚する、とまで女の子が言う訳ないでしょ？　たまたまキスした相手だから結婚とか言ってるんじゃなくて……。むしろ、好きだからこそ、お祖ば母あさんの言いつけだなんて理由をつけて在あり人とにあんなに積極的になれたんだよ。……ある意味、すごい勇気だよ……」

「そう……なのかな？」

「在人は……加瀬ちゃんのことどう思う？」

「ええ？　あの……僕の為ために色々してくれて……僕も、その、大事にしてあげたいっていうか……い、いい子だよね」

　まひるは黙りこんでしまった。……変な間が空く。

　沈黙に耐え切れなくなって、

「あの、まひる？」

「……じゃあ、付き合ったらいいんじゃないの？」

　まひるはぽつりと呟つぶやき返してきた。熱の無い声。

「え？」

「加か瀬せちゃんも在あり人ともお互いに相手の事悪く思ってないんだし……」

　でも、僕は知っている。いや、懸け念ねんしていると言った方がいいか。

　加瀬さんが僕を好きになったのはたまたま僕とキスをした所せ為い。……僕とキスした為ために、キス神がみが言うところの、僕とまたキスをしたくてたまらなくなる呪のろいがかけられているからなのだ、きっと。これって、魔法で無理やり僕を好きにならせたようなもの。洗脳みたいなものじゃないか。

　加瀬さんの僕に対する好きが無理やり植え付けられたものなのだとしたら……それに便乗して彼女と特別な関係になるのは、男らしくないんじゃないか？

　でも、こんな事をまひるに明かす訳にはいかない。キス神の事を説明しなくてはいけなくなるし、そうすると必然的に僕は病院に連れて行かれる。

　だから、僕は黙り続けるしかない。

「……ちょっと在人？　どうかした？」

「……まあ、身体からだの方は大丈夫そうだし、安心したよ」

　まひるからの問いかけに、僕は微笑ほほえんだ。

「明日は学校に出て来れるよね」

　僕は見舞いを終えて暇いとまの挨あい拶さつをし、自分の部屋へと戻った。




「お主よ。余計なこと考えず、できる時にどんどこちゅーしとけ！　悪い事は言わない」

　部屋に戻るなり、キス神が耳元で囁ささやきだした。

「……君、今日どこに居たんだよ？　ずっと居なかったくせに、急に出てきて」

「お主が今日のキスでくだらない事考え始めたんじゃないかと思ってな。これからもいくらでもキスするチャンスはあるんだ。なのにいちいち悩むのか？　ダメ、そんな敗北主義！」

「何言ってるんだ。そんな無責任にキスできるわけ無いだろ」

「お主には呪いがかかってるんだぞ？　五人とキスしないと女の子になる……。よもや忘れたとは言わさんぞ！」

「そ、そりゃそうだけど……」

「あーあ。お主とキスしたあの子、今頃、お主とまたキスしたくてたまらなくなってるぞ？　可哀かわい想そうになあ！　そんな子を放ほうっておくのか？　さあ、今から書を捨てて、街に出よう！　恥を捨てて、キスをしよう！」

「わかった。君、頭のおかしい神様だな」

「くくく……先駆者はいつでも理解されないもの……」

　埒らちが明かなかった。

「まあ、お主がキスしたくないならしないでいいぞ？　お主が女の子になるだけだからな。世界に対する影響は限定される」

「……僕の人生に大幅に悪影響だと思うんだけど？」

「大丈夫大丈夫ー」

　キス神がみは誠意を全く感じさせない棒読みで安請け合いをした。

「ともかく、だ。お主がキスしないままだと、女の子化するからよろしくー」

　こんな軽い調子の脅迫初めて見た。まったく、こいつの所せ為いで……。

「あ」

　思いだした。そういえば、この揉もめ事のそもそもの原因である古ぼけた本。古本屋で手に入れたあの本だ。あの本をどうにかすれば、こいつを追い払って万事解決するんじゃないか。少なくとも、何か呪のろいに対抗する手段がわかるかもしれない。

　昨日はあまりの出来事の連続に本の事など失念していた。

　そうだ、そうしよう。あの古ぼけた本を調べて、何か問題解決の手掛かりを見つけ出すんだ。この厄介な神様から逃れる方法も書かれているかもしれない。

　僕はそう思うと、すぐにあの本を探す。だが、

「あれ？　どこにやったっけ……？」

　無い。机の上を見た。置いていなかった。床のどこかに落ちてもいない。まるで煙のように消えていた。おととい、キス神を呼び出した後に、あの本は……どうしたんだっけ？

「ちょっと、君を呼び出すのに使った本が無いんだけど……」

「うん？　知らんぞ、そんなもん。大体、あんな本、今更どうするつもりだ？　もう妾わらわという最高に素晴らしい神様を呼び出した以上、あんなカビ臭い本からまた別の何かを呼び出す必要はなかろ？」

「……君という最高に素晴らしい神様のお世話になるなんて僕にはあまりにもったいなくて心苦しいんだよね」

「ふむふむ、殊しゆ勝しようなことを言う」

「だから、あの本を使って、元いたところに帰っていただこうと思うんだ。そして、キス神様はそこでゆっくり永えい劫ごうの眠りについてください」

「ふむふむ、助走つけてぶん殴るぞこの野郎！」

　明らかに嫌な事を言われたというしかめ面になるキス神。だが、すぐに表情を改め、

「……これ以上あの本の事を詮せん索さくするのはよしたが良いぞ」

　厳おごそかに告げてきた。

「妾には見える……これ以上、あの本に近付こうとすればお主の身にきっと良くない事が起きるであろう。くくく……自ら不幸に近付こうなど、お主はそこまでの愚か者ではあるまい？　妾が見込んだ男なのだからな！　生いけ贄にえとして」

　僕はキス神がみの様子を見て、思う。きっと、こいつの嫌がる事をすれば正解だ。

　本を見つけようとするのは間違いじゃない。でも、どこへ行ったのか、そもそもあれは何だったのか……。

　……あまり気は進まないけれど仕方がない。元々あの本があった古書店に行ってみよう。あそこなら、あの本の事も何かわかるかもしれない。でも僕、あの本をお金払わないで持ち出しちゃってるんだよなあ。その上無くしてしまって返す事もできないし……。更に、店員からは目の仇かたきにされてるだろうし……。……これは、いつものお婆ばあちゃんが店番であることを祈るしかなさそうだ。それなら、まだ話を聞く事ができるだろう。

　僕はそう思い立つと外へ出た。夕方も遅い時間だったがじっとしていられなかったのだ。

　古書店へと向かう。

　しばらく歩いて、僕は賑にぎやかな街並みへと足を踏み入れた。外国人街だ。古い物と新しい物が入り混じった所。原色で彩られた派手な建物の並ぶ街並みが目に痛い。

　観光客やら仕事帰りの人々が雑多に歩き回る夕ゆう闇やみの街。その片隅にある古書店の前に立ち、僕は深呼吸し……意を決して、その扉を開けた。

　そんな些さ細さいな勇気の見返りとして、良い事が一つあった。店番をしていたのはいつものお婆ちゃんだったという事だ。

　そして、悪い事も一つあった。

「ごめんなさいね～、あたしじゃわからないのよ」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべて店番のお婆ちゃんは首を傾かしげるばかりだったという事だ。彼女の記憶ではそんな本を売っていた覚えはないという。仕入れた覚えもない。

「だから、その本のお金のこととか返さなきゃとか考えなくてもいいわよ」

　結論として、それがどこから紛まぎれ込んだ本だったのか見当もつかないという。……まあ、この膨大な本の山全すべての入手経路を把握しているなんて不可能なんだろうけれど。

　ともかく、古書店を出た僕は、途方に暮れて街角に佇たたずんだ。

　と、そうやって立ち尽くしたからこそか。何かが耳に飛び込んできた。子供の泣き声……いや、猫か？　猫の鳴き声が聞こえてきた。その鳴き声は悲鳴のようだ。切せつ羽ぱ詰つまったものに聞こえた。そして、ぱん、ぱぱん、と乾いた破裂音がその声に重なる。……僕の胸がざわついた。

　僕は猫の鳴き声のする路地裏へと歩みを進める。

　火薬の匂においがする……。と、路地の先の袋小路に数人の人影があった。

「……今度は口に詰めてやろうぜ……」

　ニヤついた呟つぶやきが漏れ聞こえてきた。

「……ラストは大爆殺ショーだな……」

　薄汚い格かつ好こうをした少年達がゴミ箱を囲んでいる。そのゴミ箱の上には小さな段ボール箱。その中に子猫が入っているのが見えた。周囲を薄煙が覆い、火薬の匂においはいよいよ強い。

　彼等らの手に握られているのは色鮮やかな小片……かんしゃく玉だろうか。一人はその様子を撮影している。

　僕はここで彼等が何をしているのか、何をしようとしているのか、察した。

　虐待だ。抵抗できない相手を慰み者にして喜びを感じる行為……。

　僕は自分の心が冷えていくのを感じた。そして、彼等に声をかけようとして、

「おーっと、火事だぁーっ！　火事ですよーっとっ！」

　そんな叫びに機先を制される。たたらを踏んでしまった僕の脇から小柄な影が飛び出し、バケツの水をぶちまけた。ガラの悪い連中の頭の上に向かって。

「うおっ!?　何しやがる!?」

　そう叫んだ少年の顔に空になったバケツがぶつけられる。金属製のバケツは甲かん高だかい音を立てて路上に転がり、鼻面を押さえた少年も路上に転がった。

　怯おびえていた子猫が、その隙すきにゴミ箱の上から必死で飛び降り、闇やみの中へ駆け去っていく。

「さあ、逃げるよ！」

　僕は小柄な人影に手を掴つかまれた。そして、引っ張られる。……あれ？　巻き込まれた!?

「待ててめえら！」

　ガラの悪い連中の声が追ってきて、僕は小柄な人影と一緒に駆け出さざるを得ない。

　通りに出て、人ごみに紛まぎれ、駆け続けてようやくもう追われていないと安心できた頃には息が切れていた。

「はぁー……はぁー……」

　僕と一緒に逃げていた小柄な人影も息を荒げている。膝ひざに両手を当てた前まえ屈かがみの状態で、肩が上下していた。そして、その時になってやっと僕はその子が誰かわかった。

「……はぁー……にひひ、見た？　あいつらの水ぶっかけられた時の顔……っ！」

　幼げな顔に満面の悪戯いたずらそうな笑い。中学生くらいの背せ格かつ好こうのこの女の子は、確か古書店で本の雪崩なだれを起こした子だ。

「……水ぶっかけられた猫みたいに飛びあがってさあ……はぁー、はぁー」

「君はあの時の……」

「ん？　……なんだっけ？　あれ？　あんた、前に会ったことある……？　そのボーイッシュなセンスにその顔……」

「ほら、あの古本屋にいたんだけど……」

「え？　何それ、知らないけど？」

「……もしかして、覚えてないの？」

「……あたし、古本屋とかそんなカビ臭そうなところ入った事ないよ？」

　彼女の言葉に僕は当惑する。覚えていない、というよりまるで知らないみたいだ。興味が無いから記憶に残らなかったのだろうか。

「……ていうかさ！」

　少女は目を輝かせていた。

「あんた、今、暇？　あたし達一緒にあのバカ連中にひと泡吹かせてやった仲だし、記念に何かやらかさない？」

「やらかすって……でも、君はあの子猫を助けてくれたんだね。ありがとう」

「……別にあたしは猫なんか助けてないよ」

　中学生くらいの少女は視線を彷徨さまよわせた。

「あたしはただ、あのムカつく連中の間抜け面が見たかっただけ……それだけだよ。だって……あたしにはあの子猫を助けることなんてできないんだから」

「いや、助けてあげたじゃないか」

「助かってないよ。あの場からは逃げられたかもしれないけれど、その後の事はあたしにはどうにもできないもん。……自分で生きていくしかないじゃん……」

　あのバケツで水かけはその場限りの事で、本質的に捨てられた子猫を救う事にはなっていない──彼女はそう言いたいようだった。

「でも、君の手助けがなかったら、あの子猫は確実に酷ひどい目に遭っていたよ。だから、君があの子を助けたのは事実だよ」












「……にひひ、でも、あたしが何かしなくてもあんたが助けてたでしょ？」

　悪戯いたずらっ子みたいな笑いが浮かび、僕を見上げていた。と、その表情が一瞬にして曇る。

「……まだ追っかけてきてる……しょうがないなあ。ここで別れよ？　二手に分かれれば……どっちかは逃げられるっしょ？」

「え、あ、ちょっと待って、まだ古本屋の事……」

　少女は最後にニッとした笑いを残して、身を翻してしまった。雑ざつ踏とうの中に消えていく。まるで風のようだ。僕は呆あつ気けにとられて見送るしかなかった。

　……結局、労多くして得る物は無かったわけか……。本の事はわからず、追いかけ回され、女の子からは煙に巻かれた。

　本当に、あの本は何だったんだろう？

「……お主の飽あくなき性欲が生み出した幻想かもよ？」

　キス神がみが囁ささやいてくる。

「女の子に誰かれなくキスしたいという生理的欲求を満たす理由づけとして、お主の弱い心が作り出した幻。それがあの本であり、妾わらわなのだとしたら？」

　僕は目の前に浮かぶキス神を見つめる。

　……もしかして、本当に僕の頭がおかしいだけ、なのか……？

　こいつが僕にしか見えないのは、僕の頭が作り出した幻覚だから……？

「そりゃあねえ、キス神なんて代しろ物ものに、キスしないと女の子にしちゃうよー、とか言われたら女の子とキスするしか無いじゃろ？　本当は嫌なんだけど、しかたなーく女の子ときゃっきゃちゅちゅちゅするしかないものなー。ああ、本当は嫌だけど今日も女の子とエッチなキスをしまくるかーって、そうなるよな？　これって、お主にとって都合よかろ？」

　ニヤリとしながらキス神は囁く。

「さあ、お主の本心、性欲の赴おもむくままに……女の子とちゅっちゅっしたいという呼び声に素直に従うがよい！　妾は実はお主の心の声なのだー。抑圧されたお主の本性、それが妾なのだー。くくく……お主の本当の姿が高貴なる妾と知って、嬉うれしかろう？」

　……いや、こいつ、絶対違うな。今、キス神からすごい適当な感じがした。その場の話に乗っかってるだけ。とても底が浅い気がする。

　このキス神が本当に僕の妄想が生み出した幻覚なのだとしたら、その方がどれだけ気が楽か。でも、あの時の悪寒が幻覚とは思えなかった。あれは実際に呪のろいをかけられたという、身体からだによる理解……本物だという確信だった。

　……あの本がどこへ行ったのか、正体はなんなのか。それはわからないけれど……けれど確かになった事は一つ。それは、

「なあ、お主よ。そんなのいいから、そろそろ次のキスしないとマジで女子になるぞ？」

　こいつを追い払う方法を知る手掛かりはぷっつりと切れ、相変わらずわからないという事だけだ。僕は、深く、深ーく、息を吐ついた。なんだか年をとったように疲れてしまった。
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　疲れた日の翌朝は辛つらい。気分が浮き立たない事、山の如ごとし。

　ともかく、五人の女の子とキスをしないと僕が女の子になってしまうという呪のろいは未いまだ継続中だ。早急にキスをしなければならない。だから、僕は諦あきらめ悪くもう一度勝負に出る事にした。

　水みず生おさんをデートに誘う。そして、お付き合いを通してお互いの感情が高まっていき、流れるように自然にキスへ。

　そういう雰囲気に持っていく！　そんな時、察しと思いやりの文化の中で育った者であれば、なんかいつの間にかキスしているはず……！

　やっぱりキスをするなら、ちゃんと好きな相手としたい。今日、学校に行ったら水生さんに話しかけてデートに誘おう、そうしよう！　そう思いながら登校する。

　今朝はまひると一緒には登校せず、僕一人で登校した。ありていに言うと、まひるに黙って先に家を出た。

　たぶん、昨日の見舞いの時のように加か瀬せさんの事で色々言われるだろうと思って、顔を合わせ辛かったのだ。なんだか、今まひると一緒にいると心が乱れて平常でいられそうもない。そんな気がする。

　僕は水生さんとのデートに集中したいのだ。……もっともデート以前に、彼女に話しかけるっていうのが既にハードル高いんだけど……。

　そんな風に困っていたら、問題は向こうの方から解決した。

『棚たな畠ばた在あり人とくん。今日の昼休み、図書室に来てもらえますか？　待っています』

　そう書かれたメモ書きが僕の下げ駄た箱ばこの中に入っていたのだ。差し出し人の名は水生メル。

　え、ほんとに!?　思わず僕は胸高鳴らせてしまう。彼女の方から接触してきてくれた！

　ていうか、この手があったか。別に直接話さずとも手紙を書くとか、メールとか色々あったんだ。まあ、僕は水生さんのメアドとか知らないんだけど……。

　しかし、彼女から何の用だろう。

「キスに決まってんだろ!?　ていうか、キスしてこい！　大チャンスじゃないか！」

　キス神がみの囁ささやきはともかく。僕は自分の机に着いてからも何度もそのメモを確認し、つい口元を緩めてしまう。女の子からの呼び出しなんて、ちょっと期待しちゃうじゃないか。

「……へえ……何の用なんだろうね？」

　殺気。……不覚であった。背後からまひるが忍び寄っていて、あまつさえ僕の手元を覗のぞきこんでいる事に気付かなかったとは……！　僕は慌てて立ち上がった。

「お、おはよう、まひる」

「うん、おはよう！　在あり人と、今日は早いんだね！」

　……にっこり笑うまひるは、明るくてとても可愛かわいい良い子だと思う。だから、今僕が感じている危機感はなんかの間違いだと思います。

「わたしを置いて一人でさっさと学校に行くくらい急いでる用事があったんだよね！」

　危機感、高まる。

「え、えっと……そうなんだよ。急いで学校でやる事があってさ」

「なに？　わたしに対する土下座とか？」

　にこやかに腕を組んで仁王立ちし始めましたよ？

「わたしに何にも言わずに先に行くとか、下手したらわたしそのまま寝続けて寝過ごすところだったんだけど？」

「高校生にもなってまだ僕に起こされないと起きれないとかそっちの方が問題じゃ……」

「うるさいうるさい！　じゃあ、そのわたしを放置してまで急いで学校でやらなきゃいけない事ってなんなのか、言ってみなさい！　何があるっていうの？」

　困った。特に何も無い。と、まひるが迫ってきた。圧迫するように、身体からだをぶつけてくる。胸と胸を突き合わせ、僕の目前で、びっ、と指を差し、

「わたし、怒ってるんだからね！」

　やっぱりそうか。僕の気の所せ為いじゃなかった。でも、

「そんな、僕が一人で学校に来た事くらいで怒らなくても……」

「……！　在人は……わたしともう一緒にいたくないの？　嘘うそ吐ついてまで……」

「う……ごめん……。でも、なんて言うか……顔を合わせ辛づらくて……」

「なんで？」

「……また、まひる、僕に加か瀬せさんと付き合えば？　とか言うかと思って……」

　でも、そう言われても僕には答えられない。キス神がみの呪のろいの所せ為いで、きっと加瀬さんは洗脳されて僕の事を気に入っているだけなのだ。それなのに付き合うなんて……できない。だから、そんな答えられない問いを避けたかった。まひると、顔を合わせ辛かった……。

　僕の言葉を聞いて、まひるが唇くちびるを噛かむ。

「……わたしだってね……在人が加瀬ちゃんとあんな事になったの見たら……わたしだって……変なんだよ……。……そんな気持ちに気付いちゃったからこそ、今まで通り、普通通りに過ごさなきゃって思って……」

「え？　何の話？」

「……いいよ！　もう、わかった！　ふん、だ！」

　まひるは大きく舌を出し、右目の下を指で引き下ろして、相手に対する侮ぶ蔑べつを示すポーズを僕に向けてきた。端的に言うと、べー！　ってしてきた。

　それから僕に背を向け自分の席へと着いてしまう。

　……本当に子供っぽい事をするなあ……。

　そう思いつつ、僕はいつもと変わらぬまひるの怒った態度に何な故ぜか安心感すら覚えてしまうのだった。
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　その後、授業の合間の休み時間もまひるは僕に対してむくれ顔で、言葉も交わしてくれなかった。僕が少しでも近付くとあからさまに頬ほおを膨ふくらませて、横を向いてしまうのだ。

　そうこうしている内に午前の授業が終わり、チャイムが鳴る。

「在あり人とくん！　今日こそ美お味いしいお弁当持って来たよ！」

　同時に加か瀬せさんがＡ組内に飛び込んできた。スライディングでもするかのように、僕の机の前まで横滑り。土煙が見えるかのようだ。さすが、ソフト部？

　……て、またそんな元気よくお弁当箱振り回して……。

「さあ、一緒に食べよ！」

　今日も周りから視線を感じる。その中でも、特に前の席の方、まひるがいる辺りからすごい気配が感じられた。まひるは依然として僕にはそっぽを向いているのだけれど、なんか……身動みじろぎもせず座ったままなのだ。

　明らかに耳に神経を集中している風。僕等らの話を一言たりとも聞きもらすまいとしているようだった。

　ところで、困ったな。

「ええと、加瀬さん」

「緋ひ奈な美みでいいってば、在人くん」

　諦あきらめない加瀬さん。流石さすがにここまで言われてさん付けで呼ぶのは冷たすぎるかな……？

「う……じゃ、じゃあ……緋奈美ちゃん」

「は～い♪　うふふ、一歩前進！」

「今日のお昼はちょっと別の用事があって……一緒には食べられないと思うんだ」

「まさかの二歩後退!?」

　僕は加瀬さん……いや、緋奈美ちゃんに謝る。

「そういうわけで、せっかく作ってきてくれたのにごめんね」

　水みず生おさんに会う為ために図書室に行かなくてはならないのだ。

「……うう……そっか……」

　緋奈美ちゃんは手にした風呂敷包みに目を落とす。彼女はまるで一回り小さくなったようだ。下した唇くちびるを軽く噛かんでいる。

　だが、そこから彼女は笑って見せた。輝くような笑顔とはいかなかったが。

「用事があるんじゃ仕方ないね」

「うん、ごめん」

　僕は何な故ぜか逃げるように教室を後にした。
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　図書室に来た。昼休み中は普通に生徒に開放されている。飲食は禁止だが、昼休みを静かに過ごしたい人達が集う場所。

　既に、数人の生徒が席について、本を読んだり、本を枕まくらに突っ伏していたりしていた。

　図書室の奥はカーテンが引かれ、薄暗い。日の光を本に当てない為ためだろうか。

　古くなった本の饐すえたような臭においが僅わずかに漂ただよう。

　静かだった。たまに校庭から響く歓声が聞こえてくるのみで、それ以外は何も無い。

　さて、水みず生おさんは？　と僕は頭をぐるりと回した。

　と、立ち並ぶ本棚の間から水生さんが姿を現す。どうやら、最初から本棚の間にいたらしい。僕の姿を認めて、会え釈しやくするように頭を下げた。

　丁度、カーテンで薄暗くなっている区画だ。

　僕はすぐに水生さんの方へ向かって歩き出した。

　あれ？　彼女は本棚の奥に引っ込んでしまう。僕は後を追って本棚の間に入り込んだ。

　わ!?

　思ったよりすぐのところで水生さんは立ち止まっていて、僕はぶつかりそうになってしまう。水生さんは本の整理でもしていたようだった。彼女の傍そばに脚立と本を積み重ねたワゴンがある。暗がりの中で、見み辛づらくないのだろうか。

「……来てくれてありがとうございます……」

　水生さんは改めて頭を下げてきた。囁ささやくような小声だ。だから、つられて僕も小声で、

「……いやいや、そんな大した事じゃ……それで、その……何の話、かな……？」

　そう問われた水生さん、妙にもじもじと身動みじろぎし、恥ずかしそうに僕から目を逸そらす。そして、その場を取とり繕つくろうかのように本棚から本を抜き出し、ワゴンの上に置いた。

「……あ、すみません……その、実は急きゆう遽きよ、棚の整理を頼まれてしまっていて……。お呼びしたのはこちらなのに申し訳ないんですが、お話ちょっと待って貰もらっていいですか？」

「あー、そうなんだ。その、大変だね、仕事」

　そう言いつつ、僕は焦ったように本を棚から取り出し続ける水生さんを見つめる。まあ、自分の作業の方が忙しいなら仕方がない。……待つにしても、一昨日おととい告白した相手を前にしたらそわそわしてしまうなあ。

　……逆に、一昨日おとといの事、水みず生おさんはどう思ってるんだろう？　この態度を見ていると、特に意識している様子もないみたいだけど……。なら、僕も気にしていない風を装おうか。

　僕だけ意識してるのがばれたら恥ずかしいし、一昨日の事なんか無かったように自然に。「僕も手伝うよ」

　……自然にできてたよね？　そういうのは抜きにしても僕は男だし、本は結構重い。僕でも力になれる事はあるはずだ。

「私の方から呼び出しておいて待たせるだけでも失礼なのに手伝ってもらうなんて……」

「僕の方の話は後で良いよ。片付けちゃおう」

　こうして水生さんの指示に従い、僕は本の上げ下ろしを繰り返す。水生さんが脚立に立って、僕が本を手渡したり受け取る形だ。

「……ありがとう、棚たな畠ばたくん。私ったら用件も言わないままでこんな……」

　水生さんは控え目に微笑ほほえんだ。脚立に立って本の整理しながら、僕を気き遣づかうかのようだ。

「せっかく来てくれたのに、手伝いまでさせて……」

「いやいや。でも図書委員も大変だね。昼休みもこんな仕事しなくちゃいけないなんて」

　僕の言葉に、水生さんは微かすかな笑みを浮かべる。

「私、図書委員じゃないんですよ」

「え？　だって、こんな図書室業務を任されてるし、図書準備室の鍵かぎだって……」

「私のクラスの図書委員に頼まれたんです」

　んん？　どういう事だ？

「その人はとても忙しい方で……私はいつもよく図書室にいますから、頼みやすかったのでしょうね。たまに彼女の代わりに私が図書委員の仕事をやらせてもらっているんです」

「そんな、他人の仕事を代わりに……？」

　僕が目を丸くして尋ねても、水生さんは微笑むだけだった。

「それで喜んでくれるなら何よりです。それにお陰で私にも良い事はありましたから」

「何がよかったの……？」

「棚畠くんと知り合えた事です……」

　何の衒てらいも無く、水生さんは僕を真まっ直すぐ見つめてきた。冗談めかした風でも無い。

　そんな風に言われると、僕は不意を突かれて胸がドキドキしてしまう。

「私が図書委員の仕事を引き受けていなかったら、棚畠くんと知り合う事も無かったかもしれません。そう考えると、この世の全すべての事になんらかの意味がある……そんな気がしてくるんです……」

　そして、はにかむように小さく微笑む。

　僕の方こそ、彼女と知り合えたことに感謝してしまう。

　いつの間にか、見つめあっていた。

　図書室内にはまだ生徒が何人も残っている。だけど、僕等らがいる区画、芸術とか言語に関する本が並んでいる棚の間は薄暗く人ひと気けがない。画集を見る生徒も居ないようだ。

　他人の目は無い。

　ただ、水みず生おさんの深い瞳ひとみだけが僕を見ていた。やっぱり綺き麗れいだ。

　僕からは彼女を見上げる形になる。

　脚立に立つ彼女の長い髪。艶つややかで、まるで濡ぬれているかのよう。

　じんわりと僕の胸の奥が熱くなってきた。こうして二人きりでいる事でなおさら彼女を意識してしまったからか。

　その時、本棚の上に置かれていた本が、重心が不安定だったのか、唐突にぱたりと倒れ、その拍子に落下してしまう。

「……あ……」

　水生さんの手が反射的に伸びてその本を掴つかむ。だが、その所せ為いでバランスが崩れた。ゆら、とまるで羽根が落ちるように水生さんは宙に浮かび、

「きゃっ!?」

「おっと……」

　僕は彼女に両手を差しのべた。まるで狙ねらっていたかのように、僕の腕の中に彼女がすっぽりと嵌はまる。軽い衝撃があったけれど、何とか二人とも倒れずに支えられた。

「だ、大丈夫……？」

　密着していた。

　彼女の僅わずかに乱れた髪が、僕の顔にかかっている。そのむず痒がゆさが、何だか気持ちいい。

　口の中に異物感。思わず舌を動かして確認してしまう。細長いそれは僕の口の外に繋つながっている。

　彼女の髪だった。髪の一本が僕の口の中に入り込んでいたのだ。それを舐なめてしまった。水生さんの一部を舐めてしまった。

　彼女の存在を身体からだで感じる。抱きしめて支えているからだ。

「……あ、ありがとう、ございます……」

　蚊の鳴くような声だった。僕のすぐ目の前の、綺麗に整った唇くちびるから発せられた声。

　僕を見ている。あの深い瞳で。それはさっき見たときよりも断然近い。

「今だ！　やれ！」

　耳元で台無しの声が囁ささやいた。

「この雰囲気！　これは察しと思いやりの文化で育った者なら自然と何をすべきかわかってしまう状況であろう！　むしろ、しないとダメなやつ！」

　この邪神は本当にもう……。

　なんて心の中でぼやいていたら、水生さんは、はっ、としたように身を竦すくめ、僕の両手の中から離れてしまった。それから恥ずかしそうに、

「やっぱり、棚たな畠ばたくんは優しいんですね……」

　つ、と水みず生おさんは視線を落とす。

「普通の男の子とは違う……乱暴だったり大きな声を上げたりしないし……」

　おや？　これって僕の好感度が上がっているって事かな……？

　そして、水生さんはしばらく躊ちゆう躇ちよした後、僕を見上げてきた。目に力が込められていた。

「友達になれて、本当に良かった……」

　そして、すぐに俯うつむいてしまう。まるで、それ以上僕を見る事が後ろめたいかのように。

　友達……か。

　わかってはいたけれど、そうはっきり言われると落胆してしまう。

　これが一昨日おとといの僕の告白への正式な回答、とでもいうところか。

　いい人だけど、友達でいましょう、という……。優しく、婉えん曲きよくにしてくれたのだ。

　僕は水生さんの真意を察して、そして僕を傷付けないように気き遣づかいをしてくれた彼女に応こたえる為ために、笑ってみせた。

「はは……ぼ、僕の方こそ……友達になれて良かった……」

　僕も察しと思いやりの文化の中で育った人間だからね。

　友達とは言いつつ、きっとこれからは接点も無く学校生活を送る事になるんだろうな……。気まずいだろうし。そんな事を思いつつ、僕はそう言った。

　と、水生さんは僕が友達と口にしたところで、ぱっと顔を上げた。

　頬ほおに赤みが差している。

　それから、早口で僕に告げてきた。

「それで、すみません。こんな時間になってしまいましたが……」

　もうそろそろ昼休みも終わりだ。とりあえず、本棚の整理は中断せざるを得ない。

「今日お呼び立てした用件についてお話ししてもいいですか……？」

　まだ言いたい事があるのだろうか？　もう、僕はただの友達として一生を過ごすよ……。

「あの、明後日あさつての日曜日、私と出かけませんか……」

　……え……？

　さらりと言われた。だから反応が遅れた。意味がわかってくる。

　え、それって……デート!?　水生さんの方からデートに誘ってくれたのか!?

　え？　え？　僕の事はただの友達って……。

「そ、それは、全然いいけど……本当に……？」

「はい……急な話ですし、お嫌でなければ、ですけれど……」

「全然嫌じゃないよ！」

　思わず僕は小声を忘れてしまった。

　すると、水みず生おさんは控え目に微笑ほほえんで、

「ありがとうございます……」

　小声で応こたえてくれた。





　　　▽






　午後の授業を半分浮かれ気分で終え、僕は家路につく。

　なんといっても日曜日は水生さんと一緒に出かけるのだ。

「お主、今度は決めろよ？　さっきも絶好のタイミングだったのに、これ以上妾わらわを失望させるなよ？」

　耳元の囁ささやきも、今は気にならない。

「おい、聞いてんのか、お主よ」

　水生さんは携帯もスマホも持っていないというので、連絡先の交換はできなかったが大きく前進したと言っていいだろう。

　ショッピングに付き合ってほしい、というのが水生さんの望みだった。

　外国人街と駅を挟んだ反対側に、ショッピングモールもある巨大な商店街がある。元もと道みちストリートと称されるその区域は市外からも多くのお客を引き寄せている一大繁華街だ。

　水生さんはそこで買い物がしたいらしい。

　もちろん、僕はそこで水生さんと買い物だけして終わるつもりは無い。その後、中華街に誘って点心などを食べ歩きしたり、そこから港の方の公園まで足を伸ばし、停留中の豪華客船を見物に行ってもいい。更に、公園に付随して作られた遊園地もある。その遊園地、マリンパークの名物は巨大な観覧車だ。そこからは僕達の街や港を一望できる。

　やりたい事はいっぱいあった。

　何をしようか、ネットで下調べしつつ、考えるだけで楽しい。

「で、もちろん、最後はちゅーだよな？　どこでやる？　その場所でのシチュエーションとか想定しとくといいぞ」

　余計なお世話だ。

「かなりベタだけど、大観覧車とかいいな！　ほら、見ろここ！　ゴンドラが一周するまで20分もかかるって！　20分あれば、お主、逃げ場の無い密室で何する何する？」

　そう聞いといて、即、

「ぶー！　時間切れ─！　正解は？　もちろんキスだよ、当然じゃん！　いやっふぅぅぅい！　日曜日の事考えると楽しいなあ！　な、お主！」

　ある意味、僕と同じように日曜日の事をシミュレーションして興奮するキス神がみを見て、僕は暗然とした……僕、もしかしてこいつと同レベルなんだろうか……。

　僕は気分を害して、ＰＣを見るのを止やめた。

　まあ、日曜日はともかく午前の早い時間から元もと道みちストリートのショッピングモールで待ち合わせだ。そこで水みず生おさんの買い物に付き合って……とか考えてたら、いつの間にか夕飯時で、妹が僕を呼びに来た。

　家族で夕飯を食べ、団だん欒らんもそこそこに部屋に引っ込む。そわそわした。

　よし、もう寝よう。そう決めて、僕は寝床につく。

　そして、うつらうつらし始めた頭の中で、僕は何な故ぜか変な事が気になっていた。

　……そういえば今日、まひるのやつ学校は来たのに、僕の部屋には来なかったな……。





　　　▽






　水生さんとのデート当日。

　いい天気だった。春も終わり、だが、夏というほど日差しはきつくない。アジサイの映えるしっとりした風情はもうすぐそこかもしれないが、今日はその直前の爽さわやかな青空。

　まさに出かけるにはうってつけ。

　暑過ぎもせず、風も心地いい。

　こんな陽気なら気持ちも自然と浮き立つというもの。

　だけど、僕は家を出た時から何だか今日の先行きに懸け念ねんを抱くに足る、変な物を目にしてしまっていた。

　……あれ、まさか……。あのサングラス姿の不審者は……。

　……不安だ。

　そんな思いを抱えつつ、僕は待ち合わせ場所である元道駅の改札口で待つ。

　待ち合わせ時間の十分前には到着していた。そしてすぐに、

「おはようございます。待たせてしまいました？」

「いや、全然！」

　私服姿の水生さんを初めて目にする。

　思いの外ほか、大人びていた。落ち着いた色の上下は、学校の制服を連想させる。服がそうだというわけではなく、水生さんが着ているからそう見えるのかもしれない。

　学校との印象と比べて最も大きな違いは、その頭にあった。

　丸い、フワフワした帽子を被かぶっている。その部分だけが、彼女の年相応に見えた。

「かわいい帽子だね」

　水生さんは僕の言葉にぱっと顔を明るくした。控え目な笑みで、

「……ありがとうございます」

　そして、帽子の位置を調整するかのように、頭上のそれを両手で支える。

「これ、友……知人からのプレゼントなんです」

「ん？　友達から？」

「似合うから被かぶってみるといいよ、と言われて……本当はすごくドキドキしてたんです。本当に私に似合っているのかな？　って」

「うん、似合ってるよ。水みず生おさんの友達はいいセンスしてるね」

「……ふふふ、ありがとうございます」

　水生さんは今度は両手を腰の後ろに隠すようにして、僕を見つめてきた。

「棚たな畠ばたくんも、凄すごく似合ってますよ」

「そ、そう？」

「なんだか柔やわらかくて優しい感じがします。中性的でとっても素敵です」

　実は頭を悩ませつつ服装をチョイスしてきたので、そう言ってもらえると結構嬉うれしい……。男の事が苦手だという水生さんを怖がらせないために、僕はあえて男らしさやワイルドさを想起させないような服を着ていた。男として、当然の気き遣づかいだよね？　ちょっと傍はた目めには僕は女の子に見えてしまうかもだけれど……そんなのは水生さんの為ためなら大した事じゃない。男らしさって外見じゃなくて中身だし！　僕の内面から滲にじみ出る男らしさが、あえて僕に女の子っぽい服を着させたと言えよう。実に男らしい。

「じゃ、じゃあ、行こうか？　まずは……」

　が、そこで僕は嫌な予感の元を視界の隅に捕えていた。言葉を途中で飲みこんでしまう。

　……どうしたものだろう……。

　一応、釘くぎを刺しておいた方がいいのかもしれない。

　僕は水生さんに頭を下げる。

「あ、あのさ……ちょっとここで待っててもらっていい？」

「はい？　ええ、構いませんけれど……？」

　水生さんはくっと僅わずかに首を傾かしげて、それでも僕の言葉に頷うなずいてくれた。

　僕は水生さんをその場に置いて、すたすたと歩き出す。丁度、駅のお手洗いがある方向だ。水生さんはそういう風に解釈してくれるだろう。

　そして、僕は角を曲がった所の壁にぴったり張り付いていた、サングラス姿の女の子に声をかけた。隠れているつもりらしい。

「……何してんの、まひる？」

「……」

　僕と視線を合わせようとせず、そのままやり過ごそうと思っていたらしいまひるは、一瞬身じろぎし、それから、

「……あっれぇ～？　在あり人とじゃない。どうしたの、こんなところで？」

「……朝からついてきてたよね？」

「そ、それはたまたま……」

　言い淀よどんでから、観念したようで、

「……うん、そう」

「また僕の事見物しようとしてたの？」

「違うよ！　その、ちゃんとフォローしてあげようと思って」

「フォロー？」

「み、水みず生おさんとまだ完全にダメになった訳じゃなさそうだし……水生さんとうまくいくように陰から手助けしてあげようと思ったの！　お姉ちゃんとして！　応援だよ応援」

　それにしても、もう初夏だっていうのにそのストール姿はないと思う。春夏物ならともかく……サングラスとストールで顔を隠せると思ったんだろうか。

「……で、どうやって今日の事を知ってついてきたの？」

「……昨日、水生さんに図書室に呼び出されてたでしょ？　それでピーンときて……ここはわたしが頑張って在あり人とをいい方向にナビゲートしてあげようと……」

「今日の事を知って、それでどうして僕を手助けしようなんて考えに辿たどり着ついたの？」

「だって、わたししかいないでしょ。今の加か瀬せちゃんに、在人のデートが上う手まくいくように手伝えなんてお願いできないし……」

　う……。

　確かに緋ひ奈な美みちゃんが今日のデートの事を知ったら、いい気持ちはしないかもしれない。

「そ、それはそうかもしれないけど、そもそも僕は誰かに、特にまひるに、デートを助けてほしいなんて思ってないよ」

「せっかく水生さんと奇跡的にデートする事になったんでしょ？　もうこんな機会は無いかもしれないんだから、これを逃すわけにはいかない……！　そうじゃない？　だったら、わたしが助けてあげなきゃ……」

　……まただ。いつもいつも僕を心配してくれて……本当はありがたい事なのかもしれない。でも、僕はそんな状況から抜け出して、心配されなくてもいい男になりたい。心配されるばかりじゃなく逆に頼って貰もらえるくらいに……いや、少なくともちゃんとできるんだってわかって欲しいのに……。僕の男らしくなりたいという願いは、もしかしたら、ここからきているのかも、と僕は思った。

　だから、言わなきゃいけない。……自分の中のまひるへの依存を断たち切きる為ためにあえて、

「もう、いい加減に僕離れしなよ」

「え？」

「……僕だって、いつまでもまひるの陰に隠れていた小さな子じゃないんだよ。少しは、その、距離を置いて離れてみた方が……」

「……！　離れろって……！　は、離れてみたよ！」

　え、どこが？

「昨日、在あり人との部屋に行くのちゃんと我慢したもの！」

　昨日、僕の部屋に来なかったのはそういうことか！

「でも、今日ついて来ちゃってるじゃないか。これ全然僕離れできてないんじゃ……？」

「これは別だし！　姉としての責務だし！」

　これじゃ姉とか妹とか家族とか関係なく、ただの心配性だ。それも重度の。

「とにかく、気になってデートに集中できないよ。……あれ？　これってまひる、邪魔しに来てるのと同じ……？」

「ち、違……！　わ、わたしはあくまで在人達がうまくいくように……じゃ、邪魔するつもりなんて……て、ていうか、気にしなければよくない？」

「え、何それ？」

「気になるんでしょ？　なら、気にしなければいいじゃない。集中できない？　なら、集中すればよくない？　それができないのは、在人に問題があるんじゃないかな？」

「どういう言い分!?」

「つまり、わたしなんか居ないものと思って続けて続けて！　きっと在人ならできる！」

「まひる、さっきから目の端にちらちら入り込んできてるのにそんなの無理だよ!?」

「へ、へぇー……自然と目に入っちゃうんだ？　わたしの事、気になっちゃうんだ？　そ、そっちの方こそ、無意識にわたしの事探して頼ろうとしてるんじゃないの？　在人こそ、わたし離れした方がいいんじゃない？」

「ちょ、ちょっと、僕が悪いの!?」

「うん、そう！　実は心の底ではわたしの事頼っちゃってるって、男らしく認めたら？」

　う……！　も、もしかして、そうなのか……？　確かに僕はまひるに心配されたくない、男らしくなりたいと言いつつ、相談を持ちかけたり頼ってしまったり……。なんか自然にしてしまっている。僕はまひるへの依存……というか信頼？　そういう物を一生断たち切きれないんじゃなかろうか？　これが家族同然に育ってきた幼おさな馴な染じみ同士という関係か。恐るべし、幼馴染の頸くび木き……っ！

　とか戦せん慄りつしていたその背後から、

「あのう、お知り合い……ですか？」

　抑揚の効いた控え目な声がかけられてきた。

　僕はぎくりと硬直し、それからゆっくり振り向いた。ぎこちない笑みを張りつけながら、

「あ、あはは……水みず生おさん……」

「う、うぇ……っ!?」

　変な声を上げてまひるがサングラスとストールで自分の顔を隠そうとしたようだったが、僕はそれどころじゃない。

　水みず生おさんは小首を傾かしげ、僕とまひるの両方を見比べていた。

「こちらの方は……？」

「や、あの……まひ……友達の新にい月づきっていう……」

　そこで、まひるが語気強く僕の言葉を遮り、

「まひるです！　在あり人との幼おさな馴な染じみで、こいつの身内みたいなものです！　いつも弟みたいな在人がお世話になってますありがとうございます！」

　僕と水生さんの間に盾のように入り込んだ。身を隠そうという意志はもう微み塵じんも感じられない。何が気に障さわったのか、挑むように顎あごを上げている。

　水生さんはまひるの態度に戸惑ったのか、それとも不安でも感じたのか。小さく身を竦すくめたように見えた。だが、声は変わらず抑揚が効いていて、

「そういえばどこかで……？」

　僕は補足するように言った。

「まひるは加か瀬せさんと同じソフト部なんだよ。だから、それで見覚えがあるのかも」

「ああ！　確かに！」

　水生さんは納得がいったようで表情を明るくした。

「緋ひ奈な美みちゃんと一緒にいつも練習されてますよね？　丁度良かった！　あの、もし、よかったら御一緒にいかがですか？」

　……ん？　それって？

「棚たな畠ばた君の身内の方なら、これから一緒に行きませんか？　もしご予定がなければですが、お付き合いして下さると嬉うれしいです」

　そう言って控え目に微笑ほほえむ水生さん。まひるは目を瞬しばたたいて、

「え？　ええ？　いいの？」

　僕は慌てて、まひるの袖そでを引っ張った。それから、まひるの耳に顔を近づけて、

「ちょ、ちょっと空気読んでよ!?　まひるが一緒に来たらデートじゃなくて友達みんなで遊びに来ただけみたいになっちゃうじゃないか！」

　小声で早口に伝えた。だが、まひるも早口で、

「ばか！　これはチャンスだよ！　途中で在人達二人がいい雰囲気になるように仕向けてあげる！　そうしたらわたし、お腹なか痛くなったとか適当なこと言ってはけるから、後は……わかるね？」

　水生さんはどういうつもりなんだろう？　わからない……！

　内心、デートの邪魔をされて怒ってるんじゃないだろうか。

　でも、水生さんの表情は明るい。まひると会えて、嬉しそうに見える。

　……うん、喜んでくれているのなら、それでもいいか……。

　さようなら、二人きりでのデート……。

「物は考えようだぞ、お主！　むしろ三人で仲良くキスすればいいんじゃないかなっ！」

　キス神がみの公序良俗に反する言葉は無視して、僕は努めて明るく、

「ま、まあ、僕もまひるが忙しくないようなら一緒に付き合ってくれると……嬉うれしいな」

「えー？　嬉しいの？　もー、しょーがないなー！」

　まひるは何がそんなに嬉しいのか、胸を張って快かい諾だくしてみせた。
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　僕等らは一緒に街を回る事になった。目的地はショッピングモールだ。

「そこでプレゼントを買いたいんです」

　道すがら、水みず生おさんは言った。

「緋ひ奈な美みちゃんに贈ろうと思って」

「あれ？　加か瀬せちゃんって、もう誕生日だったっけ？」

　まひるがそう尋ねると、水生さんはちょっと眉まゆを寄せながら微笑ほほえんで、

「そういう訳ではないのですけど……」

　お祝い事だろうか？　緋奈美ちゃんに何か良い事でもあったのかな？

　水生さんは僕の顔を見る。

「私が選ぶより棚たな畠ばた君に選んでもらった方がいいかと思ってお願いしたんです」

「え？　そうなの？」

「ええ。緋奈美ちゃん、棚畠君の事、気に入ってるんですよ」

「そ、そうなんだ」

「私が棚畠君と仲良くなったとどこかで聞いたらしくて、それを自分の事のように喜んでくれたんです。あの……実は私、男の子と一緒にいると緊張してしまうんですけど、棚畠君とだと自然でいられて……それを緋奈美ちゃんは良い傾向だって言ってくれました」

　まあ、確かに彼女は最初、水生さんと関かかわりを持てた男の子として僕を認めて、応援してくれると言っていた。

「そんな風に緋奈美ちゃんを喜ばせてくれたのは棚畠君です。緋奈美ちゃん、棚畠君の事を褒めてました。……私、いつも緋奈美ちゃんに助けてもらってばかりでなにかお礼をしたいとずっと思っていて……。きっと、緋奈美ちゃんも棚畠君の選んでくれた物なら喜んでくれると思うんです」

「そ、そうかな？」

「その上、緋奈美ちゃんと仲良しの新にい月づきさんにもプレゼント選びを手伝っていただけたら、絶対に喜んでもらえますよね？」

　そう問われて、まひるは大きく頷うなずいて見せた。

「そういう事なら任せて！　加か瀬せちゃんの喜ぶものといったら、ええと……うん、そう！　ラッフルズのチーズケーキがいいと思うな！　一口サイズで美お味いしいの！　今、ソフト部の皆の間で流は行やってるんだ！　それを９人分とすると、いやいや監督の分も……大きい箱入りの奴やつを買っていくと喜ばれると思いますぞ……？」

「なるほど。そうなんですね」

　水みず生おさんは素直に頷うなずく。僕はまひるの脇腹を直角に突いた。

「あひゃん！」

「……それ、自分が食べたいだけじゃないの……？」

「わ、わたしがチーズケーキ食べたいからそう言っていると!?　失敬だな、在あり人とは！」

　明らかに目を泳がせながら、まひるは抗議してくる。だが、すぐに難しい顔になって、

「……ていうか、これ完全にお買いものモードだよね？　在人を誘った理由も……ねえ、これって最初からデートじゃないんじゃ？」

　言うな！　なんとなく僕も薄々感じてた事なのに！

　まひるは断言するように、

「在人、水生さんのプレゼント選びに付き合ってるだけだよね」

「……く……っ！」

　僕が屈辱の呻うめきを漏らす間に、水生さんはショッピングモールの案内板を見て、ラッフルズというスイーツショップの場所を確認している。

　と、そこへ、いきなり僕は柔やわらかい壁に押し包まれた。

「や～ん！　やっぱりアーリーちゃんだ～！」

　違った。押し包んできたのは、柔らかい先輩の肉体だった。

「何か可愛かわいい物センサーが超反応してたから気になって来てみたら！　街中で会うのは初めてだね～！　ふふふ、運命かな～？」

　いつも学校で僕をいじってくる先輩達の内の中心人物、夕ゆう陽ひ先輩だ。すごい嗅きゆう覚かく……！

　とか言ってる場合じゃ無い。いつものように過か剰じよう接触だ。今僕は、モデルかグラビアアイドルを思わせるような巨乳に埋まっている。夕陽先輩は僕よりずっと背が高いものだから、なんだか僕は自分が子供に戻ってしまったような錯覚を覚えてしまう。

「あ、あの……！　そういう事……困ります！」

　僕は必死で抗あらがおうとしたが、そうすると手がふよんふよんした何かに埋もれてしまいそうになり、それは往来に人目もある対外的にとてもまずいのではないかと高度に政治的判断、口先での抗議に終始した。

　しかし、先輩は僕の話など聞いていない。

「私、今日は元もと道みちショッピングモールでお洋服探そうと思ってきたんだよ～。ふふふ、でも丁度良かった！　アーリーちゃんも可愛い服のお店に連れて行ってあげる！」












「それはいいですね！　是非お願いしまーす！」

　僕と先輩の間に無理やり割り込んできて、まひるは僕等らを引き剥はがす。

「あら～？　あなたは？」

「後輩です。先輩の可愛かわいい後輩の一人ですよ！　可愛いお店に連れてってくれるそうで、よろしくお願いします！」

　まひるは先輩に雄々しく立ち向かう。

「……ふふふ、そういえば、よくアーリーちゃんと一緒にいる子ね～？　でも、今日はアーリーちゃんを初めてプライベートでお着換えさせてあげる記念日になるの。そして、いーっぱい写メ撮るのよ。あなたはまた今度ね～」

「そんな学校でならともかく、人目憚はばかる往来でべたべたするのは良くないと思います！」

　学校でならともかく!?

「え～？　アーリーちゃんも私と一緒の方がいいよね～？　ほら、いいって」

　僕の意思など聞いちゃいない。

　と、まひるは僕に向かって力強く頷うなずいて見せた。

「ここはわたしが食い止めるから、二人は行って！」

「まひる……それじゃまるで死亡フラグ……」

「わたしがこうしてついてきたのは、こういう時の為ため……きっと水みず生おさんといい雰囲気になるんだよ？」

　そして、親指をグッとしてきた。

「さあ、先に行って！　なあに、すぐに追いつく！」

「追いついてきちゃうの!?　二人きりにしてくんないの!?」

　と、疑問点はあったものの、ここはまひるの厚意を無む下げにはしない。僕は急いで、まだラッフルズの位置を探していた水みず生おさんを連れて、駆け出す。

「え？　あの？」

　水生さんは可愛かわいい目を白黒させ、足をもつれさせるようについてきた。

「あれあれ～？　アーリーちゃ～ん。待ってよ～」

「さあ、先輩！　ここにも後輩がいますよ！　是非、可愛いお店を紹介してください！」

「ええ～？　紹介してもいいけど、あなたには合わないっていうか～……」

「むがー！」

　なんか遠とお吠ぼえみたいのが聞こえた。
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「あの、どう、したん、ですか……？」

　大して走ったわけでもないのだけれど、水生さんは息を切らせ気味に囁ささやいた。

「こんな急に……その……」

　と、水生さんがもじもじするので、よく考えると、彼女の手を咄とつ嗟さに繋つないだままだと気付いた。慌てて、手を放す。

「ご、ごめん！　ちょっと、厄介事に巻き込まれそうだったから……」

「ちょっと、あんたら、誰かに追われてんの？」

　慌てた様子の僕等らに向かって、そんな声が投げかけられてきた。僕は声の主に目を向け、

「あ！」

　同時に声を上げた。その声の主は中学生くらいのツインテールの少女で、

「あー！　あんた、また会ったね！　ね？　ね？　覚えてる？」

　奇抜な着こなしをしていた。あの子だ。古本屋で一緒だった子。

「……おっと、そんな場合じゃないかな？」

　彼女は眉まゆを顰ひそめて、僕等の周囲を窺うかがう様子。きょろきょろと視線を彷徨さまよわせ、

「こっち来なよ。やり過ごすんならいい場所があるから」

　そう言って案内されたのはゲームセンターだった。大型店舗でプリクラやゲーム筺きよう体たいが立ち並んでいる。

「ここプリクラコーナーなら死角も多いし野郎連中は滅めつ多たに入ってこないから安心だよ」

　少女は悪戯いたずらに笑った。

「にひひ、あたしもよくここに隠れてやり過ごすんだ」

「どうもありがとう。ちょっと邪魔されたくなくて……助かったよ」

　僕は礼を言った。そして周囲の、ほとんど女子ばかりの環境に戸惑う。

「で、あんたら何かやらかしたの？」

　少女は目を爛らん々らんと光らせて、僕等らの顔を見比べてきた。興味津々といったところか。

「このくらい可愛かわいい二人組だと、馬鹿が寄ってくるもんね。あ、ねえねえ！　あたしも混ぜて！　あんたらと一緒だと目立ちそう！」

　少女はそこで目一杯胸を張り、

「そういえば、まだ名前知らなかったっけ？　あたし、五十鈴いすず。いつもここら辺で遊んでて、色々詳しいよ。あんたと連れの子は？」

「……えーと……彼女は水みず生おメルさん。で、僕は棚たな畠ばた在あり人と……」

「メルに、アリト？　ふーん、あんたのは女の子っぽくない名前だね」

　て事は、男らしい名前って事かな！

　五十鈴は僕を遠慮ない眼まな差ざしで上から下まで見回して、

「前会った時から思ってたけど、在人って可愛いのに男子っぽい服ばっかだね？　それがポリシー？　今日のは少し女の子っぽいけど……」

　……あれ？　まさか……この子、とてもひどい勘違いをしているのでは……？

「……あー、僕、男なんだけど」

「にひひ、面白い、なにそれ！」

　五十鈴は口の端を片方だけ上げて笑った。それから僕の沈黙を前にして、

「……マジで!?　詐欺じゃん!?　お金取れるレベル！」

　目を丸くして見せる。

「マジかー。今までずっと女の子だとばっかり思ってた……」

　と、僕の方を見ていた水生さんが、はっとしたように息を呑のみ、

「棚畠君は女の子に優しい、とても格かつ好こいい男の子なんです。五十鈴さんも棚畠君と一緒にいればすぐわかると思いますよ」

　僕の事をフォロー……してくれてるのかな？　ていうか格好いいって言ってもらえた!?

　内心喜ぶ僕をよそに、五十鈴は感心した風な声で、

「へええ……。……でも、やっぱり可愛いの方が強くない？　いいな～！」

「え？　いいなって……」

「だって、いいじゃん！　男とか女とか関係なく可愛いのは可愛いんだし！」

「いや、僕、別に可愛いとかそういうの自分に求めてないし……」

「それ、勿もつ体たいないなー！　在人のその価値は誰だって認めるって！　たとえ誰でも……そうだ！　それ証明してあげる！　……ふふん、そうだ、そうしよっと！」

　悪戯いたずらそうな笑みを浮かべた。

「……にひひ。ねえねえ、ちょっとそこで待ってて！」

「いや……ちょっと？」

　僕等らをこの場に残して五十鈴いすずは駆け出していってしまう。

　何なんだろう、あの子。僕等を助けてくれたって事は悪い子じゃないんだろうけど……。前から遅い時間に街中で会うけど、いつもこういう場所に居るんだろうか。中学生くらいの女の子で、こういうゲームセンターに一人で入り浸っているっていうのは珍しいと思う。普通あのくらいの女の子は友達同士でしかゲームセンターには入らないんじゃないのかな。

「行ってしまいましたね……」

　水みず生おさんも呆あつ気けにとられ、五十鈴が駆け出していった方向に視線を彷徨さまよわせている。

「ちゃんとわかってもらえてると良いのですが……」

「ていうか、水生さん、さっき、僕の事、格かつ好こいい男の子って……」

「は、はい、お気に召しませんでしたか？」

　心配そうに眉まゆ根ねを寄せている水生さんは、僕の顔をじっと見つめてきた。

「い、いや、お気に召さないわけ無いよ！　いや、その、優しいな、と思って」

　水生さんは小首をかしげて見せる。

「僕が女の子扱いされるのを見て、フォローしてくれたんだよね？　水生さんは本当に優しい子なんだね」

　……あれ？　沈黙が続く。水生さんは俯うつむいてしまっていた。

　気まずい。

「あ、あれ？　ご、ごめん、変な空気作っちゃった……？」

「……違うんです」

　水生さんは小声で囁ささやいた。

「……私、優しくなんかないんです」

「え、でも、優しいよ？　それに、誰にでも優しいって皆言ってるよ」

「……私はただ、嫌われるのが怖いだけ」

「え？」

「わかってるんです、自分でも。私は誰にも嫌われたくないから、誰にでも優しくしてる振りをしてるだけ……そういう子なんです」

　水生さんは俯いたまま、顔を上げようとしない。

「誰からも嫌われたくないから、面倒事とか全部自分で引き受けて……それを見ていた緋ひ奈な美みちゃんが皆に注意しようとしてくれたのに、それで喧けん嘩かになったりしたらと怖くなった私は緋奈美ちゃんを止めたんです。そうしたら、緋奈美ちゃんに皆の顔を窺うかがうばかりじゃダメだって言われて……私、そういう子なんだって初めて気付きました。こんな私じゃ緋ひ奈な美みちゃんに嫌われちゃう。だから、緋奈美ちゃんの喜ぶ事をしてあげたくて……」

　俯うつむいていても、彼女の顔が紅潮しているのはわかった。

「……棚たな畠ばた君と仲良くしたのも、そう。緋奈美ちゃんが喜んでくれるから……。それに、棚畠君に喜んでもらえるから、私の事を好きだって言ってくれた棚畠君に嫌われたくないから……だからしてただけ、なんです……。人の気持ちなんか考えていない、全部自分が嫌われたくないってだけの恥ずかしい子なんです、私……」

　いつも控え目に微笑ほほえんでくれていた水みず生おさんが今。

　僕の前で初めての言葉を漏らしていた。

「……私、優しくなんか、全然、ないんです……っ。なのに、そんな風に……申し訳なくて……。騙だましてる、だけなのにっ！」

　これまでの水生さんの行動は、嫌われたくない、という気持ちの表れだったのだろうか。

　今日、まひるを同行させたのも、まひるに嫌われたくなかったから……？

　僕とまひるで喧けん嘩かみたいにしてたのを止やめさせるため？

「……争いが起きるくらいなら、自分が一歩引く事でそれを避ける……。水生さんのやろうとしている事はそういう事なのかな」

　僕は独り言のように呟つぶやいた。緋奈美ちゃんは、水生さんのそういう自分を犠牲にしてしまう所を知っていて、だから心配しているんだろうか。

　水生さんは肩を落とし、今にも消え入りそう。

　僕は思わず、自然に口を開いていた。

「……水生さんは、よく頑張ってるよ。見ていれば、わかる」

　水生さんの顔が上がる。

「僕にも、人にこう思われたい、こうは思われたくないって気持ち、あるもの」

　男らしく思われたい、女の子として見て欲しくない……そういう気持ちがすごくあった。

「だから、水生さんが人から嫌われたくないって思うのも理解できる。そして、その為ために頑張ってしまうのも……僕自身に置き換えて、わかるよ」

「……こんな私、恥ずかしくて……こんな事じゃダメだって……」

「水生さんはダメじゃない」

　僕は静かに告げた。

「そんな風に頑張れる水生さんは何も悪くない。人から嫌われたくなくてその為に頑張る、頑張れる……そんな水生さんの気持ちも行動も……偉い！」

　僕は断言した。

「辛つらい仕事も引き受けて頑張ってきたんだよね？　よく頑張った……！　そんな風に自分を犠牲にできる人がどれだけいるだろう？　やっぱり、水生さんはいい子だよ！」

「……そんな……そんな……」

　水みず生おさんは戸惑っているのか、顔を赤らめたまま右往左往した。

「私、そんな風に言ってもらえるような良い子じゃ……」

「僕が言うよ！」

「……そんな……」

　頭から煙でも発するみたいに真っ赤になって、水生さんはまた俯うつむいてしまった。

　あ、僕が勝手に盛り上がって、余計な事言って傷付けてしまったか……!?

「あ、あの、ごめん、水生さんの気持ちわかるだなんてわかったような事言っちゃって」

　そこへ素すっ頓とん狂きような声が響いてきた。

「わーお！　マジでレベル高たけぇ！」

　チャラそうな男が一人、僕等らのいるプリクラコーナーの一角に足を踏み入れてきていた。男は滅めつ多たにここにはやってこないはずじゃなかったの？

「はじめまして！　キョウイチです！　五十鈴いすずは？」

　名乗ってからきょろきょろし出す。

「あいつ紹介してくれるって言ったのに……ま、いっか！　アルトちゃんってどっち？」

「……誰？」

　僕と水生さんは顔を見合わせる。この男の人、誰かと間違えている……？

「あれ？　アリトちゃんだっけ？」

「……在あり人とは僕だけど……」

「マジか!?　しかも僕っ子か!?　キミ、さいこーだね！」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って!?　何言ってんの!?」

「なにって、今日は君みたいな可愛かわいい子と出会えて本当に嬉うれしいよ」

「何を勘違いしてるのか知らないけど、僕は君の事なんか知らないよ!?」

「まーたまたぁ！　五十鈴から、すっごい可愛い子がいるからって連絡あって、バイトも切り上げてすっ飛んで来たんだぜぇ？　今日は君が呼んでくれたんだろ？　呼んでくれてありがとね！　早速キスしていい？」

「なに言ってんだこいつ!?」

「お主……っ！　そういう方向へ行くのはダメだぞっ!?　いくら女の子とキスできないからって自や棄けになるな！　死ぬぞっ！　妾わらわがっ！　多分即死っ！」

　キス神がみの喚わめき声。一方、チャラそうな男は僕の肩に手を置いて、甘く、囁ささやく。

「俺、尽くすタイプだから何でも言って？　どんな願いも容易たやすく聞き流してあ・げ・る」

　ダメだ、こいつ……っ。

「あの……っ！　在人君嫌がってます！　やめてください！」

　水生さんが必死に縋すがるようにする。

「お～、君も可愛かわいいね～！　けど、ごめんな～？　俺、浮気はしない一いち途ずな真まっ直すぐちゃんだから、君とは付き合えないんだ」

　めんごめんご！　と軽く頭を下げつつ、チャラい男は僕にべたべたしてきた。

「やめ……っ！　ぼ、僕は男だぞ！」

「ナイスジョーク！　受ける～！」

「本当だってば！」

　僕も必死だ。

「ははは、あんまりジョークもしつこいと笑いの鮮度が落ちちゃうぜ～？」

　そう笑いつつ、次第にその笑いが半笑いになり、口が閉ざされ、

「……マジで……？」

　真顔。

　僕は無言で頷うなずく。

　人ってこんな風に顔色を変化させられるんだ、と感慨深いものを感じさせる勢いで、チャラい男の顔から血の気が引いていった。ざーっ、という血の気の引く音すら聞こえた。

「お、俺……俺、男を口説いて……」

　ショックを受けるのはこっちの方だ。と言ってやりたかったが、あまりに気分が悪そうなので黙っておいてあげた。

「あ、もう来てる！　早いな!?　連絡して速攻とか」

　陰からびっくりしたような声を上げて出てきたのは五十鈴いすずだ。

「で、どう？　女の子好きのプロとか言ってるあんたから見てもマジで可愛いっしょ？」

「……五十鈴……！　よくも、騙だました……騙したなあああ！」

　チャラい男は絶叫した。五十鈴は、は？　と首を捻ひねり、

「騙すって、何を？」

「俺、男は大っ嫌いなんだよ！　なのに、あんなに触っちまって……！　こんな、こんな可愛い顔して男……男にべたべた……！」

「はあ？　あたし、可愛い子が居るって言っただけじゃん？　女の子だなんて一言も言ってなくない？」

「こんな可愛かったら普通女の子だろ!?　なのに……！　こんな、こんな残酷な仕打ち……！　あ、ああ、あんまりだぁああぁぁ！」

「何言ってんの？　あんただって可愛いって感じたんでしょ？　なら、その感覚を信じろ！　フォースだよ、フォース！　相手が実は男の子だからって、可愛いと感じた自分の感性は捻ねじ曲まげんな！」

　それから五十鈴は僕に向き直り、

「ね？　在あり人との可愛さはこんな奴やつにも通じるんだよ？　これってすごい事だと思わない？　世界にだって通用するんじゃん？　それって立派な個性で価値ある事……！　具体的にはお金になるくらいの価値がある……！」

　つまり、五十鈴いすずは僕の可愛かわいさとやらをこの男を使って証明したかったらしい。女の子相手だとべたべた馴なれ馴なれしく接するこの男にはいい薬だったのかもしれないが、それに巻き込まれた僕や水みず生おさんはいい迷惑だ……！

　だが、本当の迷惑はこの直後に来た。

「……う……」

　チャラい男が突然口くち許もとを押さえたかと思ったら、

「お、おぅえぇぇぇぇぇっ！」

　口から噴ふん射しやされたものが弧を描きつつ、宙を舞う。

　……吐くほどかっ!?　そこまでショックだったかっ!?

　そして、その吐しゃ物の放物線は……、

「……え？」

　何の罪もない水生さんに向かって、

「危ないっ！」

　僕は間一髪、水生さんを押おし退のけた。

　びしゃ、と湿った音を立てながら、チャラい男の内容物がツルツルの床に広がる。僕も危うい所でそれらを避ける事が出来た。

「ちょ、吐くとかシャレになんないよ!?」

　五十鈴が慌てて身を翻す。僕も慌てて水生さんに振り向いて、

「大丈夫だった？　どこかかかって……」

　その際、足の端が吐しゃ物の池の中に入ってしまった。ずる、と僕の足が滑る。

　あ、と思う間も無い。僕の視界が一転し、天井の照明が眼めの中いっぱいに入ってきて。

　強い衝撃を頭に受けた。音は聞こえなかったと思う。

　そして、視界が暗転した。





　　　◆






「……お主よ」

　頭の上でキス神がみの声がする。

　僕は目を開けた。沈ちん痛つうな面持ちのキス神が僕の目の前に浮いていた。

「妾わらわ、言ったよな……？　五人とキス達成できなかったらどうなるか……」

「う、ううん？」

「なのに、お主ときたら！　五人とキスどころか、たった一人としかキスできないとは……！　酷ひど過すぎる……」

　キス神がみは眉み間けんの間に指を添え、やれやれ、と首を振る。

「これじゃあなー、妾わらわも本意じゃないんだけど、呪のろいだからしょうがないよね？　……これからお主には女の子になってもらう」

「ま、待ってよ!?　そんなの困る……！」

「いつまでも男でいられると思うなと、妾何度も口が酸っぱくなるほど言ったよな？」

「……そうだっけ？」

「言ったの！　……まあ、女の子になったお主は今後、男達からむちゃくちゃキスされまくる事になるけど、自業自得だよね？」

「嫌だよ!?」

「じゃあ、女の子になって、これから一生、ずーっと永遠に一人ぼっちで、誰にもキスされずに老いて死んでいく事になるけど仕方ないよね？」

「な、なんでそんな事に……」

「だーって、女の子になる以上、男とキスしたくないって言うのなら、もう誰ともキスできない道理だと思わんかね……？」

「お、女の子になっても、女の子とキスすれば……それで五人とキスしたら元に戻してくれたりしないの？」

「お主はアホの子なのか？　女の子同士でキスって、そんなのじゃれあいの遊び以外でも滅めつ多たにあるこっちゃねえんですよ？　考えてみ？　男同士でキスしたりとかよくある事か？　テレビや漫画の世界じゃあないんだ……それに同性同士のキスなんて絶対認めないからな！　それ、全然美お味いしくないし！」

「美味しい？」

「同性同士のキスで得られる感情の揺らぎは妾の口には全然合わないって事だよ！　まだまだお子様の味覚だからね！」

「なんだかよくわからないけれど……とにかく、女の子化なんて嫌だ！」

　それに対してキス神は小学生女児のような憎ったらしい声色で、

「静かにしてくださーい。我がまま言わないでくださーい。嫌だって言われてもなー。キスしろって言ってるのに、キスを拒み続けた報いだもの。キスするチャンスや強引に行く場面はいくらでもあったのに、そうしなかったのはお主なのだぜ？」

「だって、それは……そんな無理やりとかは……」

「お主、キスしたくないんだろ？　だから、妾はキスの神様としてその願いを聞き入れてやるよ。女の子となって、今後誰ともキスしないで過ごす一生を送ればよいよ」

　そんな……僕はもう一生誰ともキスもできず、一人で生きていかなきゃならないのか？

　女の子になって……。キスできないなんて……。

「キス……」

「んー？　なんか言ったかお主？　声が小さくてよく聞こえませーん！」

「キスしたいです……」

「あ～？　聞こえんなぁ～？」

「キスしたいですっ！　女の子になんか、なりたくないっ！」

「よーっし！　その言葉忘れんな！　吐いた唾つば飲まんとけや、こらー」





　　　◆






　僕はぱちりと目を覚ました。

　夢……？　やけに生々しい夢だったような……。

　いや、まだ夢は継続中なのかな？　なんか生々しい吐息が僕の顔をくすぐって……。

「……え？」

　夢の事など僕の頭の中から吹き飛ぶ。

　僕の目の前に水みず生おさんの顔があったからだ。瞼まぶたをぎゅっと閉じ、少し震ふるえていた。

　鼻び孔こうをくすぐるこの香りは、柑かん橘きつ系けいのシャンプーの香りだろうか？

　そして、僕の唇くちびるを覆う感触……柔やわらかく、温かい……これって……？

　そっと控え目に触れているだけなのに、僕はその感触に身震いする。

　背筋を羽毛で撫なでられたみたいに身体からだが反応してしまった。腰が抜けそうな感覚。自分の身体が勝手に反応するのを抑えられない。

　くすぐられて、自分の意思では制御できずに身み悶もだえしてしまうような、恥ずかしさともどかしさを感じる。

　でも、それは決して不快ではない。むしろその逆で……。

　僕の身動みじろぎが伝わったのか。

　はっとしたように、水生さんの瞼が開いた。

　当然、僕と目が合う。

　その瞳ひとみの奥に羞しゆう恥ちの色が浮かぶのを見た。でも、それは僕も同様だったろう。

「……あ……」

　と、どちらからともなく、僕等らは身を離す。

　まるで悪戯いたずらの場面を見つかった子供のようにばつの悪い感じ。

　でも、確かに。

　確かに僕は水生さんとキスをした。






　　　第３章









　ぎこちない沈黙が続いていた。

　僕は簡易ベッドに横たわっている自分にようやく気付く。

　水みず生おさんはその脇のパイプ椅い子すに座っていた。

　さっきまで、そのパイプ椅子から身を乗り出し、僕に覆いかぶさるようにして……。

　でも今は。

　水生さんは座ったままぎゅっと膝ひざの上で拳こぶしを握りしめているだけだ。いや、俯うつむいて顔を赤くもしている。

　……あれは一体どういう状況だったんだろう？　水生さんが何な故ぜ僕にキスを……。

「あの……っ！」

　絞り出すような囁ささやき声ごえ。それは俯いた水生さんから洩もれ出ていた。

「在あり人と君、さっきゲームセンターの中で転んじゃって……」

　……そうだった、いきなり吐かれて、それに足を取られて転倒したんだっけ……。

　鈍い痛みが頭に走った。さっきまでキスでいっぱいで痛みなど感じなかったのに。

「それで、僕はここで寝てたってわけか……って、ここどこ？」

「ショッピングモール内の医療施設とかで……今、先生が来ると思います」

「今、ここには僕と水生さんだけって事？」

「はい……。……心配したんですよ」

　水生さんの顔が上がった。困ったような顔だった。

「もしかして、打ち所が悪くてこのまま目が覚めないんじゃないかって……だから……」

「？　だから？」

「その……願掛けをしたんです」

「願掛けって？　お祈りみたいなもの？」

「ええ、お祈りです。……私が、その……したら、きっと在人君は目を覚ますって……」

　……んん？　それって……キスの事？

「へ、変な事をしたってわかってます、わかってますよ？　でも……なんだかそうしないと在人君が二度と目覚めない気がして」

　キスで目覚めるとかロマンチックかつメルヘンだ。物語ならこれは運命のキスで、以後二人は幸せに暮らしましためでたしめでたし、でハッピーエンドだろう。ただ問題は、僕が王子じゃなくて眠り姫だった事だけど。

　あと、今気付いたけど、水生さん、僕の事を名前で呼んでくれている。

「あの……在人君が目覚めてくれるのなら、たとえもう全すべての人に嫌われてもいいって思って……そうしたら……その……」

　水みず生おさんは再び真っ赤になって俯うつむいてしまった。

　僕も身体からだが熱くなった気がする。頬ほおに血が上っているのが感じられた。

　再び、ぎこちない空気。

「ど、どうしてそんな事になったのかな……」

　だが、それはふと水生さんがあの控え目な微笑ほほえみを浮かべてくれた事で霧散した。

「……私、嬉うれしかったんですよ」

「嬉しかった？」

「在あり人と君が私の事を好きだって言ってくれた時。でも、これはどういう意味の嬉しい気持ちなんだろうって、ずっと思ってました」

　僕は首を傾かしげる。どういう話だろう？

「在人君に好きって言ってもらえて、それは在人君に嫌われていないとわかったから嬉しかったのか……それとも私の中にも在人君を好きだという気持ちがあるから嬉しかったのか……わからなかったんです」

　別に僕の事が好きなわけじゃなかったかもしれない、という事かな？　単に嫌われていないから嬉しかった？

「……だから、それを確かめてみようと思って、キス、したのかも……そうする事で私の嬉しいが何に対する嬉しいだったのか、わかると思ったんです」

「……それで、わかったの？」

「はい……」

　僕の手がひんやりしたものに包まれた。それだけで背筋がぞくぞくしてしまう。

　水生さんは僕の手をしっかり握っていた。離すまいとするかのようにしっかりと。

　それだけで彼女の気持ちが伝わってきたような気がする。

「……最初は嫌われてないから嬉しかったのかもしれない。けど、今はそんなの関係ありません……」

　こてん、と水生さんはその小さな頭を僕の胸の上辺りにもたれかけさせてきた。横になっている僕に上目遣づかい。

「……私が嫌われたくないだけの子だって知らされても、受け入れてくれた……そんな風に接してくれる男の子は初めてだったから……もう、その時点で、私……こうなりたかったんだと思います」

　僕等らは見つめ合う。と、僕は気付いた。彼女の瞳ひとみの形がハートマークに見える……？

　僅わずかに。僅かずつ。まるで小動物が餌えさににじり寄るかのように、水生さんは恐る恐る僕に顔を近付けつつあった。薄くピンクに染まった頬は恥じらいを含みつつ、

「……」

　それでも僕と触れ合おうと勇気を振り絞っていた。僕は息を潜めてしまう。もし、僕が急に身動みじろぎでもしたら、すぐさま怯おびえて飛びのいてしまうのではないか。そんなドキドキをはらみながら、彼女を見つめる他なかった。

　そして、今や。水みず生おさんは文字通り目と鼻の先だ。彼女の息いき遣づかいを唇くちびるで聞いた。彼女が待っているとわかる。あの水生さんが……。僕がいつも見ていた彼女。それがすぐ手の届く所に居る。いや、唇の届く所に。それを意識すると頭の芯しんがカッとなった。アドレナリンとかの所せ為いだ。大好きな子が目の前に居る。僕は湧わきあがる気持ち──ムラムラと逸はやる衝動──を抑えられない。この小さな唇に触れたいという強い欲求──！

　僕も勇気を出す。小鳥のような彼女を怯えさせないようにそっと動いた。そして、彼女の温かさと柔やわらかさといじらしさを唇で知る。ささやかな音と共に彼女の事を良く知った。

「……んぅ……っ！」

　彼女は身を捩よじらせた。まるで痛みを感じ……いや快楽に貫かれたかのように。僕はその反応にむしろ煽あおられ、もっと彼女を知りたいと思った。もっと彼女の中に入りたいと。

　僕はゆっくりと水生さんの唇を味わい続けた。すると次第に彼女の強こわ張ばりが緩んでいくのがわかる。ちゅっ……ちゅ、とリップ音を繰り返す内に、

「……ぅ……ん……」

　弛し緩かんした喘あえぎ。今なら……！　そこで、僕は彼女の口を舌でこじ開ける。不意を突いた。彼女はその初めての感覚に敏感だった。












「!?　……んんうっ……！」

　そんな喘あえぎも僕は飲みこんで、深く深く舌を絡める。彼女の身体からだが逃げるように跳ねた。だが、繋つながった舌は彼女を逃さない。

「ちゅ、くちゅ……れろ、ちゅるっ、じゅるっ！　んむぅっ！　……ん……はぁ……」

　そうして、ようやく僕から解放された水みず生おさんは消しよう耗もうしたような息を吐つく。突然の僕の侵入に少し驚き、でももっと多くを求めるような眼まな差ざし。

「……変です、こんな……」

「何が？」

「……こんな……キスってこんなだなんて……」

　そして、押し黙る。でも、その伏した目の奥に僕は見た。言いたい事があるのに言い出せなくて困っている大人しい子供のような目。その葛かつ藤とうを。そんな風にしてしまった責任が僕にはある。責任……取らなくちゃ。彼女を抱きしめて安心させてあげたくて……だから、僕はもう一度彼女と唇くちびるで交わろうと……。

　動いたのは同時か。呼吸を合わせたように僕等らは、つ、と顔を近づけていく。と、

「在あり人と、大丈夫!?　転んで怪け我がしたって聞いたよ！」

　まひる、本当に追いついてきた!?

　慌てふためいた様子のまひるが医療室に入り込んでくるのを見て、僕と水生さんは三メートルは瞬間移動したんじゃないかと思うくらい距離を取った。

　こうして、僕は大事を取ってまひるに連れられ家に帰る事となった。

　結局、水生さんはラッフルズのチーズケーキを買えたんだろうか……？





　　　▽






　その夜、僕は自室内で正座させられた。キス神がみが偉そうにふんぞり返っている。

「お主、自分が女の子になるっていうのがどういう事か……ようやく実感として考えられるようになったみたいだな？」

「……あれ？　なんでお説教されてる風になってるの？」

「それはもちろん、神様である妾わらわが無む知ち蒙もう昧まいな豚野郎ちゃんであるところのお主を教え諭さとす、大切なお話をするからです」

　酷ひどい言われよう。僕は何か言い返してやろうとキス神を見つめ、

「……ところで、君、何か薄くなってない？」

「な!?」

「なんか最初に見たときより色いろ褪あせしてるっていうか……まるで古ぼけてきてる？」

「神捕まえていきなり中古呼ばわり!?　……くく……舐なめんなよっ!?　ふんぬ……っ！」

　キス神がみが裂れつ帛ぱくの気合を込めると、

「おお……っ！　綺き麗れいになったね、心以外」

「よーし、戦争しようか？　ラグナロクる？　妾わらわの心以上に美しい物はないんだよ？」

　さっきよりはっきりくっきり見えるようになったキス神は咳せき払ばらいをし、

「……余計な事で話の腰を折られたが本題に戻るぞ。お主、キスって気持ちよかろう？」

「え、いや、その……」

「キスしたく無いんか!?　気持ちいいからキスしたいって思ったのだろうが！」

「は、はい……」

　キス神の剣けん幕まくに押されて、僕は首を縦に振る。

「そうそう、素直に認めれば良いのです……キスの気持ちよさを知った今！　最も早はやお主はキス無しの人生など考えられまい！」

　キス神は大おお仰ぎように構えて、

「お主はまたミント味の娘や長い髪の娘とキスしたいと思うか？」

　ミント味って緋ひ奈な美みちゃんで長い髪って水みず生おさんの事だと思うけど……。

　と、キス神の言葉に、緋奈美ちゃんの柔やわらかでミント味の唇くちびるが……中が熱くて、絡む舌の感触が口の中に蘇よみがえる。それに水生さんと繰り返し交わしたキスの音……秘めやかでくちゅりと湿ったあの音の繰り返しも耳の中で残響のように響いた。……ドキドキした。

「う……うん、キス……したいです」

「くくく……かかりおったわ……だが、その気持ちは正しい！　圧倒的に正しい！　全すべての人はもっとキスしたいキスされたいと思うべきだからな！」

　力説するキス神は、そこでにやりと笑う。

「そして、お主がキスしたいと思っているのと同様、ミント味と長い髪もお主とキスしたいと思っておる。キス神たる妾の力によりお主とのキスが忘れられなくなっているからな」

「それ、前も聞いたけど……ほんとなの？」

「キスによる快楽中枢への刺激に耐えられる者などおらぬ。もう病みつき、キスまっしぐらよ！　だが、それもお主が男のままで居られればの話」

「……なんだか話の雲行きが俄が然ぜん怪しくなってきたよ？」

「お主が女の子になったら、あの二人はお主とはもう二度とキスできまいよ。あの娘達が究極に男らしくなくなったお主、つまり女になったお主を見たらキスしようとは思わなくなるだろうな。だって女の子同士だしー。キスしたいのにできないとか地獄の苦しみ？」

「むむむ……」

　女の子になったらもう二度と水生さんとキスできない……それは嫌だ！

「さあ、わかったであろう……？　お主は自分の為ため、そして何よりお主とのキスでキスを渇望するように成り果てた娘達を救う為ために、女の子化してはならんのだ！　そして、その為にはもっと本気で五人の女の子とのキスを達成しようとしなければならん！」

　つまり……僕は五人の女の子とキスをするけれども、それは女の子達の為でもある……。

「そうそう！　これからお主は節操無く女の子達とキスするけど、それは浮気とか性欲の赴おもむくままにとかじゃなくて、キスの素晴らしさをより多くの人に理解させるための正義の行いなんだから気にせずどんどこちゅーしまくれって言いたいの、妾わらわは！」

「そんな言われ方したら、キスし辛づらくなるよ!?」

　……とはいえ。僕も、女の子になりたくないというのは本音だ。キスしたいから云うん々ぬんはとりあえず抜きにしても、女の子になってしまうのは御免こうむる。ならば、キス神がみの言うように本腰を入れて次の女の子、三人目のキスの相手を探さなければならないだろう。

「いいぞ、お主！　その調子だ！」

　僕の横で応援しているうるさくて小さいのは無視するとして……だが、誰なら僕とキスしてくれるだろう？　そんな子いるか……？

　こんな、女の子といっぱいキスしたいんだけどどうすればいい？　みたいな恥ずかしい話、どう解決したらいいのか……。誰にも相談できないし……。

　……いや。

　やっぱり僕はこういう時、つい頼ってしまうのだ。





　　　▽






「まひる、相談が……って、なにその格かつ好こう!?」

「ちょ……っ！　まだ心の準備……っ！」

　ベランダ越しにまひるの部屋に上がり込んだ僕は、部屋の中で下着姿のまひるを見て、驚いた。いや、下着姿なのはいつもの事なのだけれど、その下着が……。

　いつものただのずぼらで下着姿で過ごしているといった風ではなく、なんというか……勝負下着っぽい。スポーツブラみたいなものではなく、赤やピンクの装飾過か剰じよう、かわいい下着だった。今までまひるがこんなのしてたの見たこと無い。

「ど、どうしたの、それ？」

「きょ、今日、買って来たんだよ……。在あり人と達がショッピングモールでいちゃいちゃしてたその時、あの先輩を食い止めるためにね！」

「話がわからない」

「うう……えーと、ね……」

　要約すると、僕をいじってくる例の夕ゆう陽ひ先輩に無理やり可愛かわいいお店とやらに連れて行ってもらい、そこでこの下着を買わされたということらしい。

「本当に可愛かわいくなりたいならまず下着からって……ほ、ほんとはこんなの全然欲しくなかったんだけどね！」

　そうか、それは無駄な出費をさせてしまったなあ。まひるは僕と水みず生おさんを逃がす為ために犠牲になってくれたのだ。

　ふと、床に目を落とせばガールズ系の情報誌が広げられていた。可愛い服のブランドや読者モデルの着こなし術みたいのが特集されている。

　その開かれたページの煽あおり文句に目を引かれてしまった。

『好きな人を振り向かせる為のガチモテ勝負下着！　好き過ぎて全部見せちゃう激カワシュガーインナー！』

　……勉強してるっぽい!?　っていうか付ふ箋せんとか張ってるしノリノリか!?

　なんだか、胸がもやもやした。なんでそんな可愛いブラとか買って、試してるんだろう。

　好き過ぎて全部見せちゃう……誰に見せるつもりなのか？　もしかして、告白されたとかいう猿えん遠どうに……？　そう考えた途端、妙に息苦しくなった。想像すると……胸が痛い。

　兄妹きようだいのように仲良くしてた相手が、誰かと恋をしてどこかへ行ってしまう……。

　家族が家族じゃなくなってしまう感覚とでもいうべきか。僕の知っている、小さい頃のまひるはもう居ないんだと気付かされてしまう痛さ……。あの頃の、僕となんでも一緒だったまひるは失われてしまったのか……。

　何か嫌だな、というのが僕の本当の気持ちだった。

　でも、それを正直に口にするのは憚はばかられてしまう。そんな事で動揺する姿を見せてしまうのはあまりに子供じみているように思えた。

　誰だってこうやって大人になっていくのだろうから、いちいち拘こだわるのは恥ずかしい。

　だから、僕は平気な顔をする。

「あ、あの……相談事があるんだけど……」

　まひるは僕の顔をじっと覗のぞきこんできた。真剣な眼まな差ざし。

　……なんだかいつもと違う……？

「……なんだかいつもと違わない……？」

　まひるが僕の目を見ながら呟つぶやいた。……どうやら、僕は思っていたほど平気な顔をできていなかったらしい。可愛い下着姿への動揺か、まひるが失われてしまうという怖おそれか、それらが顔に出ていたようだ。

「……いつもと違うって、何が？」

「……何か……わたしがこんな恰かつ好こうしてても今までそんな顔した事なかったよね……？」

　まひるは、なぜか僕の目の前で大きく伸びをして見せた。すらりとした肢し体たいが僕の前で伸びる。ブラは丸見えだ。

「……この姿、何か気になる……？」

「べ、別に？　ぜ、全然？」

　そう言いながらわかった。僕が動揺している事、まひるに完全に伝わってしまっている。

　それを受けて、まひるはどう思ったのか。僕が何に動揺していると思ったのか。

「……わたし達は姉弟きようだいみたいなものなんだから……」

　まひるの顔は赤らんでいるように見える。

「絶対に一線は越えちゃいけないんだよ？　超えたら……姉弟じゃなくなる。もう一緒にいられなくなるんだからね？」

　いや、違うから！　一線なんて越えないよ！　まひるの事をそういう目で見る事なんかあり得ない……と、言おうとして、一瞬声が出ない。

　本当にそうだろうか？　という心の声が囁ささやいたからだ。

　当たり前のように一緒に居られたのがそうでなくなってしまう……？　まひるを女の子として意識したら……今までみたいではいられなくなる。まともに顔を合わせられない。

「そ、そんなの当たり前っていうか……変な事言い出すの止やめてよ、まひる」

「……意識していない？　わたしの事」

「は、はあ!?　何言ってんのさ……？」

「……ふうん？　この姿見ても……別に気にならない……んだね？」

「そ、そりゃあ、下着姿はいつもみっともないって気になってるけど……」

　まひるは口をへの字に結んだ。

「……あっそ！　じゃあ、テストしようか？」

「な、なに？　何を？」

　まひるが僕の顔に、そっ、と手を添えてくる。柔やわらかく、温かい手。

「……これはテストなんだからね……？」

　まひるはその身体からだを僕に預けてきた。しなやかな身体が僕にぴったり張り付く。

「ちょ、ちょっと待って待って!?　何のテスト、これ!?」

「わたしを女の子として意識しないで居られるかテスト。そういうテストだから……わたし、在あり人との気を引くような事言うかもだけど、引っかからないでよ……？」

　僕の目と鼻の先にまひるの顔があった。見慣れた顔。

　赤く色付き、眉まゆ根ねの寄った、見慣れぬ表情。

「わたしね……在人と加か瀬せちゃんの……その、キスを見た時、息が詰まるかと思った」

「あ、あれは、その」

「……気付いちゃったんだよ……わたし妬やいてた。どうしてわたしじゃないの？　って」

　荒い息いき遣づかいが聞こえた。

「……わたし、在人の事、好きなんだって……」

「え」

　その息いき遣づかいはまひるのものか、僕のものか、その両方か。いつもの僕なら、冗談やめてよ、と押し返すところだ……なのに……。僕の両手はまひるの肩を抱く寸前で躊ちゆう躇ちよしていた。今、まひるに触れたら……なんだかよくわからないけれどヤバい気がする……！

　唇くちびると唇の距離は数センチ。もし、舌を伸ばせばその距離はゼロになる。

　鼻先は触れていた。

「在あり人とは……わたしの事、どう思う？」

「僕は……まひるの事、大事に思ってる……よ？」

「……それってわたしにどういう存在であってほしいの？　家族みたいな……姉弟きようだい？　……幼おさな馴な染じみ？　でも、もしここでわたし達キスしちゃったら……もう家族みたいな関係じゃなくなっちゃうんだからね……？　じゃあ、テスト開始……」

　ええっ!?　まだテストは始まってすらいなかったとは……！

「……ねえ、キス……しよっか……？」

「お、ちょ、な、なに言って……!?」

「……わたし、すごく我慢してきたんだよ。でも、もういいよね？　キス……して？」

　まひるは頭がおかしくなってしまったのか!?　キスしたら、僕等らは家族じゃなくなるって……！　空気みたいにいつまでも一緒に居られるのが当たり前だと思っていたまひるが……！　そういう仲じゃ居られなくなるって、まひる自身言ってたじゃないか……！

「来たぁーっ！　ハッスルキッスるターイム、スタァートォーッ！」

　キス神がみが喚わめき散らし始めた。

「労せず三人目とキス達成だ！　良かったなお主！　向こうからキスしてって言ってるんだから、合法です！　何の事件性も無くキスできるぞ！」

　うるさいだまればかー！　と僕は心の中で罵ば倒とうし、目を白黒させる。

　まひるは素肌の足を僕に摺すり寄せ、僕の足の間に入り込んできた。

「……本当にキスしたくない……の？　わたし……そんなに可愛かわいくない……？」

　その声は震ふるえていた。泣き出す前兆のような震え……。肩も震えていた。

「い、いや、か、可愛いよ。可愛いと思うよ」

「ほんとっ!?」

　弾むような声。それから、濡ぬれたような声で、

「だったらキスして……」

　ん、と僕の前に突き出されるまひるの唇は桜色の貝のように見えた。

「わたし……初めては在人にって……ずっと思ってた」

　そんな告白されても……喜んでいいのか困っていいのか……！

「でも……在人は初めてじゃないんだよね？」

　う……っ。緋ひ奈な美みちゃんとのあの衝突が僕の初めてのキスになるわけで……。

「わたし……悲しかったよ？　わたしと在あり人と……お互いにお互いの初めての相手になるんだって……そうなるのが当たり前の気がしてたのに、そうじゃなかった……」

「ま、まひる、でも、あれは事故みたいなもので仕方なかったんだし……」

「そうだよね。あれはぶつかってたまたま……在人が意識しての本当の意味でのファーストキスは、今、わたしとするために取っておいてくれたんだよね？」

　ぐぐぐ……っ！　既に緋ひ奈な美みちゃんとの二度目のキスも、水みず生おさんとのキスもしてしまっている僕は、呻うめき声ごえを出してしまった。

「だからわたし、勇気を出して……在人、わたしの初めて……もらって？」

　僕はまどろむような眼まな差ざしのまひるを正面から見み据すえる。

「在人がもらってくれないなら……わたしの初めては、他の誰かの物になっちゃうんだよ……？　それでもいいの？」

　よくない！　よくない、けど……っ！

　まひるは僕の顔からゆっくりと手を下ろしていく。首筋から肩口、そして胸へと撫なでるように。その軌跡に僕は意識を集中してしまった。あまりに気持ち良かったので。そして、

「……すごい、ドキドキしてるね？」

　僕の胸で手をぴたりと止めて、まひるは囁ささやいた。

「ねえ、これって、どういう事？」

「ど、どうって……」

「すっごい速いよ？」

「……」

「……なんかやっぱり……すごい……好き」

「え、あ？」

「在人が、好き……家族とかじゃなくて……そういう好きじゃなくて……」

「ほ、本気で言ってるの!?」

　まひるは僕を真顔で見つめ、

「わたしの事、信じていいよ……？」

　ちょっと待って……!?　その好きってそれは本当に一線を踏み越えた言葉じゃ……！

「在人、大好き」

　そ、そんな事言い出したら、もう後戻りが……！

「……本当に好きなんだよ……？」

　まひるは再び潤うるんだ瞳ひとみで僕を見上げていた。強烈な上目遣づかい。

「……ちゅー、する？　……本気、だよ……？」

　まひるは熱い吐息を僕に吹きかけながら、息も絶え絶えといった風に呟つぶやいた。

「……ちゅーして、いい？」

　うう、ううう、こ、ここまで言われたら……！　でも……！

「ま、まひる……」

　僕は真剣な眼まな差ざしでまひるを見つめ返した。それまでの戸惑ったような揺れる視線を、まひるの奥に、目の奥へと刺し込むようにしっかりと向ける。

　僕の目は強い覚悟を放っていたかもしれない。

　と、それまで蕩とろけるような表情をしていたまひるの顔が急に真っ赤に染まった。それまでも熱でもありそうに赤らんでいたが、これはそれとはまた違う感じだ。

　まひるは夢から覚めたかのように目を見開き、口を真一文字に結ぶ。それから、

「だ、だ……」

　だ？

「ダメだよっ！　キスなんかしたらっ！」

　……え？

「終了～！　テスト終了～！」

「ええっ!?」

　なにそれ!?　なんだったの!?　……いや、テストか……本気かと思った……。

　まひるは、つい、と僕の身体からだから離れた。そして、自らの下着姿を一瞬、隠そうとするかのように手を差し上げたが、すぐにそれを下ろして腰に当て、胸を張る。まるで、その姿を見せつけるように。真っ赤になりながら。

「ま、まあ、テストは合格って事にしといてあげるっ！　在あり人とは家族に欲情するような変態じゃないって事で。だから、ほら、わたしのこんな姿見ても全然気にならないでしょ？　わ、わたしだって在人の事、意識してないから隠す必要ないし！　いつも通りだよ」

「い、いや、そこは意識しようよ！　だらしない！」

　僕とまひるはいつものようなやり取りを交わした。

　まひるが下着姿も気にせずうろうろしてるのを、僕がみっともないから止やめなよ、と文句を言う流れだ。

　うん、いつも通りだ。僕は、どこかほっとした。

　でも……なんだか鬱うつ陶とうしい不安が広がる。テストって言ってたけど……まひるの本心はどこにあったんだろう。僕にキスされないで済んで、家族みたいな関係が維持された事が嬉うれしいのか。それとも、まさか、キスして欲しかった……とか？　……まさか！

「え、えーと、で、在人、何の用だっけ？　何しに来たの？」

　顔を赤くしたままのまひるは、部屋着を一応身につけ始めながら僕に問いかけてきた。

　ああ、そうだ。僕は相談したい事を思い出す。だが……。

　……僕等らは兄妹きようだいのような関係である事を再確認した。別に、兄妹みたいな相手に恋愛的な相談するのはそんなにおかしな事じゃない……と思う。でも、こうやっていつもまひるに頼ってばかりなのはどうなのだろう。僕は、口では男らしくなりたいだの言っておきながら、結局はまひるに甘えていただけじゃないのか？

　……もうそろそろ、まひるに頼るのを止やめるべきなのだ。いくら家族みたいな関係でも、いや、家族みたいな関係だからこそ、いつまでもべったりしてたら駄目なんだ。

「……いや、やっぱりいいや」

　僕は考えながら、そう呟つぶやく。

「え？　何か相談事があるんじゃないの？」

「大丈夫、こんなことくらい……自分で何とかするから」

　そうだとも。女の子達とキスしたいなんて相談、まひるにするべきじゃない。そんなの自分で解決すべきだ。僕は意を強くして、思わず頷うなずいていた。

「うん！　何でもないんだ。ごめん、邪魔しちゃったね」

「……そう？　なら……いいけど……」

　先程までの表情と打って変わり、まひるは眉み間けんに皺しわを寄せる。心配してくれている……？

「……でも、困っているんだったらすぐに相談してよ……？　一人で抱え込まないで」





　　　▽






「話にならーん！」

　僕が自分の部屋に戻るなり、キス神がみが喚わめきだした。

「なんだ今の!?　どういう茶番!?　お主、何しに行ったわけ!?　あの場面、キスだろ!?」

　まひるとキスしなかった事に大層ご立腹の様子。

「……べ、別にまひるとキスしなくても良いんだろ？　誰が相手でも、五人とキスすればそれでいいって……君が言ったんだぞ」

「でも、あんな好機をみすみす逃すなんて、お主呪のろいを舐なめてるんじゃないの!?」

「まひるじゃなくたって……まひるに頼らなくてもキスの相手くらい見つけてみせる！」

「なんだなんだ急に自信ありげなのか？　その自信、誰か心当たりでもあるのだな？」

「もちろん！　……キスさせてくれる相手……ねえ、そこら辺の犬とか猫じゃ駄目？　キスの相手は誰でもいいんでしょ？　キスに貴き賎せんなし、とか言ってたし」

「駄目に決まってんだろが！」

「……そっか……よし、こうなったら……僕は鬼になる……っ！」

　そう……キスの為ためなら女子供も泣かせるキスの鬼に……っ！　こちらから打って出る！

「なにぃ？　……マジか？」

　キス神は疑い深そうに目を眇すがめてくる。

　でも、僕だって女の子になるわけにはいかないのだ。女の子になったらもうまひるとも一緒には居られないだろうから。僕は僕の大事な日常を守るため、やれる事をやるまでだ。





　　　▽






　翌日。通学途中で、

「まひる、夕ゆう陽ひ先輩のメアドとか知らない？」

　僕はまひるに尋ねる。どこか不自然なくらい自然に。まひるも奇妙にいつも通りの調子で答えてきた。

「そりゃ、昨日教えてもらったけど……」

　どうやら昨日一日でまひるは先輩と交流を深めていたらしい。訝いぶかしげに顔を曇らせ、

「……でも、なんで？　呼び出して欲しいの？」

「ちょっとお願いしたい事があってね……頼むよ」

　もうまひるに頼るのは止やめようと言っていた舌の根も乾かぬ内に早速頼る僕だが、なにしろ僕はキスの鬼である。キスの為ためなら利用できる物は全すべて利用するのだ。そして、この身をどこまでも穢けがす所存……っ！

「……まあ、いいけど……」

　こうして、僕は例のいつも過か剰じような接触を試みてくる先輩、夕陽先輩と昼休みに会う約束を取り付ける事に成功した。





　　　▽






「いい？　夕陽先輩は放送室で待ってるそうだから、ちゃっちゃと行って用件済ましたらすぐ帰ってくるんだよ？」

　まひるは僕にそう言いつけてきた。先輩達は放送研究会なので放送室へという事らしい。

「……本当はわたしもついていって見張っててあげたいところだけど、抜けられないからね……一人でちゃんとできる？」

　子供扱い!?　そんな所にまでついて来たがるなんて、まーたお姉ちゃんぶってるなあ。とか思っていたら、

「あーりとくんっ！　今日も一緒にお弁当……」

「はいはい、加か瀬せちゃん、今日はソフト部の昼練だよ。さあ、行こっか」

「え～!?　まひる、見逃してよ～！」

　まひるは加瀬ちゃんを引ひき摺ずっていってしまった。

　こうして、僕は一人、放送室へと向かう。

「いらっしゃ～い！　アーリーちゃん、よく来てくれたわね～」

　放送室内には夕ゆう陽ひ先輩が待ち構えていた。一人で放送機器の前に座って脚を組んでいる。

「……今日は先輩一人なんですね」

「うふふ、抜け駆けしちゃった～」

　他の先輩方も来てくれていたら、一気に用件が済んでいたかもしれないのだけれど。だって、丁度残り三人だし。……ともかく、夕陽先輩だけにでもお願いしよう。僕とキスしてくれませんか？　って。女の子扱いされようが何されようが……キスの為ための対価として受け入れようじゃないか、キスの鬼として。僕は内心、覚悟を決める。

　一方、夕陽先輩は悪戯いたずらそうに笑みを浮かべると、

「さあさあ！　私の隣に座って座って～。アーリーちゃんの方から呼んでくれるなんて、やっと私のお願い聞いてくれる気になってくれたのかな～？」

　僕は色気たっぷりの先輩の横に改まって座った。……なんだかドギマギしてしまう。普段なら、他の先輩達もいたり他人の目もあるが、今、ここには僕と夕陽先輩だけ……。外に音も漏らさぬ密室に二人だけ……。そのシチュエーションが、いつもちょっかいを出されている時とはまた違った緊張感を僕にもたらしていた。

　そんな僕の様子を満面の笑みで眺めつつ、夕陽先輩は更に身体からだを押し付けてくる。バラの香りが、ふわっと鼻をくすぐり、柔やわらかい二つの塊かたまりの感触が僕の自制心をくすぐった。

「……あの、ちょ……！」

「うふふ、な～に～？　もしかして……エッチな気分になっちゃった？」

「ぶっ、えっ、そ、そんなっ！」

「ま～さ～か～？　私にそういう事がしたくて呼んだのかな～？　うふふ、駄目よ～？　そんな事考えたら～。アーリーちゃんはいつまでも可愛かわいいままでいなくちゃ」

　うっ……！　実の所、結構近い事をお願いしたくてこうしているわけで……図星を突かれた気分。でもこっちも必死だ。魂こん胆たんが見透かされていようと僕はキスの鬼になるのだ！

「あ、あのっ！」

　僕は改まって背筋を伸ばした。夕陽先輩に向き直り、口を真一文字に引き絞る。真剣な眼まな差ざし。こんな事頼むのに、ふざけてはいられない。

「その……夕陽先輩！」

「え、え？　な、なあに？　そんな改まって……」

　相変わらず含み笑いを浮かべている夕陽先輩だったが、その声が僅わずかに上うわ擦ずったように聞こえた。僕は頭を下げる。

「キ、キスさせてもらえませんかっ！」

　夕陽先輩、一瞬硬直し、

「……えッ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた。……まあ、当たり前か。突然、こんな事言われたら……僕の事、変態だと思うよね……。僕は身を縮こませる。夕ゆう陽ひ先輩に怒られると思ったのだ。でも、

「ほ、ほんとにそういうつもりで……？　え？　私にべたべたするの止やめて欲しいってお願いしに来たんじゃなくて～？　私、てっきりそういう話だと……え？　ほんとに～？　私と……キスしたくて……呼び出した、の……？」

　夕陽先輩の様子がちょっとおかしい？

　……そうか！　やばい！　もしかして怖がらせてしまったのかも!?　普通はそうだ。いきなり密室でキスさせろとか迫ってくる男、変態通り越して痴漢とか犯罪者じゃないか！

「あ、あの!?　怖がらせてしまったかもですけれど、これには事情がありまして！」

　夕陽先輩は、はっ、としたように息を呑のみ、それからうふふと笑い始めた。その際、口元を隠すように手で押さえる。

「……怖い？　私が？　アーリーちゃんを？　うふふ～、まさか～！　怖がったりする訳ないじゃない～。んもう、ちょっとびっくりしただけよ～？　そっか～。アーリーちゃん、男らしくなりたいんですもんね～？　そのためにキスしたいって事かしら～」

「は？　は、はい、ええ、まあ……間違ってはいない、かな……。いつも女の子みたいに見られるのが嫌で……ていうか、その事知ってるんですか？」

「アーリーちゃんのお友達から色々とね～……うふふ、そんな事、させないわよ～」

「へ？」

「アーリーちゃんはずーっと、ずーっと、可愛かわいいままでいなくちゃいけないの……男らしくなんかなっちゃ駄目～！」

「そうは言われても、このままじゃ僕、取り返しのつかない事になっちゃうんです！」

「うふふ、そうなの～？　……そんなに私とキスしたい？　なら私のお願いも聞いて？」

　実は僕はこうなる事を予想していた。覚悟していたと言うべきか。

　……ただキスさせてと頼んで、はいそうですか、と応こたえてくれるわけがない。それに見合うだけの見返りが必要だろう。そして、夕陽先輩が僕に求める見返りと言えば、

「じゃ～ん！　この可愛い服着て～？　アーリーちゃんの為ために揃そろえておいたんだよ～？」

「え!?　今、ここで、ですか!?」

　夕陽先輩に抱き締められたりナデナデされたりするだけかと思ってたのに!?　確かに昨日は可愛い服とやらを着させられそうになってたけど……ていうか、なんでそんなもの学校に持ってきてるの!?

「昨日なんだか盛り上がっちゃって、我慢できずに買っちゃった！　そして、いつでもアーリーちゃんに着て貰もらえるように肌身離さず持ち歩いてたの～。アーリーちゃんがこの服着てくれるって言うなら～、キスしてあげてもいいかな～？」

「く……っ！　わ、わかりました……着ます！」

「うふふ、これもだけど大丈夫～？」

　言いながら、夕ゆう陽ひ先輩は大層面積の少ない小片を両手の指でピッと広げて掲げ、

「ぱ、パンツ……!?」

　僕を絶句させた。

　女性用の下着。……あれ？　ちょっと透けてる……？　ヤ、ヤラシイやつだ、これ!?

「これも穿はいて～？　可愛かわいいでしょ～？」

「これをこの場で……夕陽先輩もいる前で、着ろ、と……!?」

「嫌ならいいのよ～？　キスは無～し。うふふ、困っちゃった？　アーリーちゃん困っちゃったかな～？」

　どうしよう……さすがに夕陽先輩の前で、その……全裸になって、女の子用の可愛いパンツ穿いた上で女の子用の可愛い服を着こなすなんて……恥ずかしい所を全すべて見られてしまう……！　い、いくら何でもそれは……。

　僕は心折れてキスを諦あきらめかけた。だが、そこに思わぬ心強き味方が！

「ふふん、安心せい……お主がキスするためだ、妾わらわが力になろう！　このＳＧＧＫキス神がみ様がいざという時はお主の大切なものをナイスセーブして防いでやる！　そのためにこのＳＧＧＫキャップを手に入れたのだからな！」

　キス神はＳＧＧＫと書かれたキャップをいつのまにか被かぶり、ゴールキーパー用の手袋みたいなものを手に嵌はめていた。僕は思わず心の中でツッコむ。

（ＳＧＧＫ？　ナイスセーブ？　何の話？）

「ＳＧＧＫすなわちスーパーグレートゴールキーパー……！　このキャップは被った者に大事な物を守る力を与えてくれる、そういう効果があるのだ」

（へえ。で、そのキャップをしてると何が守られるの？）

「お主の大事なものが見えそうになった時、または逆にお主が誰かの大事なものを見てお主の大事なものが大おお事ごとになってしまう怖おそれがある時、妾が身を挺ていして色々カバーする！　すると、妾がカバーした箇か所しよには非認識の呪のろいがかかり、そこにある物は認識できなくなってしまうのだ！」

（非認識の呪い？）

「具体的に言うと、湯煙や謎なぞの光が射さして大事な所が見えなかったかのように脳が錯覚してしまう。その所せ為いで、脳はそこに何があったのかよくわからなくなってしまうのだ。しかも、それが不自然だと気付きもせず、そういうものだと受け入れる……とにかくゴールは決めさせんから、安心して生まれたままの姿を晒さらしていいぞ！　妾がちゃんと隠す！」

（何言ってんだかわかんないんだけど!?）

「しかし、実はこのＳＧＧＫキャップ、一つ問題がある。このＳＧＧＫキャップには、ナイスセーブをするごとに使用者の着衣が一枚ずつ剥はがされていくという脱衣セービングの呪いがかけられていてなー」

（また変な事言いだしたよこの人）

「つまり、妾わらわがセービングし続けていると、いずれ妾の魅惑なボディが衆目の元に晒さらされてしまう事になるのよ……。と言っても、妾の姿が見えるのはお主だけなのだが。まあ、なんというか、見せてはいけないものを隠すためのモザイクの方がよっぽど見せてはいけないものになってしまうという状態でな……だが、妾はお主の為ためなら全裸になろうとセービングし続ける覚悟……！　お主は気兼ねなく全裸になるが良い！」

　ともかく、僕が恥ずかしい格かつ好こうをしたとしてもキス神がみが守ってくれて、夕ゆう陽ひ先輩にはそれが認識できなくなる……らしい。なら、パンツ脱いで穿はいてもいいかな？　……よし！

「わかりました。やります」

　僕は夕陽先輩に宣言した。すると、夕陽先輩、目を丸くして、

「ほんとに～？　無理しなくてもいいのよ～？　恥ずかしくて困っちゃうでしょ～？」

「無理じゃありません！　大丈夫です」

　信じてるぞ、キス神……！　僕は唾つばを呑のみこむ。

　改めて確認してみると、先輩が用意していた服は予想以上に……丈が短い。カフェのウェイトレスを思わせるワンピースに白のニーソ。腿ももの辺りは剥むき出しというか、パンツ見えそう……。そして、このパンツ……。常時、このうっすら透けそうなパンツ穿いてパンチラ状態になる事、間違いない。丸出しより、ずっと恥ずかしい……！

「い、いきます！」

　僕は思い切りよく服を脱ぐ。途端に、股こ間かんにキス神降臨、両手広げてがっちりマーク！

「おおっと！　妾が居る限り、ペナルティエリア外からのシュートは決めさせんぞ！」

　僕がパンツを脱いでも、ナイスセーブでゴールを割らせない！　確かに、これなら恥ずかしくない……気がする。こうして僕はやり遂げた！

「わあ～！　素敵だよ、アーリーちゃん！　やっぱり私の目に狂いはなかった～！」

　きゃーきゃー喜ぶ夕陽先輩を前にして、僕はミニスカニーソ少女として爆誕していた。

「……これが……僕？」

「うふふ、そ～んなにミニだとちょっと動いただけで見えちゃいそうだね～？」

　えっ、僕のパンツ、もしかして見えてる!?　と慌てたものの、股間辺りから「これ以上一点もやらんぞ！」とか「抜かせはせん！」とか小さいのがうるさく喚わめいて、

「……あれ～？　見えそうで見えないね～？」

　おお！　キス神がナイスセーブしてくれているのは本当だった！　僕のパンチラ姿、夕陽先輩には見えてない、というか認識できてない。

　しかし、夕陽先輩は更なる辱はずかしめを僕に与えんとしてきた。

「は～い！　撮るよ～」

「しゃ、写真は止やめてー！」

「うふふ、いいじゃな～い？　こんな素敵な姿、一生の記念だよ～？　ほら、ピースして！　ほ～ら～、笑って！　私も一緒に入るから！　撮るよ？　イェーイ♪」

　夕ゆう陽ひ先輩は僕の隣にぴったりくっついて自撮りする。そして、画像を確認して感激。

「あ～ん、もう可愛かわいい～。……あれえ？　これでも見えないんだね～？」

　凄すごいぞ、非認識の呪のろい！　画像でもパンチラ姿は防がれた！

「ねえねえ、これからもこうやって一緒に可愛い服着ようね？　ね？　それで次は～」

　く……っ。キスの為ためなら女房子供も泣かす事を辞じさないキスの鬼の僕だけど、まず僕自身が泣いた。でも、ここまで犠牲を払ったのだ。

「せ、先輩、約束……ですよ？　忘れてないでしょうね？」

「……え～？　やっぱり、やだな～。……うそうそ！　そんな泣きそうな顔も可愛いよ！　……うふふ、わかったわ～。でもアーリーちゃん、キスなんて本当にできるの～？　した事ないでしょ～？　私にキスするなんてアーリーちゃんにそんな勇気あるのかな～？」

　夕陽先輩の赤い唇くちびるが小さく半月状に笑う。隙すき間まから、白い歯が眩まぶしい。

「うふふ、ほ～ら。できるものならしてもい～よ～？　んーっと♪」

　戯れのように、夕陽先輩は唇を突き出してきた。目を閉じて、半分笑ったようなキス顔。

　まるで、僕がドギマギして何も手出しできないと高をくくっている顔だ。

「挑発されとるぞ、お主！　これはキス神がみたる妾わらわへの挑戦でもある！　妾の見込んだ淫いん獣じゆうであるお主の獣のようなキスをこのおっぱいちゃんの唇にねじ込んでやれ！」

　どさくさに何を言っているんだこいつは。ナイスセーブの連続で既に半裸の状態で。

「うふふ、そ～れ～！」

　と、夕陽先輩の方から僕の頬ほおに口づけてきた。チュッと軽い音を立てる。

　なんだか敏感になっていた僕は、それだけで背筋がむずむずしてしまう。

「うふふ。やっぱりね～？　ほらほら、キスしてこないならこっちからしちゃうよ～？」

　そう言いながら、再び頬ずり。むにゅむにゅとした弾力が心地いい。

　実はさっきから当たっているのは頬ほっぺただけではないわけで……。

　むむう、このまま遊ばれてばかりではいけない！　僕は鉄の意思を持って反撃を志こころざす。

「うふふ、そ～れそ～れ～」

　と、楽しげにじゃれついてきている夕陽先輩の頬に僕の唇が触れる。

　今だ！　頬ずりの最中、僕は素早く唇を這はわせ、容易たやすく夕陽先輩の唇を探り当てた。その一瞬、……女の子の唇の柔やわらかさって違うんだな、なんて思ってしまう。夕陽先輩のはシルクみたいな滑らかさのそれで……。

　それから、まるで鋼鉄製の罠わなのように夕陽先輩の頭に両手を回した。

「んう……!?」

　途端、夕陽先輩は感電したようにびくっとし「え……？」と切れ長の目を見開く。

　先輩の漏れ声が響くのと、ぬるっとした弾力が僕の唇くちびるの上で躍ったのは同時だった。

　少し湿った、滑らかなそれ。

　僕は目を閉じ、夢中でそれを味わう。頭の奥で花が咲いた。強烈な快感が脳を駆け巡る。

　爽さわやかな香りが鼻を一気に通り抜けていった。

「ん……んん……っ」

　夕ゆう陽ひ先輩の声に僕は興奮する。それは艶なまめかしかった。湿った音を立てて僕が唇を吸う。

　夕陽先輩の身体からだがぴくぴくと痙けい攣れんするのが肌で感じられた。

　僕は一いつ旦たん、先輩の唇から自分の唇を離す。額を突き合わせ、互いに上目遣づかいのような視線を交わした。先輩の目の中にあるのは……不意を突かれた驚きと戸惑いか？

「……本当に……キス、するんだ……」

　僕は先輩のその言葉も言い終わらせぬ内に、再び唇で口を塞ふさぐ。

「……っ！」

　今度はもっと奥に……。先輩の唇のその先へと進む、舌を這はわす、ねじ込んでいく。

　僕等らの舌が絡まり、荒い息いき遣づかいと粘膜の湿った音が耳に障さわる。

　僕の舌を拒むように動いていた先輩の舌。

　それがいつの間にか、僕の舌と踊るかのように蠢うごめきだす。

　最初は硬く、壁のように硬直していた先輩の身体。それが次第に緩んでいくのがわかる。












「ぇろっ、ぢゅっ、んじゅるっ！　ちゅっ、んンンっ！　ん……は……っ、あ……っ」

　もうドロドロだ。唇くちびるを合わせながらしどけなく僕にもたれかかり、僕の舌にされるがままになっている。先輩はその最中、まるで事切れたかのように両手をぶらりと垂たらし脱力。

「Ｆｏｏｏｏフウーーー！　やりおったな、三人目ーっ！　キス　オア　ダーイ！」

　訳のわからん喜びようのキス神がみはともかく、僕はそこでようやく先輩を解放した。

「……だ、だめ……そんなの、駄目なんだから～……」

　夕ゆう陽ひ先輩は息も絶え絶えに、だが、気力を振り絞るかのように身を起こす。

「アーリーちゃんが私をこんな風にドキドキさせて困らせるなんて……そんなの、駄目～！　アーリーちゃんは夕陽にドキドキして困ってなきゃ駄目なの～！」

「あ、あの、先輩、何を……ええっ!?」

　と、夕陽先輩、突然上着をはだけ出した！　しかも、ブラまで外しにかかり──

　着々と脱衣していく夕陽先輩を前にして僕はどうしたら……!?

「どうしたんですか、先輩!?　そんな突然……!?」

「お困りかな、お主よ？　心配するな！　妾わらわがちゃんとナイスセーブしてやるから！」

　弾丸の如ごとく飛び出した半裸幼女が、三角飛びで夕陽先輩のおっぱいに覆いかぶさる！　お陰で見えなくなった！　やった！　余計な事すんな！　その後もキス神は絶妙な角度で、その、先輩の大事な所を非認識にしてくれた。「今、妾は伝説になる！　ＳＧＧＫサガ～！」とかノリノリで危ない場面をことごとくパンチング！　いや、まあ、凄すごいんだけども……。

　キス神が夕陽先輩の大事な所をセービングしてくれているお陰で、僕は何とか視線を外さずに話しかける事ができた。見えてたらとてもこんな話もできず、あわあわと逃げ出してしまっていただろう。いや、でも……胸の先の部分だけ非認識にされても逆に卑ひ猥わい？

「うふふ……ほーら、アーリーちゃん……もっと良く見てもいいんだよ～？」

　そう言ってしどけなくポーズをとる夕陽先輩。見えなくて喜ぶべきか残念がるべきか。

　だが、そうやって落ち着いている（ように見えるらしい）僕の姿を見て、夕陽先輩は表情を曇らせていく。

「……アーリーちゃん……？　夕陽のこういう格かつ好こう見ても、なんとも思わないの……？」

「はい、大丈夫です」

「……そんなに魅力ない？　夕陽の事を見て、ドキドキしたり……いつもみたいに慌てて逃げたり……エッチな気持ちになって、顔を真っ赤にしたり……どうしてしないの？」

「えっ!?　いや、でも……こんな密室でそんないやらしい気持ちになったら……駄目ですよね!?　捕まっちゃいますよね!?」

「駄目だけど……そりゃあ、駄目かもしれないけど～……それも嫌！　嫌なの～！」

「どういうことなの!?」

　そして、嫌々する駄だ々だっ子こみたいに夕ゆう陽ひ先輩は身体からだを左右に振り、それに合わせてスイカのような胸がぷるんぷるんと……！　この破壊力、けんぜんな青少年には刺激が……！　でも、大丈夫！　けんぜんな僕にはキス神がみがついてるから！

「ふふん……抜かせはせん！　抜かせはせんぞっ！」

　そのキス神、ＳＧＧＫキャップにゴールキーパー用グローブだけ身につけてあと全裸という中々ファンキーな格かつ好こうで夕陽先輩の前に仁王立ち。不敵な笑みで両手を構えるその姿はまさに守護神……！　……でも、揺れるおっぱい、全然隠れてないんだけどっ!?

「お？　すまんな、お主。見ての通り、妾わらわにはもう脱衣する物が無くなってしまった故、非認識の呪のろいが効かなくなったようだ」

（ちょ、今更そんな！　ていうか、キャップにグローブがまだあるじゃない!?）

「これを脱ぐなんてとんでもない！　アホかお主！」

（マニアック過ぎるだろ!?　わけわからん、どんな需要だ！　とにかく、何とかしてよ!?　も、もう丸見えで……）

「では、非認識ではなく、別認識の呪いをかけてやろうか？　要はあのおっぱいが別の物に見えればお主も心穏やかでいられるであろ？　そうさな、例えばあのおっぱいをレモンだと思えば？　あれがレモンなら別に恥ずかしくないんじゃないか？　おっぱいがみんなレモンに見える病気になれ～、って呪いはどう？　齧かじると爽さわやかな酸味が広がりそうだろ？」

　夕陽先輩の胸から突き出た豊満なレモン……。想像した僕は思わず心の声ではなく、大声で叫んでしまう。

「大き過ぎるだろ、そんなの！　いくらなんでも気持ち悪いわ！」

　すると、その声で夕陽先輩ははっと我に返ったようだった。急いで、はだけた胸を隠す。ばつが悪そうに俯うつむき、それから無理やりに笑顔を見せた。

「……ご、ごめんね～？　ゆ、夕陽、めちゃくちゃな事言ってるね～？　うふふ、何でもないのよ～？　アーリーちゃんは夕陽みたいな背の高い女の子には興味ないのよね～？」

　へ？　突然、何の話……？　と、僕は夕陽先輩の胸の事も忘れてぽかんとする。

「……そうよね、夕陽とアーリーちゃんが一緒に歩いていたら、変に思われちゃうもの。……大きい女の子って気持ち悪いよね」

　え!?　違う!?　大き過ぎて気持ち悪いっていうのは先輩の背の事じゃなくて……！

　もしかして、僕、夕陽先輩を傷付けた……!?　そんなつもりじゃなかったのに！

「あの……今まで、ほんとにごめんね……？」

　そういう先輩の笑いはどこか痛々しくて、

「ち、違うんです先輩！　そうじゃなくて、先輩……その……先輩は素敵だと思います」

　僕は自分の正直な気持ちを打ち明けていた。普通に話をしていたら、恥ずかしくてとても口にできないような正直な感想。

「親密な、ていうか親密過ぎるくらいな僕への接し方も甘えん坊みたいで可愛かわいいのに、すらっとしていて大人の女の人みたいな所もあって……」

「大人の女の人みたい、ね～。……そんなことない。単に背が高いだけで……中身は子供も子供なのよ……」

　夕ゆう陽ひ先輩は貼はり付けていた笑顔を剥はく落らくさせながら呟つぶやいた。

「……夕陽、この背せ格かつ好こうでしょ～？　小さい頃から富士山とか電柱とか渾あだ名なつけられて……可愛くなりたかったな～。アーリーちゃんみたいにね！　だからアーリーちゃんを初めて見た時は可愛くて可愛くて……夕陽、気付いたらアーリーちゃんを追っかけてたの」

　うーん、これって喜んでいい事なのかな……？

「……でもね？　そうやってたら、アーリーちゃん、恥ずかしがって逃げたり夕陽が触ると真っ赤になったりしたでしょ～？　そうしたら……アーリーちゃん可愛いって気持ちだけじゃなくて、もっと別の気持ちが湧わいてきちゃったの」

　ちらっと僕の様子を窺うかがう夕陽先輩。その伏し目がちな眼まな差ざしは、悪戯いたずらを告白する子供のように見えた。叱しかられるのを、嫌われるのを覚悟して、でも正直に打ち明けずにはいられない、とでもいうように。

「……アーリーちゃんが夕陽を見てドキドキして困ってるのがわかって……嬉うれしくなっちゃったのね。背が高くて、女の子扱いされた事なんかあんまりなかった夕陽なんかを見て、男の子がドキドキしてるのが楽しかったの……。夕陽の事、女の子として意識してくれてるって……そうわかったら、もっとも～っとアーリーちゃんの事困らせてみたくなって……もちろん、アーリーちゃんに可愛い服を着せたかったとかナデナデしたかったっていうのも本当よ～？　でも、それとは別にアーリーちゃんの恥ずかしそうな困った顔を見たくなっちゃってたの……」

　それじゃ小学生のいじめっ子みたいじゃないか……。

「それに……アーリーちゃんなら、夕陽が何をしても怒ったりエッチな事できないって思ってて……ううん、軽く見てたんだよ、ね。人の事を舐なめてかかって……最低、だよね。夕陽、アーリーちゃんを困らせて楽しんでただけなの。人の心を弄もてあそんで……。夕陽みたいな子でも女の子として意識してくれたアーリーちゃんに甘えてただけ……やな奴やつ……」

　夕陽先輩はそれから泣き笑いみたいな顔を僕に向け、

「だから、アーリーちゃんがキスしたいって言ってきた時はドキッとしちゃって……夕陽がアーリーちゃんをドキドキさせるのは良くて、夕陽がアーリーちゃんにドキドキさせられるのは恥ずかしくて嫌で……夕陽、アーリーちゃんを恥ずかしがらせようと、こんな恰かつ好こうまでしちゃった……ほんと、バッカみたいだよね～？　えへへ……」

　僕は先輩を抱き寄せる。そして、もう一度、先輩の唇くちびるを啄ついばんだ。

「あ……」

　呻うめく先輩の唇くちびるの裂け目から僅わずかに顔を出した先輩の舌。僕はそれをも啄ついばむ。

「……ん!?　んんっ!?」

　驚いて拒否するかのように、じたばたする先輩を身体からだで感じ、でも、僕は先輩を離さない。むしろ、もっと強く、強く抱きしめた。乱暴なくらい強引に。くちゅ、くちゅ、と粘着質な音を立てて、僕と先輩の舌が混じり合っていく。身み震ぶるいするように痙けい攣れんする夕ゆう陽ひ先輩の身体。先輩の息が甘く爛ただれていくのを感じた後、僕はようやく先輩の舌を解放してあげた。

「……ど、どうして～？」

　夕陽先輩は僕に抱きつくように、というかそうしないと自分を支えられないかのように、もたれかかってくる。そして、僕の耳元で精一杯という風情で、

「……どうして、こんな夕陽にキス……するの～？」

　夕陽先輩が僕に過か剰じように接してきていた理由を知れば、なんというかいじましいくらいだ。先輩は十分魅力的で、僕はいつだってドキドキさせられている。その事を伝えるには、言葉よりもこの方がずっと正しい。そう思ったから、キスをした。

「……そんな顔しないでください、先輩」

　僕は囁ささやいた。

「いつもみたいに、余裕の態度で僕を右往左往させて困らせる……そんな先輩を僕は素敵だなって思います」

　自信を失ってしょげている先輩は、違うと思ったのだ。

「アーリーちゃん……こんな勝手な女の子にどうして優しい事言えるの……？　もう……もう、夕陽……！」

　夕陽先輩の目の奥に熱いものが見えた。ハートの形をしたように見えるそれは、また随分と魅力的で僕はドキリとし、目を逸そらしてしまう。やっぱり僕はドキドキさせられる側の人間なのか……？　……な、何にせよ、僕は三人目とのキスも済ませた。あと二人だ。

「……っていうか、アーリーちゃん……夕陽、変なの……」

　夕陽先輩はまだ僕にもたれかかりながら、熱い吐息を洩もらしている。

「アーリーちゃんとキスしたら……なんだか身体の奥が疼うずいて、キスしたら皆こうなるものなのかしら～……？」

　と、夕陽先輩はまた頬ほおをすりすりしてきた。僕の両肩をしっかり手で掴つかんで、熱っぽく、

「……夕陽はもうアーリーちゃんの虜とりこになっちゃった～」

「ちょ、ちょっと先輩!?」

「……ねえ、もっとキスして～？」

　先輩は僕をくすぐってくる。

　あまりに積極的な夕陽先輩の行動。先輩の基本的な行動に変わりはない。接触が過剰。

「ちょ、ちょっとあの……そろそろ昼休みも終わりますし……」

「んも～、じゃあ、さよならの挨あい拶さつをしなくちゃね～？　バイバイのちゅー、して～？」

　先輩は指で僕の胸の辺りをくるくる刺激しながら甘えてくる。いや、甘えた振りして僕を困らせようとしてるのか？

　と、ともかく僕は目的を果たし、女の子化という災さい厄やくから一歩離れる事ができた。

「アーリーちゃ～ん、ほんの軽～いスナック感覚で……ね～？」

　……これはまた別の災厄かもしれない。ていうか、僕、こんな格かつ好こうのままなんだけど!?

　そうやって慌てた僕は、急いで服を脱いで着替えようとしていた時、ようやく気付く。

「……なに、やってんの？　在あり人と……」

　昼練を終えたまひるが急いで様子を見にやってきて、僕と先輩の様子をじっと眺めていたという事に。僕はしどけなく半裸のままの夕ゆう陽ひ先輩の前で、同じく半裸になってまひると目を合わせていた。

「大丈夫だぞ！　妾わらわがちゃんとナイスセーブしてるから！」

　大丈夫じゃなかった。





　　　▽






「……キスしてたよね？　それだけ？　あの状況で？　……ふ～ん、よかったね……」

　放課後、僕が夕陽先輩と何をしていたかを聞きだしたまひるの、第一声がそれだった。

「……ふん、だ」

　あからさまに顔を背けられた。

「……なんなの？　あの先輩との恋人気取りのキス」

「ええっ!?　いや、そんなつもりは」

「あーあ！　裏切られた！　わたし、裏切られたよ！」

　まひるはやけくそ気味に天を仰いだ。

「そうやって、誰とでもどんどんキスしていけばー？」

「え、ちょっと、そんな誰でもいい獣みたいな訳じゃ……」

「……誰でもいいんじゃないの!?　わたし以外だったら！　わたしが在人のそういうの、どう思ってたか、わかるでしょ!?」

「これには事情が……言っても信じてもらえないだろうけど……」

「どんな事情があったってねえ、やっぱり嫌なものは嫌だよ！」

　そう言い捨てると、まひるは僕を置いて帰ってしまった。

　なんだろう、胸騒ぎがした。まひるが段々遠くに行ってしまう。

　このままだと、取り返しのつかない事になる。そんな予感があった。

「だがな、お主よ」

　キス神がみが囁ささやいてくる。

「あの娘の事を気にしている暇は無いのだよ？　お主が女の子になる、その事の方がよほど取り返しがつくまい？」

　それはそうなのかもしれないけど……。

　僕はまひるとの溝を感じたまま、まひるの後を追えないでいた。





　　　▽






　昔のままのまひるなら……。

　僕は記憶を蘇よみがえらせつつ、道を急ぐ。

　……機嫌が悪い時は食べ物だ。

　昔、まひるの両親が法事だか何だかで家を空けていた時。

　一人で留守番をしていたまひるに、僕がおやつのお菓子を分けに行ってあげた事がある。寂しくて半泣きになっていたまひるだったが、それを見た途端、嬉うれしそうに笑った。あの嬉しそうな笑顔は今でも心に残っている。

　あの時の思い出のお菓子、リンゴのタルトは家の近くにあるベーカリーの名品だ。

　僕は小さい頃の懐かしさも手伝って、それをまひるに届けてやろうと思った。

「え、もう作ってない……？」

　ベーカリーに着いて驚いた。随分昔に販売終了しているといわれたのだ。

　……なんだか、暗示に思えた。

　僕とまひるの共通の思い出、それが少しずつ姿を消していく。

　当たり前にあり続けると思っていた物が、実はそんな事は全然なくて、不意に気付くと失われている……。何か不吉な予感がした。

　僕はその思いを振り払うべく、気を取り直す。

　リンゴのタルトは無くなってしまったけれど、悔んでばかりはいられない。まひるのためにもっと良い物を探す外ほかない。まひるの好きそうなお菓子はどうだろう？

　……そうだ、ソフト部の皆の間で流は行やっているという、チーズケーキがあったはず。

　──ラッフルズの一口サイズのチーズケーキ。

　その事を思い出した僕は、今度は元もと道みちショッピングモールへと足を運んだ。水みず生おさんが買ったかもしれないけど、それは緋ひ奈な美みちゃんへのプレゼントだ。

　そうしてモールに着いた時には、もう夕方になってしまっていた。

　今度は無事チーズケーキを手に入れ、派手な色合いのお店の袋に詰めてもらった。

　……喜んでもらえるといいな。

　そう思いながら、ショッピングモール内を外へ向かって歩いていると、

「あ！　おーい！　在あり人とー！」

　と、僕に話しかけてくる声が聞こえた。丁度ゲームセンターの手前。声はその中から聞こえてきたようだ。見れば、中学生くらいの女の子。

「あ、君は……」

　五十鈴いすずとかいう子だった。昨日、僕と水みず生おさんを変な事に巻き込んだ張本人……。のはずなんだけど、その五十鈴、ぷうっと膨ふくれてツンツン声。

「もう！　昨日は大変だったんだよ!?」

「え、それ、僕の台詞せりふじゃ……？」

「在人が素っ転んだ後、キョウイチも再起不能になるし！」

「キョウイチって……昨日のあの男の事？　どうかしたの？」

「あんたを女の子と見間違えたショックで今寝込んでるって！　田舎に帰って実家のトマト農家の後を継ぐとか仏門に入って即身仏にオレはなる！　とかうなされてるらしいよ」

「ええっ!?」

　そんなにショックだったのか……なんか、悪い事しちゃったかなあ……。

　いや、僕が悪い事したわけじゃないんだけど。

　勝手に勘違いした向こうが悪いし、そもそも勘違いさせたのは五十鈴のはずだ。なのに、

「もう！　これも全部、ぜーんぶ！　在人が人を惑わすような顔してる所せ為いだかんね」

　ぷりぷり怒りながらそう言うのだ。が、五十鈴はそこで急に目を逸そらし、

「だから……あ、あんたが素っ転んだのも、言ってみればあんたの自業自得で……あたし悪くない……からね？　その……大丈夫だった？」

「そうか、ごめんね」

　心配させてしまったようだ。だから、僕が素直に謝ると、

「そ、そうそう、そうやって反省して……って違くて……！　そ、そんな言葉通りに取らないでよ、もう！　あんたが悪い訳ないじゃん！　悪いのはその……な、なんであんた怒らないのさ!?」

　怒られた。

「いや、もう僕、訳がわからないよ……」

　五十鈴は何が言いたいんだ……。

「だ、だからぁ！　その……わ、悪かったって言ってるの！　それくらいわかりなよ！　なんでわかんないの!?」

「いや、この流れでわかれって無理だと思うけど!?」

　五十鈴は両手を組んで右上辺りの虚空を見つめ、

「……さて、謝罪も済んだ事だし……」

　済んだの!?　なんて僕の疑問にはまるで頓とん着ちやくせず、にこっと笑う。

「ビジネスの話、しようかっ￥」

「ビジネス？」

「在あり人との可愛かわいさはあの女の子好きのプロでさえ認めたんだよ？　その可愛さには価値があるの！　もっと胸張っていこう！　あんたみたいな可愛い子、あんま居ないって！」

　それから、とんとん、と自分の胸を叩たたいて、

「まー、あたしほどじゃないけどな！」

　僕は押し黙って五十鈴いすずをじっと見る。それで五十鈴はちょっと伏し目になり、

「……ちょ、ちょっと、今のは突っ込むところなんだけどっ!?」

　それから、ピンと猫が耳を立てるように顔を上げ、

「……あ、そうか！　在人、可愛い呼ばわりされるの嫌だっけ？　でも勿もつ体たいないなー」

　五十鈴は心底残念そうに首を振る。

「あたしと二人で組めば、きっとお金になるのに」

　……それはどういう意味だろう。

「そうだ！　ねえねえ、試しにさ！　プリクラ撮ろうよ！　今、プリクラで美少女ユニットコンテストやってるんだよ？　撮ったプリクラを送ってさ。それで美少女ユニットとして注目されれば……！　あれ？　これ、ちょっとほんとにお金の匂においがしてきたよ!?」

「ちょっと、なにするつもりなの!?」

「デビューしよう！　デビュー！」

「どこに!?」

「ありとあらゆるものに！　それはともかく、一緒にプリクラ撮ろうよー、お金はそっち持ちで。大丈夫！　あたしとコンビになれば絶対儲もうかるから！」

「そんなお金の為ためにプリクラ撮るとか嫌だよ」

　五十鈴は口を尖とがらせる。

「えー？　いいじゃんいいじゃん！　プリクラー！」

　僕は首を横に振る。と、五十鈴は探るように上目遣づかいで、

「……なんで、そんなにあたしと撮るのが嫌なの？」

「一緒に撮る理由がお金の為とか言われたら……。それって、僕が女の子みたいで珍しい、みたいな事でしょ？　……まあ、それでどうやってお金にするのかよくわかんないけど」

「……かわいいって思ったのは本気だし……」

　ますます口を尖らせ、そっぽを向いてみせた。

「そういう、僕を見世物扱いするようなプリクラには写りたくないな」

「見世物だとか思ってないよ！　そういうんじゃなくって……！　その……っ！　可愛いから、あたしと……」

　五十鈴いすずは何か言いたげに、だが、あー、もー！　と頭を抱え、

「と、とにかく、あんたはあたしとプリクラ撮るの！」

　言うが早いか、僕の手からラッフルズの紙袋をひったくってしまった。

「ちょっと！　それ返して！」

　まさかいきなり奪われるとは思っていなかった。僕は後れを取ってしまう。五十鈴は、

「返して欲しかったら、あたしと一緒にプリクラー！」

　と言いつつ、僕から距離を取ってゲームセンター内に駆け込んでいってしまう。

「ちょ、待って！」

「へへ！　追いつけるもんなら追いついてみなー！」

　ちょこちょこと他の客の間をすり抜けて駆ける五十鈴。すばしっこい動きをする子だ。

　目で追うと、彼女は案の定というか、奥まったプリクラコーナーへと入り込んでいった。

　うまく誘いこまれているようだけど行くしかない、か。

　それにしても、なんだってあそこまで僕とプリクラを撮りたがるのか。本当に、僕と組んでどっかに売り込むつもりなのか。そんな夢見がちな事は無いと思うんだけど……。と、

「どこ見てんだコラァッ！」

　怒声が響き渡った。

　だが、ゲームセンター内の騒音で多くの人は気付いていない。プリクラコーナー付近に居た人達は、ちょっと動きを止めて眉まゆを顰ひそめたりしたようだが、すぐに再び歩き出す。

「調子乗ってんじゃねえぞ、このガキィ！」

　再び怒声が響いたが、皆、無関心だ。あるいは、君子危うきに近寄らず、と気付いているのに気付かない振りをしているのか。僕はある予感を持って、そのコーナーに入り込む。

　果たして、そこには床にへたり込んでいる中学生くらいの女の子。そして、プリクラコーナーには似つかわしくない、厳いかつい男が仁王立ちしていた。

　男は明らかに正業には就いていない風。薄くて細いサングラスをかけ、その奥からねちっこい視線を床に、そしてそこにへたり込んでいる五十鈴に投げかけていた。

「人にぶつかっといて、ごめんなさいもねえのか？　ああ!?」

「そ、そっちこそ……！」

　五十鈴はへたり込んだまま、男に言い募った。

「そっちこそ、わざとここに入り込んであたしがぶつかってくるの待ち構えてただろ!?」

「ああっ!?　言うに事欠いて、何言ってくれてんだおめえっ!?」

「あんた、最近、ここらで子供相手に因縁つけて回ってる屑くずじゃん！」

「ぶつかってきたのがそっちなのは本当だろぉーがっ！」

「じゃあ、おっさん一人でなんでこんなプリクラコーナーに入り込んでんだよ！　おっさん自分のキメ顔自撮りか!?　キメえ！」

　男のこめかみに青筋が浮いた。潰つぶれた耳が赤く染まる。

「んなこたぁてめーに関係ねーだろぉがあ！　ぶつかっただろ！　詫わびろっつってんだ」

「あたしがここに走り込む前に、そそくさとここに入り込んでコーナー入口に立ってただろ！　わざとぶつかるように！　あたしは悪くない！」

「るっせぇっ！」

　男は鋭い蹴けりを放った。軽い音と共に、紙袋が舞う。五十鈴いすずが手にしていたラッフルズの紙袋。男はそれを蹴り上げて、落ちてきたところを踏みつけた。

　どん、と鈍い音と共に踏み下ろされた男の足。

「んな道理が通ると思ってんのかぁ？　てめーが俺にぶつかった。それでもう充分なんだよ！　きっちり落とし前つけてもらうかんなぁ！」

「い、痛……っ！　は、放……せっ！」

　男は五十鈴のツインテールの片方を引っ掴つかんで顔を上げさせる。

　男の表情が下げ卑びた笑みに変わった。

「……てめーには前から目えつけてたんだ。出すもん出してもらうぜ。出せないんなら、ちょっと稼いでもらおうか？　知ってるぜ？　毎晩ここらを一人でウロウロしてて、仲間も居ねえだろ？　チョロそうだと思って狙ねらってたんだよ！　クソ生意気なガキが一匹オオカミ気取りでよぉ！　それに……この前は俺のダチが世話になったみてえだしなあ！」

　もう充分だった。僕の心は充分冷えた。

「……いい加減にしろ」

　僕は抑えた声で告げた。

「女の子を狙って手まで上げるとか、みっともないとは思わないのか」

　こいつのやっている事は、男らしくない。髪を引っ張られている五十鈴が苦しげに、

「あ、在あり人と……」

「ああ？　んだ、てめ？」

　男は薄いサングラスの奥から、じろじろ僕をねめつけてくる。そして、口くち許もとを歪ゆがめた。

「なんだなんだぁ？　コラッ！　女のくせに俺に文句でもアンのぉ？」

　この男は僕を与くみしやすい相手と判断したようだ。そう、女の子みたいだと僕の事を判断したのだ。僕の心は一層冷える。スイッチが入った。

「……勝てそうな相手には強気に出るか。大声を出せば相手が怯おびえると思ってるの？」

「はああ!?　舐なめた口きいてんじゃあねーぜ、このアマぁ！　あー、あったま来ちゃったなぁ！　ボコり決定な！」

　そして、下卑た笑いを洩もらす。

「女だから殴られねえとでも思ったか？　俺はな、キレちまったら男だろうが女だろうがボコりまくりのヤキ入れまくりなんだぜぇ？　俺を怒らせたてめーが悪いんだからな！　……くく、あほがっ！　今日はこのくそガキだけで勘弁してやろうと思ってたのによ。のこのこ出てきたてめーにも詫わび入れてもらうかんなぁ！」

「……僕は男だ」

「あ？　何言ってんだ？」

　眉み間けんに縦たて皺じわを入れて、男は威圧の為ためか僕に顔を近付けてくる。結構上背があり、僕の顔を覗のぞきこむように屈かがみ、

「……おいおいマジかよ!?　オカマかぁ!?　てんめぇっざけやがってぇ！」

　勝手に一層キレだした。

「てめー、オカマなら更にガチでボコり決定な！　俺、てめーみてえなキメえ奴やつ大っきらいなんだよ！　おら、びびってションベンでも漏らせ、オカマヤロー！」

　何回ボコり決定認定するんだ、この男は。

　そして、男が先に動く。まず、掴つかんでいた五十鈴いすずの髪を放した。と間かん髪はつを容いれず、自らの上背を生かして、僕の奥襟を掴みにきたのだ。

　柔道経験者だろう。

　だが、先程から僕の心はずっと冷えていた。心のスイッチはずっと前から入っていた。

　男の動きは僕が十分予期していたもの。

　だから、掴みに来た手を逆に引きこんで、相手のバランスを崩す。

　崩れたところに足を絡ませ、相手を頭から床に落とし込んだ。

「なっ！　ちょっ!?」

　このままでは男は顔面から床に激突する。

　男のサングラスが床に落ちて割れ、破片が舞った。破片の一部が僕の口元をかすめる。

　だが、男の顔は床に届いていなかった。倒れかかった男の喉のど元もとを僕が足の先で支えてやったからだ。蹴けり上げるように。もちろん、親切心からではない。

「……ぶっ、ふっ」

　倒れかかる勢いを喉元で受け止めた男は、脳へと向かう血流を急激に圧迫され、

「……おやすみなさい」

　僕がそう囁ささやいたのも聞こえたかどうか。白目を剥むいて意識を失っていた。男の身体からだがぐにゃりと脱力する。僕は足先を男の喉元からそっと外す。男はうつ伏せに動かなくなった。

「あ……え……？」

　五十鈴は何が起こったのかよく理解できないのか、掴まれていた髪を押さえながら、僕と突っ伏した男の両方に視線を何度も行き来させる。

「……ふうっ」

　僕は大きく息を吐ついた。

　正せい流りゆう合あい気き柔じゆう拳けん法ぽう──使ってしまってから、まずいかな？　とひどく心配になってくる。

　意識を失っただけで呼吸は止まっていないようだ。大事には至らないだろう。……多分。

　スイッチが入っている時は迷いが無くなり冷静に身体からだを動かせるけど、その所せ為いでやり過ぎてしまうのが怖い。

「あ、あの……」

　五十鈴いすずが未いまだへたり込んだまま声を上げた。

　僕は五十鈴に目を向ける。僕に見つめられて、五十鈴の顔に血が上ったようだった。

「あ、あんた、血……！」

　え？　と口元に感じる熱さに気付いて手を当てれば、手に赤い物がついた。

　どうやら、先程のサングラスの破片の所為らしい。

「な、何してんの!?　何やってんの？」

「え、何って……」

「だ、誰もあんたに助けてなんて頼んでないじゃん！」

　五十鈴は僕の口元を指差し、

「そ、そんな怪け我がまでして……！　あんた、そんな可愛かわいい顔に傷が……！　残っちゃうかもしれない……そんな事になったら……！」

「大丈夫だよ、そんなに傷は深くないし。ちょっと傷付いただけだから、痕あとも残らない」

　だが、五十鈴は僕の話など聞こえていないかのようだ。頭を抱えて呟つぶやき続ける。

「……あたしの所為であんたのその顔が傷物になったりしたら……どう責任……」

　そして、五十鈴は追い詰められたように叫ぶ。

「あ、あんたが勝手に助けたんだからね！　あ、あたしなんかほっとけば良かったのに、あんたが勝手に……！　あたしなんか助けなくていいんだよ……！」

「馬鹿！」

　僕は思わず大声を上げてしまった。五十鈴が驚いた猫のように身を竦すくませる。

「助けなくていい、なんて言うな！　助けさせろ！」

「え？　ええ？」

「……僕は目の前で女の子が酷ひどい目に遭いそうなのを黙って見過ごすとか……そんな男らしくない真ま似ねはしたくない。ほうっておけないよ」

「そ、そんな事言ったって、あんた自分が怪我してちゃ……」

「それより、君の方こそ怪我は無い？」

　僕の問いかけで、五十鈴は初めて気付いたかのように、

「え？　う、うん……」

　自らの身体を改めて見直した。

「……別に怪我はしてない……」

「なら良かった！」

　その言葉で、五十鈴いすずはますます頭に血が上ったようだった。

「……あ、あたし、あんたにありがとうとか言わないかんな！　あんたが勝手にした事だし……そ、その怪け我がだって、ごめんなさいとか言わないから！」

　そうして五十鈴は慌てたように立ち上が……ろうとして、腰砕けに倒れ込む。足が震ふるえていて立てないのだ。

「危ない！」

　僕は咄とつ嗟さに身体からだで五十鈴を支えてやった──小さくて軽い。ほんの小さな女の子の身体だった。それが一瞬硬直し、ジタバタし始める。

「ちょっ……離せっ！　誰がまた助けてなんて言った!?　変態！　どこ触って……」

　言いながら、疲れたのか、段々力が抜けていく。

　落ち着いてきたようだ。

　きっと、この子の逆上したような態度は危険な目に直面して怖かったからなのだろう。

　僕は倒れかかったまま抱きかかえた彼女の背を、ゆっくりしたリズムで、ぽん、ぽん、と叩たたいてあげる。子供をあやすように。

「……あんた、強いんだね。顔に似合わず」

　また顔の話か……。僕はちょっと凹へこみながら応こたえる。

「別に強くないよ。……相手が勝手に僕を侮って負けてくれただけだもの」

「そんな事ないって！　強いよ！」

　五十鈴はむきになって食ってかかってきた。

「……強かったよ……」

　そう言って、五十鈴は僕の身体に両手を回してくる。不安で、何かを抱き締めずには居られないのだろう。僕等らはプリクラコーナーの片隅で支え合う。

　と、僕はなんとなく、気になっていた事を口にしていた。

「なんで、さっき僕とあんなにプリクラ撮りたがってたの？」

「へ？」

「お金になる、とか言ってたけど……まさか売るつもりだったとか？　売れるとは思えないし青少年保護育成条例っぽいのに引っかかりそうだし……そういうのやめときなよ」

「……なんで？　あたしが何しようがあんたには迷惑かかんないから……」

「心配じゃないか」

　僕は少しむっとして告げた。

「……心配……？　あたしを……？」

「君に何かあったらと思うと心配だよ」

「……」

　五十鈴は無言になってしまった。へそを曲げたのか。と、唐突に、

「その……本当は、お金になるとかじゃなくて……」

　五十鈴いすずはごにょごにょとした声で呟つぶやきだす。抱きついている僕の身体からだに顔を埋うずめたので、声がこもるのだ。

「……単に、プリクラ撮りたかっただけ……」

「なるほど、それで僕にプリクラ代払わせようとして一緒に撮ろうって言ったわけか。プリクラ代も結構するもんね」

「違くてっ！」

　五十鈴は僕に顔を埋めながら、嫌々をするように顔を左右に振った。

「……その……自慢、したかった」

「ん？　何を？」

「だからぁ！　こんな可愛かわいい子と友達だって！　自慢したかったの！」

　……可愛い子？

「あんたと！　プリクラ撮りたかっただけ！　仲良しになって欲しい、あたしを友達として認めて欲しい……その証あかしとして、プリクラっていう形に残る物が欲しかったの！」

「え？　じゃあ、お金になるから、とか言わないで普通に言えば……」

「恥ずかしいじゃんバカ！　友達としてプリクラ一緒に撮って、とか言えないっしょ!?　まだ会って全然なのに……だから、お金になるよ！　一緒にプリクラ撮ろ？　って……」

　この子は変な事をする子だった。

「なんでそうなるの……？　そういう事ならプリクラぐらい一緒に撮ってもいいよ」

「マジで！」

　埋めていた顔を上げ、僕に張り付いたまま見上げてくる。

「お金はあんた持ちで!?」

　そんなことまで同意したつもりはないが、

「……まあ、いいよ」

「やりぃ！　ラッキー！　実力だね！」

　わけのわからない事を言われた。

「……あ」

　と、五十鈴は僕を見上げた姿勢のまま呟く。

「あんたのその口の所の怪け我が……」

「そういえば、怪我してたっけ。……大丈夫、血は止まってるみたいだし」

「ダメだよ、そんなの！　ちゃんと手当てしなくっちゃ！」

　言うや否や、五十鈴はごそごそと自分のポケットをまさぐり出した。

「ちょっと待ってよ！　……あった！」

　そうして取り出したのは、可愛らしい猫人間のキャラクターのバンソウコウだ。

「これ貼はったげる！」

「え、これ……？」

　ちょっと男が貼るにはファンシー過ぎないだろうか。しかも、顔にこの猫人間をつけてプリクラを撮れ、と……？

「いいから！」

　苛いら立だたしげに五十鈴いすずは急せかす。

「あたしみたいな美少女が手当てしてやるってんだから、おとなしく喜んどけばいーんだよ！　……ちょっと、貼りづらいからもっと屈かがんで！」

　美少女がどうとかはどうでもいいとして、僕は少し前屈みになった。

　五十鈴の好きなようにやらせてやろう。

　と、五十鈴はちまっとしたバンソウコウを両手で持って、それを自らの口に持っていった。そして、それを口で軽く挟みこんで……。

　て、何やってんの!?

　そのまま五十鈴は背伸びして、僕の口元にバンソウコウを貼り付けた。自らの口を使って。器用な舌した遣づかいで、僕の傷口をバンソウコウで塞ふさいでいく。

　ちろちろとした感触がくすぐったい。バンソウコウ越しの舌の動きが艶なまめかしく感じられる。バンソウコウの領域を超えて、僕の肌に直じかに舌が這はい始めた。

　五十鈴は一いつ旦たん舌を這わすのを止やめ、

「……こうやってベロで貼るのが一番綺き麗れいに貼れるやり方なんだよ……」

「え、本当？」

「うっそー……」

　そのまま──五十鈴は僕の唇くちびるまで舌を這わせてきた。

　そして、唇を重ねてくる。

「──ちゅっ」

　それは軽い接触に過ぎなかった──ふわっとした弾力。

　まさかキスされるとは思っていなかった僕は、目を開いていた。五十鈴もそうだ。

　僕ら二人の目が合った。あ、五十鈴の目がハートの形に変わったような……。

　何か、通じた──そう思った瞬間。

「……ちょいやー！」

　五十鈴がジャンピング──ご、という鈍い音と共に僕は頭突きを食らっていた。

　目から火花散る。

「……っつ……！　き、期待してんじゃねーぞ、このエロ助ー！」

　頭を両手で押さえて、涙目になった五十鈴が叫んだ。

「な、なんなんだよ!?　意味わからん!?」












　涙を浮かべながら、五十鈴いすずはにひひと笑う。

「やーい、ひっかかったー！　大・成・功！　今日はこのくらいで勘弁しといてやる！　あたしを本当に心配してるなら、今度はお金ちょうだい！　そしたら、あんたの好きな良い子になってあげてもいいよ！」

　ふらつきながらも、彼女は自らの足で歩きだす。僕から離れ、プリクラコーナーから出て行こうとしていた。途中、倒れていた男に死体蹴げり。

「あれ？　プリクラは？　撮るんじゃなかったの？」

　という僕の問いには、悪戯いたずらな笑いをその顔に浮かべ、

「思い出の証あかしなら、もう貰もらったからいい！」

　五十鈴は自らの唇くちびるを指で押さえた。身を翻し、後はこちらを振り返らずに行ってしまう。

　まったく、あの子は何がしたいんだろう。

　やりたい事だけやって去っていった五十鈴の事を考えつつ、僕は首を傾かしげる。

「……あいつ、思ったより精神抵抗高いのか？　……って、それよりお主よ」

　ひょっこりキス神がみが姿を現した。

「さらっと済ませたけれど、これで四人目のキス達成だな！　いよいよあと一人で、お主の呪のろいも解け……そして、五人の女の子を知る事でお主も男らしさのなんたるかを理解できるだろう！　良かったな！　妾わらわに感謝しろ？」

「君が全すべての災さい厄やくの元凶だと思うんだけど……」

　……ところで僕は、ラッフルズのチーズケーキを買い直さなくてはいけないんだろうな。

　先程、男に踏み潰つぶされた紙袋を見下ろしながら、僕は溜ため息いきを吐ついた。





　　　▽






　あくまで何でもない風に装った。

　食べ物で機嫌を直してくれる、単純で素直で安心できるまひる。

　前みたいに、子供の時のまま変わらない、僕の姉妹。

　それを期待して、僕はラッフルズの紙袋を手に持つ。ベランダ越しに声をかけた。

「ねえ、まひる。チーズケーキ買って来たんだけど食べない？」

　カーテンが引かれた室内から答えは無い。窓にカギはかかっていなかった。

　僕はからからと音を立てるようにして窓を開ける。

「ほら、まひるが言っていたラッフルズのチーズケーキ。いらないの？」

　中を窺うかがう。ベッドに突っ伏しているまひるが見えた。下着じゃない。普通に普段着だ。うつ伏せで表情は見えない。というか、表情を見せないようにしているのか。

　僕の問いかけに無言。……寝ているのかな？

「寝てるの？　それとも……罠わなだとでも警戒してる？　安心しなよ、後でお金を請求したりしないから。僕からのお土産だよ。遠慮せずに、三個まで食べていいよ」

　突っ伏したままのまひるから、くぐもった声がようやく返ってきた。

「……なんで？」

「なんで？　って？　えーと……」

　まさかまひるのご機嫌とりに食べ物で釣りにきました、なんて言えないし……。

「ま、まあ、まひるが昨日言ってたから、僕も食べてみたくなって……お、お裾すそ分わけ？」

「そうじゃない」

　まひるは胡う乱ろんそうに顔を上げ、僕を見る。

「なんで、そんな普通でいられるの？」

「普通、かな……？」

「平気な顔してくるんじゃないかと思ってたら本当に来るし……来ないでよ！」

「な、なんだよ、その言い方……自分だって、勝手に僕の部屋に入ってくるくせに」

「行かないよ！　ていうか、もう行けないよ！」

　まひるは叩たたきつけるように言った。

「だから、在あり人とも来ないで……昨日のアレの後なんだよ？　普通、来れなくない？」

　昨日のアレ……。僕は、まひるが僕をテストすると言ってキスをせがんできたのを思い出す。確かに、アレの後だとちょっと気まずい気もするかもしれない。しかし……、

「で、でも、あれは僕を試す為ための芝居だったんだし……。そ、それに今朝とかはまひるだって普通にしてくれてたじゃないか」

「……今朝とかは、ね」

　まひるは身を起こすとベッドに腰掛ける。膝ひざに両肘ひじをついた。そうやって組んだ手に顎あごを乗せ、アンニュイなポーズ。

「……今朝とか学校でなら、まだ普通にしていられた……でも……部屋に帰ってきたら昨日のアレ、思い出しちゃうよ……」

　思い返すように視線を彷徨さまよわせ、

「……あんなことしちゃったのに、いつも通りでいられるって……やっぱり在あり人とにとってわたしはそういう存在でしかないの？　異性として意識できない相手……」

「……何言ってるんだよ」

　僕は心外な事を言われた気がした。

「まひるがそうしろって……家族みたいな、兄妹きようだいみたいなままで居たいって……だから僕は、そうあろうと……それを今、どうして、そんな事言い出すんだ」

「わたしだって……！」

　まひるは呻うめくように呟つぶやいた。

「わたしだって、わかんないよ！　わたしがどうしたいのか……。だって、在人が夕ゆう陽ひ先輩とキスしたところを見ちゃったらやっぱり胸が痛いの！　わたしだって……わたしの方がずっと前から……在人とキスするのも当たり前だったのにって、思っちゃったんだよ！　なのに、在人は昨日のアレがあっても全然女の子として見てくれてない……！　だから平気でここに来れちゃうの。違う？」

　まひるは僕を睨にらみつけるように見つめてきた。

「今日、在人が夕陽先輩とキスしたのを見た後、私はこんな風になっちゃった……胸が痛いって思っちゃったの！　そして、そう思っちゃうって事は……やっぱり、わたし在人の事、もう家族として見れていないんだ、って思い知っちゃったんだよ！」

　そんな……。まひるの目には紛まぎれもなく苦く悶もん。引き裂かれるような思いが詰まっていた。

　僕は鋼で頭を打たれたような気持ちになる。僕等らの今までの関係が、まひるを苦しめている……。大事な絆きずなだと思っていたそれが、今ではむしろ楔くさびになって心を穿うがっていた。

　小さい頃仲良しだった二人の特別な絆……。捨てがたい、大切なもの。そのはずなのに。

　……でも、僕は苦しむまひるなんか見たくない、見たくないのだ──ならば……！

　こんな風にお互い、前みたいな関係に、家族のような関係であろうと拘こだわって、逆にその所せ為いで苦しんだり、ぎこちなくなっちゃうくらいなら……。

　僕は今まであった物が失われてしまう痛みを胸に覚えつつ、一歩踏み出す。

「……まひる。じゃあ、今度は僕からのテストだ」

「……え？」

「まひるが本当に僕の事を、兄妹きようだいみたいに見られなくなっているのか……確かめるんだ」

「……どういう事？」

　僕はまひるのベッドの横に腰かけた。まひるが身を固くするのがわかる。

「……これはテストだからね？」

　僕は念押しするように言うと、

「……選択問題だよ。今、ここで僕とキスするか、キスしないで一生これから僕と会えなくなるか……どっちがいい？」

「……はあ？　何言って……」

「言った通りだよ」

　僕は傍そばでキス神がみが僕等らの事を窺うかがっている気配を感じながら続けた。

「まひるが今ここで僕とキスしてくれないと、僕はまひると二度と会えなくなる」

　男としては、だ。僕は心に決めた。呪のろいを解く為ための五人目のキスの相手にはまひるになってもらおう、と。それ以外の子は五人目の相手にはしない……。

「僕は、本気だ」

　まひるにキスしてもらえなければ、僕が女の子化するのは確定する。僕がそう心に決めたとしてもキス神に文句は無いはずだ。

「……いや、そんなのダメだぞ、お主！」

　キス神が慌てたように咎とがめ立ててきた。

「キスしない、とか決心するな！　誰でもいいからキスしろ！　女の子になっちゃうんだぞ？　いいのかそれで!?　男らしくなりたいんだろうが!?　あと一人とキスすれば男らしさのなんたるかが掴つかめるというのに！」

　僕に女の子化する呪いをかけた張本人が何を慌てているのか。僕が女の子になるかもしれないって、キス神が一番よくわかっていたはずだろうに。

「だ、だって……もしお主が女の子化したらもう二度と誰ともキスできなくなるだろ!?」

　……まあ、女の子化した後に、男とキスしたいとは思わないし……女の子同士のキスなんて現実には難し過ぎるみたいだし……。

「妾わらわを呼び出したお主がこれから誰ともキスしないんなら、妾は誰のキスからパワーを貰もらえばいいんだ!?　お主は女の子になりたくないからこそ、本気で女の子とキスせざるを得なくなるはずで、そこでほんとにお主が女の子になっちゃったら、妾困るんだよ！　キスをこの世に広められなくなる！　妾は何の為にこの世に呼ばれたのか、何のために存在してるのか、わからなくなっちゃうだろ！」

　そんな事言われても、それはキス神の言い分だしなあ。僕はキス神の抗議の声に耳を塞ふさぎ、まひるに意識を戻した。まひるは嫌な予感に心乱されたような、気き遣づかわしげな表情で、

「……在あり人と、何を言いだしてるの？　二度と会えなくなるって……家でも出る気？」

「……そういう事じゃないんだけど、本当に僕には会えなくなる。信じて」

　僕の言葉に、まひるの眼まな差ざしは揺れる。

「在人の言う事、よくわかんない……わかんないけど……キスしなくても、会える、でしょ？　その……家族みたいに、とかそういうの抜きにしても」

「……ダメなんだよ。会えない」

　それまでの僕じゃなくなるという事の他に、女の子になった僕をまひるに見せたくない、という気持ちもあるし……。

「僕は本気なんだよ」

「わ、わたしだって、その……本気だよ……」

「……じゃあ、キスする？」

「でも……でも……キスしちゃったら……。それは、ま、また今度に……」

「今度は無いんだ。会えない。もう二度と会えないよ」

「な、なんで、そんな事言うの!?　意地悪だよ!?」

「意地悪で言ってるんじゃなくて、ただ、そうなんだよ」

「べ、別にキスしなくても会えるよ！　だって、わたし達、特別な仲なんだよ？　他の人とは違う何かで結ばれてるの、わかるでしょ？」

「キスしなきゃ、わからない」

「……っ！」

　まひるは追い詰められたように視線をあちこちに彷徨さまよわせる。逃げ場を探すように。

「でも、キスしちゃったら……わたし達の特別な絆きずなが無くなっちゃう……無くなっちゃうんだよ……！」

「それがまひるを苦しめてるんだったら、無くしちゃった方がいいんだよ。そのためにも……まひる、キスしよう。僕は……まひると別れたくないよ」

　僕は隣に座ったまひるの肩を抱く。強こわ張ばった身体からだ。まひるは下した唇くちびるを噛かみ、

「……ずるい！」

　と、一言鋭く発した。僕は首を傾かしげてみせた。そして、

「何がずるいの？」

「だって、これ、テストでしょ？　わたしが在人にキスするかしないか……わたしが在人の事をどういう存在だと思ってるか、試すためのテスト……。でも、ほんとに？」

「ほんとに？　ってどういう意味さ？」

「そういうテストだって言っておけば、わたしと別れたくないとか、キ、キスしたいとかそういうのを本気で告白したとしても、誤ご魔ま化かせちゃうじゃない！　あれはテストだったって言えば……本気じゃなかったんだって言い訳すれば、無かった事にできちゃうじゃない！　無かった事にして、これまで通りの関係も維持できる……。在あり人と、そういう計算した上でキスを迫ってる！　逃げ道残したまま告白するって、なんかずるいよ！」

「男らしくない？」

「そうだよ！　在人、男らしくない！　テストなんて言わないで……本気だよって、言ってよぉ……」

　まひるは項垂うなだれて、最後に力無く呟つぶやいた。

「まひるはどうだったの？」

「……ふぇ？」

「昨日、僕にテストだって言ってたけど……あれは本気だった？」

「そ、それは……」

　まひるの目が再び泳ぐ──だが。

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、まひるの背筋がすっと伸びた。それだけで、意を決したのがわかる。

「ほ、本気、だったよ……。告白！　だったの！」

　言い切った。

「……でも、それで断られたらもう立ち直れないから……だから、テストって言って、断られてもテストだったんだからって……本気じゃなかったんだから、だから失敗しても今まで通りの関係を続けられるって思って……そうだよ！　わたしがずるかったの！　そんなずるいやり方でしか告白できなかった自分が嫌になっちゃって……！」

　僕は大きく安あん堵どの息を吐ついた。やっぱり、まひるだ……。僕の大好きなまひるだ。僕の事を信じて、そんな気持ちさえ打ち明けてくれた。

　僕は、キスをする。

　僕を見て真っ赤になっているまひるに、素早く口を寄せ、軽く触れた。

　呆あつ気けないほどの邂かい逅こう。だが、これで僕等らの兄妹きようだいみたいな関係は終わりだ。

「……えっ!?」

　まひるの目が丸くなり、自分の唇くちびるを指で何度も確かめる。

「キ、キスしちゃったら、テスト失敗……!?　ていうか、在人の方から……!?」

「僕は、テストに失敗しちゃったみたいだ」

　僕は真面目まじめな顔をしてまひるに告げた。

「……でも、まひるだってそうだろ？」

「わ、わたし、も？」

「僕が失敗しなくても、まひるの方で失敗してたよね？」

「う、うん……」

　伏し目がちになりながらも、まひるは同意の呟きを発した。

「……僕等らはお互いにもう相手の事を兄妹きようだいとして見られない、テストは失敗だね」

「これで……わたし達はもう特別な間柄じゃなくなっちゃった……。意識しないでいられる、家族みたいな関係は壊れちゃった……」

「このテストは、失敗する事が正解なんだよ」

　僕はまひるにそう囁ささやく。

「……本当の気持ちに素直になって、認める事が最初の一歩なんだと思う」

「でも、これじゃあ、もう昔みたいには戻れないし……」

「思い切って、前までの僕等を捨てて、新しい僕等の関係を作っていかなきゃならないんだ。兄妹じゃ無い関係になる為ために。まひるは、僕と新しい関係になるの、嫌？」

「……そんな事無い」

　まひるは僕に身体からだを預けてきた。

「そんな事無いけど……ちょっと寂しいだけ……」

　こうして僕等は仲の良い兄妹からの卒業のキスをその場でもう一回繰り返したのだった。













　　　第４章









「いやあ！　お主があんな事言いだした時は流石さすがにどうなる事かと思ったぞ！」

　キス神がみが僕の前に現れて、汗をぬぐって見せた。

「だが、遂ついに五人とキスを交わしたな！　よくやった！」

　僕は、あの後まひるに別れを告げ、自室へ戻ったところだった。

　これからはお互いに相手の部屋を訪れるのは控える事になるんだろうな……でも、これが普通の事なんだよな……とか、ちょっと寂しい気持ちを噛かみしめようとしていた矢先だ。

「呼んでもないのに……でも、これで僕の呪のろいは解けたんだろうね？」

「まあ、慌てるな。そのための力は十分溜たまった……！　今から解いてやるとも、任せるが良い！　くくく、お主が五人の女の子とキスする事で得られた感情の揺らぎは妾わらわの力となりパワーとなった！　これは東京ドーム三千個分の何かすごいアレなのだよ」

「そういう適当な説明はいらないから」

「折せつ角かく、人が気持よく解説しようとしているのに……！　ともかく妾は大きな力を手に入れた。多分。この力を使えば呪いを解くなど造作もない事。だがお主それで大丈夫か？」

「大丈夫か、ってどういう事？」

「お主、五人の女の子とキスして男らしさを手に入れられたか？　自覚はあるか？」

「え!?　キスすれば男らしさが身につくんでしょ？　その為ための呪いだよね？」

「馬鹿言っちゃいけないぞ、お主！　男らしさは自分で気付き、身につける物……お主自らが掴つかみ取らねば、手に入るものではないのだよ」

「ええっ!?　そんな聞いてないよ!?」

　なに、そんなしれっとした顔で!?

「……まあ、いいや。これで呪いが解けるなら今後君の顔を見ずに済むってもんだしね」

「えー？　お主、そう言うなよー。どうだ？　まだ男らしさを身につけていないかも？　と、ご不安をお感じのそこのあなた！　今なら無料で！　もう一度呪いをかけてやろうか？　それで今度こそ男らしさを見つけ出してみるというのは？　くくく……妾という美少女神を侍はべらせる権利をやろうというのだ……ご検討のほどよろしくお願いいたします」

「やだよ!?　いい加減、僕を解放してよ」

「わかったわかった。まあ、その話は後で詰めるとして……」

「詰めないよ!?　そんな話、何の交渉の余地もないよ！　そんなのはいいから！　呪いは解けたの？」

「今から、妾の溢あふれんばかりの力とパワーを注いで呪いを解いてやるから、妾に感謝の祈りと踊りと彩りを捧ささげると良いよ……何か激しい奴やつをな！」

　それだけ言うと、キス神がみは神妙な顔つきになった。宙に右手を突き出し、

「……万物のマナよ……」

　それだけ言って、沈黙する。

　適当な呪じゆ文もんを並べようとして、でもそれ以降の言葉を思いつかなかったみたいだ。

　長い空白──と、宙に突き出したキス神の右手の指が、の、の字を描きだす。

　キス神の左手はこめかみだ。頭痛を堪こらえる人のようなポーズ。そして、

「……あれえ……？」

　俄が然ぜん雲行きが怪しくなる一言を漏らした。そして、しばらくあーだこーだ試した後、

「……なんで解除できない!?」

　キス神は両手で自分のこめかみ部分をグリグリしながら叫ぶ。

　聞きたいのはこっちだ。僕は、取り乱すキス神を前に途方に暮れる。

「ちょっと……まさか、僕の呪のろいは……？」

　僕の問いに、キス神はびくりと身を震ふるわせ、悪戯いたずらを見つけられた子犬みたいに恐る恐る、

「すまん、解けない……妾わらわには呪いを解くだけの力が残ってなかったという事だ……」

「僕に呪いをかける事はできたのに、それを解けないって……」

「……わからない……確かに呪いをかける力はあったのに……一度発動してしまった呪いを解除するのに、それ以上の力が必要になるなんて……知らなかった……」

「知らなかったって……今まで呪いをかけた事も、解いた事もなかったの!?」

「……うん」

　キス神は萎しおれた声で、ようやくそれだけ絞り出す。そんな事今更言われても……。

　僕は女の子化するのが嫌だからここまでやってきたのに、それが全部無駄だった……？

　と、僕の袖そでを引く者がいる。ふと見れば、

「お主……妾、どうしよう……」

　キス神が小さくなりながら、俯うつむきながら、僕に囁ささやいていた。僕は瞬まばたきしてしまう。

　あれ？　なんか……？

「君……また薄くなってない？」

　キス神の姿は、まるで出来損ないのホログラムのように、向こう側が透けて見えた。

「前にも色いろ褪あせて見えた事があったけど……」

「……妾、この世界に存在するだけの力も足りなくなってきてるみたい……」

「え？　このままだと、消えちゃうって事？」

「妾の持つ力、呪いをかけたり妾自身が実体を保つのに使われる神の力は日々消費されている。もうそれが残り少ないみたいだ。だから、呪いも解けないし、それどころかこの世に存在することすらできなくなりかけてる……」

「じゃあ、君は……」

　死にかけてるんじゃないのか。こんなのが神の死に様なのか。

「……すまぬ……すまぬ……」

「何を謝ってるの？」

「……妾わらわが消えたら……お主にかけられた呪のろいを解く者は居なくなってしまう……」

　あの、傲ごう岸がんでやりたい放題で何者をも恐れぬようだったあのキス神がみが、今では濡ぬれそぼった犬のように小さくなっている。

「……妾は一体何の為ためこの世に出て来たんだ……せっかくこの世に出て来れたのに」

「な、なんだか気持ち悪いよ、君がそんな萎しおれて……」

　頼りなげで、心細げで、いたたまれない。

「妾がお主に呼び出された時、どれだけ嬉うれしかったかわかるか？」

「……こっちはどん引きだったけど」

「それは、はしゃぎ過ぎたかもしれんけど……。でも、それまでの妾は画面の外から中を覗のぞくだけみたいなものだったんだ。この世界に何も関与できず、見ているしかできない……この世界の楽しい事も悲しい事も全部他ひ人と事ごとで、一人ぼっちで、ただそれを見てるだけだった……でも、この世に来れた！　お主が呼び出してくれたお陰で！」

　キス神は思い出して、小さく笑う。

「その瞬間、妾はこの世に存在できた。お主に妾の存在を知ってもらえた。妾は一人ぼっちじゃ無くなった。お主が連れ出してくれたんだ。妾はここにいるんだとわかってくれる、たった一人の妾の信者……」

「……えー、と……」

　信者になったつもりはさらさらないんだけど……でも、その事は黙っておいてあげた。

「こうして妾は初めて妾以外の存在ってものに関かかわれたんだ。お主にな。……妾なりにお主に良い影響を与えられればと思っていたのに、妾がこの世に存在して良かったと思わせられる結果を残せればと思っていたのにこんな終わり方になって……悔しいんだよ」

　キス神は深く沈んだ声で自問を繰り返した。

「……本当に……妾は何のためにこの世に生まれて来たんだ……」

　本当なら、僕は怒っていいのかもしれない。本当なら、慰められるべきは呪いが解けずに女の子化してしまう僕の方なのかもしれない。だが、

「……どうしたんだよ、らしくないじゃないか」

　こいつの方が可哀かわい想そうに思えた。こいつの存在はかよわい。僕はまだ周りに色んな人達がいて、色んな人達に支えられて生きていける。けど、こいつには今、僕しかいない。

「……どうにか君に力を取り戻させる方法はないの？」

「お主……？」

「何か手があるなら……僕も手伝うよ」

　その僕に見捨てられたら、こいつは一人ぼっちになってしまう。キス神がみを呼び出した僕だけが、こいつの存在を知覚できる。つまり、僕がこいつを見限ったら、こいつはもう誰にも見てもらえない、存在を認識してもらえない。それは生きていないという事だ。

　意識はあっても誰にも影響を与えられないし、自分の話を誰にも聞いてもらえない。画面の外からただ指を咥くわえて見ているしかない……先程のキス神の言葉が思い出された。

「妾わらわを……助けてくれるのか？　……お主に呪のろいをかけた張本人である妾を……？」

　誰もこいつを助けてやれない。僕以外には。だから、助ける。

「か、勘違いしないでよね？　君がこのまま消えたら僕にかけられた呪いが解けないから、仕方なく助けてあげるんだからね！」

「お、おう……」

「で、どうすればいい？」

　キス神は考え込んだ。そして、ようやく口を開く。

「……たぶん……」





　　　▽






「どうしたの、在あり人とくん？　こんな時間に……」

　やってきた緋ひ奈な美みちゃんの問いかけに、僕は答えない。

　これから、僕がやる事に緊張していたからだ。

　港の見える公園には高台があり、そこから港が一望できるようになっている。

　僕はその高台の一角にある休憩用の東あずま屋やに、緋奈美ちゃんを呼び出していた。

　この東屋は開放的で特に眺ちよう望ぼうに優れている。だが、周囲には電灯が少なく、人通りがあまりない。人目を忍ぶには最適の場所だ。

「……わー、綺き麗れいだねー！」

　緋奈美ちゃんは僕の横に来ると、感嘆の声を上げた。

　港の見える公園から見る夜景は幻想的だ。港の明かりに、ライトアップされた停泊中の船。黒く沈む海を背景に、それが浮かびあがって見える。

　漆黒の中、沖を行く船の明かりがゆっくりとその場所を移していった。

　そこから少し目を転じれば、遊園地マリンパーク名物の大観覧車が目に入る。刻一刻と明かりの色を変えながら、その瞬またたきは闇やみの中で屹きつ立りつしていた。

　ちょっと残念なのは、今日の月が雲間に隠れてしまっている事か。

「……えへへ」

　緋奈美ちゃんが、そっと頭を僕の肩に預けてきた。ミントの香りが、ふわりとする。

「……なんだか、こんな場所に二人でいると照れちゃうね！　恋人同士みたい！」

　まるで、いーっ、としているかのような笑顔。照れ隠しの笑いに、零こぼれる白い歯。

　その表情が、ふと、真顔に戻る。どこか不安そうなその顔。

「……」

　無言で、緋ひ奈な美みちゃんは僕を見上げてきた。その瞳ひとみは潤うるみ、僕に何かをねだるよう。唇くちびるが少しすぼめられていた。その頬ほおをやや赤らめ、

「……在あり人とくん……」

　その囁ささやきは期待に満ちて、

「あ、在人君……と、緋奈美ちゃん……？」

　そこへ水みず生おさんが現れた。僕等らの背後で水生さんは立ち尽くしていた。

　緋奈美ちゃんは目を見開いて、水生さんを見る。

「あれ!?　メル、どうしたの!?」

「私、その……」

　と水生さんは僕の顔をじっと見て、

「……緋奈美ちゃんこそ、在人君と二人で何をしているの？」

「え!?　あ、いや、これは……えへへ、恥ずかしいな……あたし、在人くんと、その、結……将来的な物を見み据すえてお付き合いしてるんだよ！」

　大切な事を親友に打ち明ける。そんな風に、緋奈美ちゃんは笑顔を見せた。

　それを聞いた水生さんは、東あずま屋やの中にあったテーブルによろりと手をつく。

「そ、そう、なんですか……」

　そして、彼女は大事な親友を傷付けまいといつものような控え目な笑顔を浮かべるのだ。

「そう、だったんですね。緋奈美ちゃん、おめでとう。私、知りませんでした……。お二人はどうしてお付き合いを……？」

「あたし、在人くんと、その、き、キスしちゃったから……」

「キス……？」

「家の言いつけで、初めてのキスをした人とは結婚しなくちゃいけないの！　うわ、何かすごい恥ずい！」

　緋奈美ちゃんは顔を真っ赤にし、その頬を両手で覆った。はにかんだ笑顔。目は×みたいにぎゅっと閉じられ、恥ずかしくて僕や水生さんの顔を見られないみたいだ。

　水生さんは結婚という言葉を聞き、こちらは両手で自らの口を覆った。

「……在人君、ごめんなさい。そんな事も知らないで、私、あなたにとんでもない事を」

　僕とキスした事を後悔している。そんな風に見えた。親友の好きな人とも知らずに、と。

　そのあまりに愕がく然ぜんとした様子に、緋奈美ちゃんが、ん？　と首を傾かしげ、

「あれ？　どうかした？　メル……？」

　そして、はっ、と息を呑のむ気配。

「もしかして、メル……在あり人とくんの事……？」

「ち、違います！　私、そんな……」

「え？　だって、メル、在人くんに告白された時、断ってたよね？　……あれ？　断ってはいなかったんだっけ……？　え？　じゃあ、あの後……。あ、あたし、何をしでかしちゃったの……っ!?　メルの思いを……そんなつもりじゃ……！」

　二人の少女は互いに立ち尽くす。その二人の間に割り込むように、

「あ、いたいた～！　待った～？」

　そんな声がかけられた。そして続けて、

「相変わらず可愛かわいいね～、アーリーちゃ～ん！」

　僕は後ろから強烈なタックルのように抱きつかれ、そのまま頬ほおずりされる。

「うんうん、私も会えなくて寂しかったよ～？」

「な……!?」

　突然現れ、僕にべたべたする同じ学校の夕ゆう陽ひ先輩を前に、緋ひ奈な美みちゃんと水みず生おさんは呆あつ気けにとられたようだった。その様子を見て、夕陽先輩は、ん？　と首を傾かしげてにっこり。

「アーリーちゃんのお友達～？　よろしく～。て、あら～？　でも、この子達もここに呼んだの？　あ、お友達に私の事紹介しようってこと～？　うふふ、や～だ～。アーリーちゃんと私の関係、お知らせしちゃっていいのかな～？」

　緋奈美ちゃんが目の色を変えた。

「あ、あの!?　先輩、や、止やめてもらえますか!?　在人くん、困ってますよ！」

　一方、水生さんは僕等らのべたべたした様子を見て、頬を赤らめている。

　夕陽先輩は楽しそうだ。一層僕にすりすりしつつ、

「私はもうアーリーちゃんと裸の付き合い、みたいなものなのよ～？　アーリーちゃんのもっと可愛い姿だって見た事あるし～。こんなナデナデくらいでアーリーちゃん困ったりしないよね～？　うふふ、ほら、しないって」

「は、裸の……可愛い姿……!?」

　そう絶句した緋奈美ちゃんに、追撃。

「それにアーリーちゃんと私はちゅーだってしてるもんね？　こんなのスキンシップ～」

「……ちゅ、ちゅー……!?」

「先輩とも……？」

　緋奈美ちゃんと水生さんは唖あ然ぜんとし、それから僕を見つめてきた。

　まだだ……。と、僕は思う。まだ明かせない。あと少し……。

「……ちょっと、あんたさ～？　あたしをこんなところに呼び出すとか何か勘違いしてんじゃない？　あたし、別にあんたの事なんとも思ってないのに、一回キスしただけで彼氏面しないでほしいんだよね～？　……あれ？　……なにこれ？」

　どこかいそいそとした様子で猫みたいな笑みを浮かべながらここまでやってきた五十鈴いすずは、僕等らの様子に気付くと、笑みを引っ込め、冷たい目で僕を見始めた。

「……夜の公園デートじゃないの……？」

　気合い入れてオシャレしてきた様子の五十鈴は、なにかを抑えこむような声色で呟つぶやく。

　もう少しだ……もう少し……！

「まひるー！　早く来てくれー！」

「えっ!?　なに!?　何か呼んだ？」

　ようやく、まひるが東あずま屋やにやってきた。

　頬ほおを膨ふくらませながらも、こちらも妙に着慣れない服装で軽い足取り。

「もうっ！　何なのよ！　さっきの今で、今度は外に連れ出すなんて……名残惜しいの？　ま、まあ、わたしもまだ今日っていう日を終わらせちゃうのはまだ早いかなっ？　って思ってたから付き合ってあげるけど、それにしても在あり人と、こんなムードのある場所よく知ってたね？　わたし達の初めてのキスの思い出ができた日にこんなところを選ぶなんて、在人って結構女の子慣れしてんじゃないのー？　もー、誰に教わったのよー？　わたしの知らないところで何やってんのまったくー」

　もじもじてれてれしながら、まひるは僕に近付いてきた。僕の顔をあまりまともに見れないようで、そっぽを向きながら、だ。申し訳程度の脹ふくれっ面つらの口元は微かすかに緩んでいる。

　で、やっと僕の方をちらっと上目遣づかいし、それで、

「……ん……？」

　自分が大勢の前で何をべらべらくっちゃべっていたのか気付き、顔色を真っ赤に染めた。

「……な……！　な、なんなの……なんでこんな皆……加か瀬せちゃん……？」

「まひる……もキス……したの？」

　緋ひ奈な美みちゃんも聞き逃さなかったようだ。

　度重なる僕のキス情報に処理速度が追いつかないのか、彼女の表情はただただ困惑気味。

　よし！　揃そろった！　なんていうかもう、一刻も早く何とかしないと！

　僕は僕とキスをした五人の女の子達の前で、一つ咳せき払ばらい。

　ようやく本題を切り出せる事に奇妙な安あん堵どを覚える。

「……皆、まずは僕の呼びかけに応じて集まってくれてありがとう。これから皆に聞いて欲しい事があるんだ」

「え？　呼ばれたのあたしだけじゃなかったの……？」

「……私もてっきり」

「皆に夕ゆう陽ひの事、恋人だって紹介してくれるんだよね～、アーリーちゃ～ん？」

「……あたし、帰っていい？」

「在人……これ、どういうつもり……？」

　五者五様の受け答え。だが、僕はそれには一切応じない。一々応答するより、その目で確かめさせた方が早いだろう。

「さて……」

　名探偵、皆を集めてさてと言い。

「この中に、犯人がいます！」

　一同の表情に緊張が走る！

「何の!?」

　ごもっとも。

「この事態を引き起こした張本人です！」

「……在あり人との事だよね？」

　まひるがとても抑揚を抑えた声で、ぽつり。

「……皆にキスして、皆をここに呼び出して……」

「そ、そうかもしれないけどそうじゃないの！」

　僕は慌てて首を横に振った。

「今からその犯人を皆さんの前で明かしてみせましょう！　えっと！　緋ひ奈な美みちゃん！」

「は、はい!?」

　もうこうなったら勢いだ！　僕はつかつかと緋奈美ちゃんに歩み寄る。

　迫りくる僕に、緋奈美ちゃんは目を白黒させ、

「え？　え？　あたし!?　あたし犯人!?」

「ごめんっ！」

　僕は素早く肩を引き寄せると、驚いたままの緋奈美ちゃんの唇くちびるを奪った。

「ぎゃー!?」

　叫んだのは五十鈴いすずかまひるか、両方か。

　僕は、顔を赤らめうっとりした様子の緋奈美ちゃんから唇を引きはがし、

「緋奈美ちゃんは悪くない！　水みず生おさん！」

　へなへなと腰から砕ける緋奈美ちゃんから水生さんに向き直った。

「……!?」

　水生さんは僕と緋奈美ちゃんのキスシーンを顔を覆った両手の指の間からガン見していたが、急に僕に呼ばれて無言で応こたえた。

　僕は水生さんの両手を、つ、と下げさせる。小さくて桜色の唇が露あらわになった。

　僕を見つめる水生さんの目も露わに。

「ごめんっ！」

　僕はその唇を僕の唇で隠す。それと同時に、水生さんの眼まな差ざしも瞼まぶたが閉じられその奥に隠される。水生さんはちょっとビクンとした。

「ああん、ずるい、夕ゆう陽ひも夕陽も、キスしてよ～！」

「水みず生おさんも悪くない！　夕陽先輩！」

「はーい！」

　膝ひざを折ってぺたんと尻しり餅もちをついた水生さんから夕陽先輩に向き直った。

　夕陽先輩は両手を広げ、いつでも僕を受け入れ、すりすりする態勢。

　だから、僕が夕陽先輩に近付くとむしろ向こうから積極的に僕の唇くちびるを求めて、

「ごめんなさいっ！」

　ちゅーした。夕陽先輩の顔を両手で包んでねっとり＆しっぽりと。

　夕陽先輩の弾むような胸が実際に弾んで僕に弾力感を伝えてくる。

「夕陽先輩も犯人じゃない！　五十鈴いすず！」

「え、ちょ、ま、嘘うそ、ば、ばか、来るな、痴漢！　変態！　警察呼ぶ……」

　ぽーっとした表情で立ち尽くす夕陽先輩の脇を通り、僕は五十鈴に近付いて行く。

　五十鈴は僕を近付けまいと両手を前に突き出し、へっぴり腰になっていた。

　僕はその腰に手を回し、ぐいっと引き寄せる。

「んひっ!?」

　逃げられず僕に密着してしまった五十鈴は僕を見上げ、

「あ、あんた、本当にちょっとシャレになんない……」

「ごめんっ！」

　僕は五十鈴の口を塞ふさいで、彼女の言葉を途切れさせた。

　一瞬大きく見開かれた五十鈴の目がすぐに蕩とろけ、

「……ばか……変態……」

　艶つやめいた声で囁ささやき、くたっと倒れかかる。僕はそれを受け止め、地に寝かせてやった。

「五十鈴だって全然悪くない！　まひる！」

「……バカじゃないのっ!?　何してんの、在あり人とっ！　こんな所で、見せつけるみたいにわた……皆の前でっ！　ひどいよっ！　恥ずかしくないの!?」

　まひるに鋭く言われてしまった。うっ、と詰まった僕は、恥じ入るように顔を伏せる。

「……た、確かに、まひるの言う通りだね……じゃあ、まひるはキスしないでおく？」

「……え……？」

「まひる、そんなにキスされるの嫌だったら……やめておくけど……」

「そ、それは……」

　まひるはもじもじと身動みじろぎ。僕と目を合わせられないかのように、顔を右下に向けてしまう。そうしていると、まひるの首筋の白さが際立った。そして……僕は釘くぎ付づけになる。襟元からちらりと覗のぞく、まひるの鎖骨……。ちらちら見える、まひるの肩の窪くぼみ……。

「……ごめん」

「な、なによ……」

「やっぱり、駄目だ……そんな……そんなまひるにキスしないなんて……」

「え？　あの、ちょっと、在あり人と……？」

「……我慢……できないよ！」

　魂の呻うめきを漏らすや否や、僕は思い切りまひるを抱き締めた。まひるの肌の熱さとふわっとした香りを吸い込んだ瞬間、僕は愛いとおしさで胸が苦しくなる。緋ひ奈な美みちゃん達と次々にキスをして昂たかぶった僕の猛々しい心は今か今かと爆発したがっていた。そして、最高に昂ったそれが今……まひるに放たれるのだ。その解放感……！

「ひゃ!?　な、な、なにするの!?　や、やだ！」

　僕は強引に、真っ赤に染まったまひるの顔を覗のぞきこむ。目と目があった。まひるの目に、次に何が起こるか予感した色が見えた。

「あ、や、だ、駄目……」

　僕はそう言いかけるまひるの口に近付いて行く。そして、ゆっくりと塞ふさいだ。まひるの唇くちびるは、まるでそれを待っていたかのように薄く開いていた。音は立てない。密やかに、そっとその中に舌を差し込む。まひるの中は熱を帯び、ぬるぬると僕の舌に絡みついた。

「……ちゅるっ、ら、めぇ……ちゅ、れろ……ちゅぷっ、こ、こんな……んむぅっ」

　縦横無尽、僕は舌での感触を堪能する。そんな僕の貪むさぼりに、まひるは声ならぬ声。

　やがて僕はキスを終え、まひるの唇から離れた。まひるの目が切なげに揺れる。

「え……もう、おわり？　あ、や、やめてよね……！　わ、わたし嫌だって何度も言ったのに、それなのに無理やりその舌で、何度も何度も……わたしの中に出入りしにゃっ!?」

　僕はまひるの唇から、今度は首筋へとキスを這はわせていた。舌の先で、つっ、とまひるの肌をなぞる。面白いほど、まひるの身体からだが跳ねた。

「やだ、やめて！　こんなのいや、いやぁあん！　あっ、あっ、あっ……くす、ぐっ！」

　仰のけ反ぞるまひる。その白い首筋を吸っていく。次第に首元へと下り、やがて固い部分に到達した。それはさっき、僕に奇妙なもどかしさを抱かせた部分、まひるの鎖骨だ。

「ね？　や、やめて、在人……？　ね？　もういいでしょ？　こ、こんな恥ずきゃひっ」

　僕はその硬い部分を甘く噛かむ。そうして残った僅わずかな噛み痕あとを舌で確かめた。

「んんんっそこ、お……っ！　あっ、んっ、ああぁん……やあ、もう許し、ひっ、んっ！」

　それから僕は再び首筋を登った。滑らかな肌にキスをし、まひるの下顎あご、そして耳元まで至る。その間、まひるは仰け反ったまま喉のどをひくつかせ、

「ひゃんっ、やあ、だあ……あ、そこ!?　そこほんとダメぇ！　何か出ちゃうよぉ……」

　最も早はや蕩とろけた眼まな差ざしのまひる。その耳のすぐ傍そばで、僕は囁ささやいた。

「……これでもう、まひるもすっかりキスが大好きになったんじゃない？」

「……う……うん……」

　その応こたえと共に、僕はまひるの耳に口付けする。まひるは切なげな、魂の抜けたような息を漏らし、そこで完全に弛し緩かんした。ぐったりと僕にもたれかかり、僅わずかに痙けい攣れんしている。

　水みず生おさん達がその様子を呆あつ気けに取られて見つめる中、「ずるーい！　なんでまひるちゃんだけそんなディープなの～？」と夕ゆう陽ひ先輩だけが口を尖とががらせたような物言い。だが、僕はそれには応えず、脱力したまひるを横たえてやる。──キス五人抜き、達成……っ！

「……結局……何なのよ、これ……」

　まひるが、ぶるぶる震ふるえる足で立ち上がろうとしつつ呟つぶやく。

　これだけキスをすれば……！　僕は宙を指差した。

「犯人はこいつです」

「妾わらわです。全部妾がやりました」

　そこに半透明のキス神がみが姿を現す。

　存在が消えかけているキス神。僕のキスから何らかのエネルギーを得られるという神様。

「え!?」

「なにそれ!?　浮いてる!?」

「や～ん！　可愛かわいいっ！」

　皆がキス神の姿を見て驚きの声を上げる。皆にもキス神が見えるようになっていた。僕の目もく論ろ見みは上う手まくいったようだ。……でも、なぜまだ半透明なんだ？

「よくやったぞ、お主……」

　キス神は神妙な面持ち。

「お主の決死の行動により、これまでで最大のパワーがエナジーだ……！　わざわざ皆の前で連続キスをする事で、感情の揺らぎは物もの凄すごいレベルに達した。そして、そこから妾が得られたパワーのエナジーもな」

　言っている事は意味不明だが、キス神は託たく宣せんを告げる巫み女このように厳げん粛しゆくだ。

「その得られたパワーの一部を使い、今、この娘達にも妾の姿を感じられるように施した……これで、妾がお主に呪のろいをかけていたという説明もしやすくなるであろう？」

「な、なんなのよ、この子」

「妾は神だ！」

　まひるの問いに、キス神は胸を張る。

「この世にキスを蔓延はびこらせるために深しん淵えんより飛来した邪じや……善なる神！　妾はこの小僧に呼び出され、そしてこの小僧に呪いをかけたのだ」

「呪い……？」

「五人の女の子とキスしなければ女の子になってしまうという、大変頭のいい呪い」

「……何言ってるの、この子？」

「い、いや、でも……何か、わかるよ!?」

　まひるの呟つぶやきに、緋ひ奈な美みちゃんが応こたえた。

「何か……何か、この子、変なものを感じる……皆は感じない？」

「そういえば……」

　まひるも眉まゆを顰ひそめ出した。

「悪寒みたいな……」

「お主らでも、本能的に神の御み力ちからを感じる事はできるのだ。妾わらわの言っている事が戯たわ言ごとでも脅しでもなく、事実だと直感的に理解できてしまうのだよ」

「……じゃあ、なに？　在あり人とは……呪のろいを解く為ためにキスをしていたって事？」

「う、うん……ごめん……」

　そんなまひるの呟きに続き、水みず生おさんも問うように言う。

「だから、私達五人に……？」

「ああ！　妾が呪いで無理強いしていたのだ！」

　僕は言葉を引き継いだ。

「こいつが僕に呪いをかけたのは本当なんだ。女の子になっちゃう呪い」

「……本当に？　……でも、この子が変な力を持っているのは確かだってわかる……じゃ、じゃあ在人は女の子になっちゃうの!?」

「そ、そんなー！　女の子同士じゃ結婚とかできなくなっちゃうよー!?」

　まひると緋奈美ちゃんは悲鳴めいた声を上げ、

「……けれど、五人とキスしたのであれば、呪いはもう解けた……のですよね？」

　水生さんは小首を傾かしげながら問う。

「確かに、そのはずだった。でも、こいつは力を失っていて、呪いを解く事もできなくなっていたんだ。それどころかこの世に存在することすらできなくなりかけてた」

　僕は半透明のキス神がみを指し示して、

「僕は……こいつを助けてやりたいと思ったんだ。で、こいつは僕がキスする事で力を得るって言うから……皆をこの場に呼んで、その、しちゃったんだ。ごめんなさい！」

「なんで助ける必要があるの!?　呪いをかけてきた相手なんでしょう？　消えかかってる？　消えればいいじゃん！」

　まひるがキス神を睨にらみつける。

「この変な神様？　を助けるよりも在人の呪いを解いてもらう方がずっと大おお事ごとだよ！」

「でも……こいつが消えちゃうって事は死ぬって事なんだ。僕は……こんな神様でも、目の前で女の子が困ってたら助けたい。特に、こいつみたいに僕以外に誰も助けられる人がいない相手は」

「在人……」

　呆あきれたのか、まひるは言葉を途切れさせた。そこへ場違いに、

「だが喜べ！　お主らのキスにより十分なパワーは得られた。これで呪のろいは解ける」

　キス神がみが宣言する。

　え？　呪いを解く？　そう聞いた僕がキス神に向き直る間もなく、キス神が、

「のろいなしー」

　うわ、また、すっごいシンプルな呪いの解き方！

　キラキラキラ、と発光体がキス神の手から振りまかれ、

「……これは……？」

　僕の身体からだが軽くなる。何か、多分悪い何かが僕の中から抜け出ていったような感覚。

「……という訳で一件落着！　小娘ちゃんども、キス行為は妾わらわが小僧にやらせていた事だから、責めの一切は妾が引き受けるぞ！　何でも文句を言うが良い！　全すべて聞き流す！」

　すると、ふと緋ひ奈な美みちゃんが思い当たった様に、

「じゃあもしかして……在あり人とくんとのキスがあんなに気持ち良かったのは……」

「そう！　妾の呪いの所せ為い！　キスしたくて堪たまらなかっただろう？　好き、という幸福な気持ちを授けてやったのだ、感謝してくれて良いのだぞ」

　……それって洗脳じゃないの？　と、僕は瞳ひとみをハートマークにした緋奈美ちゃん達の姿を思い返す。だが、緋奈美ちゃんはあははと笑い、

「感謝はしてあげてもいいけど……あれは別に呪いの所為じゃなかったんじゃないかな」

「ほう？　そう思うのか？」

「うん。まあ、確かにキスで在人くんの事、意識はしたよ？　……でも、呪いの影響で在人くんの事好きになったわけじゃないもの」

　そこで、水みず生おさんが大きく頷うなずいた。

「……そうですよ。だって本当に……私、本心から在人君が好きです！」

　言い切られた。水生さんは意を強くするように、ぐっと両の拳こぶしを握る。

「その証拠に……呪いが解かれた今でも、私、在人君が好きですから！」

「おー。メルも言うようになったね！」

　緋奈美ちゃんが零こぼれんばかりの笑顔を向ける。

　一方で、僕は眉まゆを顰ひそめていた。キス神の言葉に引っかかっていたからだ。

「……責めの一切を引き受けるとか……なんだか、君、えらく殊しゆ勝しような事を言ったね？」

「くくく……妾はいつも健けな気げで殊勝でガンバリ屋さんの神様だからな！」

「……死ぬ間際にいい奴やつになるみたいなアレなの？」

「元からいい奴です！　妾は！　……だが、その通りだ。妾はこの世から消え失うせる。その前にお主の事を少しフォローしておいてやろうと思ってな」

「消え失せるって、いや、だって、十分なパワーは得られたんじゃないの？」

「うむ、お主の呪いを解くのに十分なものは、な」

　何だか話が違ってきた。

「僕は君がこのままだとこの世から消えてしまうっていうから、その為ために皆に集まってもらってキスしたのに……なのに、このまま君は消えてしまうつもりなのか？」

「妾わらわの存在と呪のろいの解除、どちらも補えるほどの膨大なパワーは流石さすがに得られなくってなー。故にどちらか一つしか選べぬ。妾はお主の呪いを解く方を選んだだけの話だ」

「でも、この世から消えたら……」

「なあに、また、この世界とは別の、元の場所に行くだけの話だ。……多分。この世界に生まれてから消えるなんて初めての事だから、実際どうなっちゃうのかわからんが」

「そんな、確証もないのに消えるつもり？」

「……お主は妾を呼び出してくれた。それだけで、妾は十分だ。お主からもう十分過ぎるほど大切な物を貰もらっている。……そのお主に呪いを残したままで消えるわけにはいかなかった。最期くらい綺き麗れいに去らせろ。それにきっと妾は元の世界に戻るだけだから大丈夫」

「でも、そこは僕等らの世界を画面越しに見ているだけの、そして一人ぼっちの世界なんだろう？　そこにずっと……寂し過ぎるじゃないか、そんなの！」

「気にするな。妾の未来など。お主は妾の信者だろ？　神の言う事を聞いとけ！　そもそも信者なんてものは神にお願いやおねだりだけして、それが気に食わなかったら、神使えねー！　って文句垂たれるくらいで丁度いいんだよ。神の事なんか心配すんな！」

　キス神がみは最期に僕の呪いだけ解除して消え去るつもりだという。だが、僕はそんな結末を望んでまひる達とキスしたわけじゃない。

「……信者は神におねだりする……なら、僕も君にお願いしたい事があるんだけど」

「呪いなら解いてやったぞ？」

「そうじゃない。僕が君にお願いしたい事。それは君にこの世に残って欲しいって事だ」

「…………しかし、言ったようにそれにはもうパワーが足りぬ」

「なんとかならないの？　君がここに残れるだけのパワーをまた別に集めればいいだけなんでしょ？　僕は、その……救いたいんだ、消えかかっている君を！」

「だがな、お主よ」

　キス神は既にうっすらと消えかかっていた。

「既に呪いは解かれた……これは、お主と妾の縁、いや因果というべきか……それも解かれたという事だ。もうお主と妾の間の関係は断たれた」

「え？　どういう事？」

「実の所、妾がこの世界に存在する理由、根拠、意味は既に失われたのだ。言ってみれば、妾自身が呪いのようなもの。なら、呪いが解かれる、即すなわち、妾は消える。そういう事だ」

　……そんな……こいつは人を呪う事でしか存在できないとでも言うのか？　……そんな、そんなわけない！　こんなふざけた奴やつだけど……そんな悲しい話があってたまるもんか！

「……君が最初にこの世界に現れたのは、どうしてだった……？」

「それはお主が強く願ったからだ。女の子とキスしたい、しまくりたい！　とエロ目的で強く願ったから、妾わらわはそれに応こたえてこの世界にやってくる事ができた」

　いや、そんな事願ってないんだけど……でも、

「……なら、もう一度願うよ！　君にこの世界に居て欲しいって！　強く、そう願う！」

「……いいのか、お主？」

　と、キス神がみがぽつりと僕に呟つぶやいてくる。

「……妾はこの世界に居ても、いいのか……？」

「……君を呼び出した、僕がお願いしてるんだよ？　いいに決まってる！」

「……妾なんかの為ために願う……？　妾はお主にとって厄介事でしかなかったろう？　なのに、それでいいというのか？　お主には何もメリットなんて無いのだぞ？」

「……君がしょげて消えないでくれるならそれで嬉うれしいけど？」

「お主……バカなのだな？　本物のバカだ。妾がただ可哀かわい想そうだから、寂しい思いをさせたくないからという理由だけで……妾を引き受けるというのか。……大バカだな」

　その言葉にまひるが深く頷うなずいた。

「うん、バカなんだよね、在あり人と。昔から捨て猫とか拾ってきては怒られたりしてて」

「こいつを助けた後の事とか考えてる訳？」

　五十鈴いすずはどこか不満げだ。

「考え無しに、ただ助けたいなんていうのは自己満足のバカのする事だよ」

「……そうかもしれないね。でも、考えて何もしないでいるよりは、バカでいいんじゃないかって思うんだ、今の僕は。五十鈴だって、後の事を考えてたら子猫を助ける為にバケツで水かけたりしなかったんじゃない？」

「……ふん」

　その時の事を思い出したのか、五十鈴は少し膨ふくれてそっぽを向いた。

「……お主……くくく……なんだ……お主、男らしくなったんじゃないか？」

「え？」

「さっきは妾のために人目も気にせず五人とキスをしたくらいの……そして、こんな損得も考えないくらいのバカになった！　こういうバカの事を男らしいというなら、今のお主ほど男らしい奴やつはおらん……！　そして、お主がそういうバカだからこそ妾は一緒に居たいと……。そうか……妾は居てもいいんだ……ここに……この世界に……お主の傍そばに！」

　キス神は目を潤うるませたようだった。でも、すぐに表情を一変させ、ニヤリとする。

「……わかった！　くく……お主は妾にぞっこんラブなのだな！　なら仕方ないからお主の傍に居てやろうではないか！　まったく寂しがり屋の信者を持つと神様も大変だな！」

　なんだか納得したようだった。なので、

「うん、それでいいよ」

「ああ、そうだな！」

「じゃあ、これからも」

「よろしく頼むぞ！」

「でも、事ある毎ごとに僕にキスさせようとするのはもう無しにしてよね」

「……」

　あれ？　なんで無言？

「……くくく……それはさておき」

「さておき!?」

　と、キス神がみの雰囲気が一変した。禍まが々まがしい瘴しよう気きでも噴ふき出すかのようだ。

「妾わらわも神の端くれ……！　何の代償もなく、お主の願いを叶かなえる程甘くは無いのですよ……！　妾のこの世界での存在を願うお主の本気……試させてもらうぞ！」

「なんだって!?」

「お主の願いを叶えたいなら妾に従ってもらう！　跪ひざまずけ！　頭こうべを垂たれて目を閉じろ！」

「え、ちょ、待って？　何をしようって言うの!?」

「拒む事は許されぬぞ！　お主が望んだ事だ！　さあ、儀式を始めるとしよう！」

　戸惑いつつも、僕は言われた通りに跪いてしまう。切迫した空気だったのだ。頭を垂れ、目を閉じる。儀式って……生いけ贄にえでも捧ささげるとか？　まさか、まひる達の身に何か……！

「……ええっ!?　この子……な、何する気！」

　と本当にまひる達の悲鳴めいた叫び……！　いや、ちょっと!?　と、僕が目を開ければ、

「……ん～……」

　僕の唇くちびるに柔やわらかく接触するものがある。僕は見た。僕の眼前で目を瞑つぶり、薄桃色に染まったキス神の顔を。しおらしい表情。その目がぱっと開き、

「……な……！　め、目を瞑っておれと命じたろうが！　な、なに見て……ば、ばか！」

　え、なに？　僕、幼女とキスしてたの……？

「ほら見た事か、だよ！　嫌な予感してたんだ、あたし！　恩を仇あだで返すとかさ！」

　五十鈴いすずは脹ふくれっ面つらになる。と次の瞬間、キス神の周囲がきらきらきら～。僕は目を細めて光を遮る。そうして再び目を開けた時、そこには、

「妾、再誕！」

　くっきりした輪りん郭かくを示すキス神の姿があった。キス神は掌てのひらをぐーぱーなどしつつ、

「くく……この身体からだにも馴な染じんできたぞ……妾のこの世界での存在がより確かなものになっていく……お主との交わりにより契約は為なされた！　しかも、さっきの交わりで色々な所から生じる感情の揺らぎが物もの凄すごい事になっておる！　パワーが充みちていくぞ！」

「そうなんだ。えーと、まあ、おめでとう」

　僕は調子を取り戻したらしいキス神がみを祝福してやった。

「ありがとう。ところでお主に良い知らせと残念な知らせがある。どっちから聞く？」

「……なんか嫌な感じだけど……じゃあ、残念な方から……」

「お主はこれからもやっぱりキスをし続ける事となった」

「……は？」

「お主の強い願いによって妾わらわはこの世界での存在をより確かなものにする事ができた……だが、やはり妾はキスの神様なわけだ。この世界に存在し続けるには、キスによるパワーが必要だ。で、だな。言ってみれば、妾の存在が呪のろいのように作用して、お主の人生には今後キスシーンが色んな所で強制的に発生し続ける事になるのだ」

「え？　よくわかんない、どういう事？」

「妾が存在する限り、お主はキスを日常的継続的にし続ける。でないと、妾は存在できない事になり、論理矛盾を引き起こしてしまうからな。そして、お主は強く妾の存在を願ったので、妾の存在を取り消すことはできない。まあ、妾という存在は、お主に強制的にキスをさせる為ための呪いとして作用するという事だな。キスの神様の存在を強く願うというのはそういう意味を持つ。お主、永遠にキスしまくりだぞ」

「え、やだよ!?」

「やだよって言われても、これは呪いのようなものだからなー。お主の意思でどうにかできるものではなく、自動的に起こる。キスが」

　キス神の言葉にまひる達がぴくりと反応したようだった。

「は？　なに？　……在あり人と、これからもわたし達とキスするつもりなの……？」

「えー!?　在人くん、わたし達皆と結婚する気!?」

「呪いの力でキス、ですか……？　在人君と一緒なら私はそれでもいいですけど……」

「夕ゆう陽ひが一番ならアーリーちゃんが誰とキスしても夕陽は構わないよ～」

「……変態」

　最後に、五十鈴いすずが切り捨てるように言い放った──何か色々ダメな気がする……！

　僕はせめてもの助けを求めて、キス神に尋ねる。

「残念な話はわかった……。じゃ、じゃあ、良い話って？」

「見ろよ、月が綺き麗れいだ」

　キス神は星空を指し示した。

「大宇宙の広大さを思えば他ヒ人トの悩みなんてちっぽけに見えるよな！」

　わーほんとだー。

　僕は脱力する。僕はこれからも女の子とキスしていかなければならないのか……。

　僕の悪夢はまだ始まったばかりみたいだった。






　　　あとがき









　はじめまして。この度、ＭＦ文庫Ｊで初めて書かせていただきました、相あい原はらあきらです。

　とにかく、ちゅーをいっぱい書こう！　という考えに則のつとり書かれたこの作品、いかがでしたでしょうか。ちゅーってエロくていいな！　という思いから始まったこの作品ですが、元となったプロットは、むしろちゅーしたら死んじゃう系の魔法のダンジョンでエロいモンスターとかから告られつつどれだけちゅーを我慢できるか、生死をかけたちゅー我慢大会が開かれる……みたいなサバイバルものでした。

　そこに「いや、ちゅー我慢したら意味ないでしょう。そこはバンバンしていくべき！」とキス神がみのようなアドバイスをしてくださったのが担当のＯさんと編集部の皆様でした。そして、みこさんの描かれたちゅーのイラストを見て、その思いを新たにしたものです。エロくていいなー。みこさん、素晴らしいイラスト、ありがとうございました！

　こうして作品としてまとめる事ができたのは本当に皆様のお陰です。

　そして何より、この作品をお手にとってくださった読者の皆様、ありがとうございます！

　くだらないお話かもですが気に入っていただけたならこれに勝る喜びはありません。


相原　あきら


















　著者

　相原あきら（あいはら・あきら）

　　はじめまして、相原あきらです。

　　職業は大体、戦士です。魔術系とか選びません。ゲームの話です。皆を守るための壁となり、敵の攻撃を引き受ける事を喜びとします。

　　ですが、そのために倒れる事もしばしば。

　　「どこに倒れてんだよ。そこ邪魔。倒れる場所考えろ」

　　相原は泣いた。




　イラスト

　みこ

　　初めまして、みこと申します。

　　可愛い娘にちゅーされたい人生でした。

　　今後ともよろしくお願いいたします。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／みこ

　　装丁／AFTERGLOW
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